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　プロローグ




　【問い】

　『子守り』と聞いて、あなたはどんなイメージを思い浮かべますか？




　【答え】

　そりゃあれでしょ。赤ちゃんをおんぶして、ガラガラ鳴るおもちゃを振ってあやしたりとか。

　あと、哺ほ乳にゆう瓶びんでミルクあげたりとか？




　──確かに、それも子守りのイメージとして間ま違ちがってはいない。と思う。

　しかし、俺おれ、鳩はとヶが谷や快かい人とに課せられた子守りの相手は、赤ちゃんではない。

　五歳さいの幼女である。ツインテールの。

　ここで目の色を変えるのは、俺の漫まん研けん仲間でロリコン星人の池いけ田だくらいのものだが……、実際にこの幼女の子守りを一日やってみれば、池田とて尻尾しつぽを巻いて逃げ出すだろう。

　幼女の名前は、柚ゆず葉はという。

　周囲の大人に対してはお澄すまし、お利り口こう顔。

　俺おれに対してだけ無ぶ愛あい想そう、不ぶ躾しつけ、仏ぶつ頂ちよう面づらの３Ｂを貫つらぬく。

　外見はまぁ、五歳さいなんだし可愛かわいいものだ。

　しかし中身に関して言えば、まさに生なま意い気きが服を着て歩いているようなもの。




　俺はこれまで正しよう真しん正しよう銘めいのひとりっことして、ピースフルな人生を歩んできた。

　それがなんの因いん果がか、そんな幼女の『お兄ちゃん』役をやることになってしまったのだ。




　羨うらやましいって？

　──そんな世よ迷まよい言ごとは、このお話を最後まで読んでから、言ってもらいたいものである。




　【問い】

　『子守り』をやるにあたって、一番大事なことってなんだ？




　【答え】

　そう、その答えを、俺はまだ、知らなかったのだ。

　これっぽっちも、分かっていなかったのだ。

　生意気な妹を持つお兄ちゃんとしての、なにより大事な心構えを──。










　　　　　　　１







　朝、洗面所のドアを開けると、幼女がいた。

「……開けないでッ！」

「うげ」

　狭せま苦くるしい洗面所の床ゆかにありったけの洋服を並べて、パンツ一いつ丁ちようで思し案あん中。──まぁつまり、着替え中だったらしい。

「なにしてんのなに開けてんのなに見てんのバカッ！」

『魔法少女プリティモアレ』のキャラクターがプリントされたパンツ姿のまま、イキナリ殴なぐりかかってきやがったこの幼女こそが、３Ｂの柚ゆず葉はだ。

「待て！　落ち着け！　まずは服を着ろや！」

　激げつ昂こうした半はん裸らの幼女ほどタチの悪いものはない。俺は起き抜けで血けつ糖とう値ちの上がり切らない身体からだと頭で柚葉のバーサク攻こう撃げきを必死でかわすと、彼女を洗面所に押し込んでドアを閉めた。

『バカイト信じらんない！　ヘンタイ！』

「見たくて見たんじゃねぇ！」

『サイテーだ！　バカイトのサイテー！』

「そこは顔洗うところ！　そんなとこで着替えてるお前が悪いんだよ！」

『違う！　お前じゃない！　ゆ・ず・は・だよ！』

「そ、そんなら柚ゆず葉はも、バカイトはやめろってんだ」

　大人げなく五歳さい児じと張り合おうと気け色しきばんだ瞬しゆん間かん、勢いきおいよく洗面所のドアが開き、俺おれの額ひたいをぶち抜いた。

「──がっ！」

　よろよろと数歩後退したところで半泣きになって踏ふみ止とどまると、出てきた幼女と目が合う。

「だってバカイトじゃん！」

　可愛かわいらしい子ども服に身を包み、両手を腰に当てて仁に王おう立ち。

　傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度でめちゃくちゃな理論を展開するお子様に、俺のこめかみに青筋が立つ。

「こ、このやろう……」

「そんなこと言っちゃダメなんだよ！　先生に怒られるよ！」

　──五歳児と一いつ緒しよにすんな！

　思わず言い返しそうになるのを俺が必死で堪こらえていると、今度は「はやく髪かみ結びなさいよ」と上から目線で髪ゴムを差し出してきた。

　ど、どんだけお姫ひめ様さまなんだよ。そんなエラそうにするなら髪くらい自分で結べ！

　もはや俺のイライラゲージは振り切れる寸すん前ぜんだ。我われながら、よく爆ばく発はつしないもんだぜ。

「分かったからほれ、ゴム貸せ。後ろ向け」

「ふたつ結びだからねっ！　痛くしたらダメだよ！」

「注文が多いんだよ！」

　こんな感じで毎日強要されているおかげで、いつしか俺の髪かみ結ゆいスキルはそれなりに上達してしまった。ちっとも嬉うれしくないうえに、誰だれにも自じ慢まんできない。

　柚葉の艶つややかな黒髪をツインテールに結い上げて、俺は彼女の小さな肩をぽんと叩たたいた。

「よし完成。ほら、靴くつ下したと靴くつ履はいて、ちびとも行く準備しろよ」

「分かってる！　バカイトも、早くしなさいっ！」

　柚葉は、冴さえ子こおばさんの娘だ。

　つまり、俺の従妹いとこということになる。

　彼女には生まれたばかりの弟、虎こ太た郎ろうがいるのだが、その弟が病気で入院してしまった。

　虎太郎は一歳にも満たない小さな赤ちゃん。ママである冴子おばさんが、付き添そいで一いつ緒しよに入院しなければならない。

　とはいえ柚葉のパパは常つね日ひ頃ごろから仕事が忙しく、生活リズムが不規則である。そんな状態で、娘の面倒を見切れなくなってしまったらしい。

　それで、虎太郎が退院するまでの間、柚葉は、我わが鳩はとヶが谷や家で暮らすことになったのだ。

　──しかし、である。

　俺おれの両親とて、共働きだ。

　俺だって一いつ介かいの高校生、学校に行かねばならん。

　そこで柚ゆず葉はは、平日、保育園に通うことになった。

　そこまではいい。けれども、それで終わりではなかった。

『ちびとも園』という名の保育園は、なんと、俺が通う高校のすぐ裏手にあったのだ。

　それにかこつけて、毎日柚葉を園に送り迎むかえするのは、俺の役割となってしまった。（正確には半なかば強引に、おかんからその任にん務むを押し付けられたのだが……）

「おい柚葉！　連絡帳どこだ？」

「テーブルのうえにあったでしょ！　千ち恵え子こおばちゃん書いてくれてた」

「マジか？　ちょ、ちょっと、取ってきてくんねぇか？　俺、まだ寝ね癖ぐせをだな」

「ムリだよ！　もう靴くつはいちゃったもん！」

「あっ、そういや『工作で使うからペットボトル持って来てください』って昨日きのうの連絡帳に書いてあったんだ！　用意してねぇ！　だぁあっ！　……ち、遅ち刻こくする！」




　──あぁ、柚葉がやって来る前の、落ち着いた登校時間が懐なつかしいぜ。

　朝から無む駄だに気力と体力を擦すり減らして柚葉を園に送り届け、俺はなんとか遅ち刻こくすることなく教室に辿たどり着いた。

　そして自席に腰を下ろし、やっと一息。

　こうなったらあとはもう、始業まで、やることはひとつだ。──予習？　冗談きついぜ。

「……」

　今日も気になるあの人へ、そっと視線を送るのである。

　小こ柄がらで快かい活かつ、ふわふわ髪がみにキュートな笑顔。

　大陽娘よろしく俺の心を照らす彼女の名は、河かわ原はらさより。

　一年のとき図書室で見かけて一ひと目め惚ぼれしてから、俺はずっと、彼女に想いを寄せているのだ。

　始業前のひととき、親友の仲なか町まち未み來くと楽しそうにお喋しやべりしているさよりをそっと見守るのが、俺の日課であり、ささやかな楽しみである。

　男子注目の的、高たか嶺ねの花たる彼女に、冴さえない俺なんかが気安く話しかけられるはずもない。

　──そう。少し前までは、そう思っていた。




「鳩はとヶが谷やくんっ。ゴメンね、待った？」

「い、いや！　いま来たとこ」

　放課後。三階の西側階段前。

　にこやかに笑いながらこちらに駆かけ寄ってくるのは、誰だれあろう、憧あこがれの河原さより、その人なのだ！

　こんな夢のようなやり取りを彼女と交わすことができるなんて、まさかまさかの大逆転、俺おれたちは相そう思し相そう愛あいの仲!?

　──なんて、世の中そんなに甘くない。

「それじゃ、今日もよろしくお願いしますっ」

「や、こちらこそ。……じゃ、行こうか？」

「うん」

　並んで歩き出すとすぐに、さよりが楽しそうに口を開いた。

「昨日エージ先生が教えてくれた手遊び、練習してきたんだ」

「おぉ……、あの、お弁当作りとチョコパンマンを合体させた、やたら難むずかしいヤツ？　俺も家で柚ゆず葉はにねだられたけど、ちゃんと覚えてなくて、できなかったよ。やっぱ、エージ先生のお手本がないと」

　すると彼女は歩きながら歌を口ずさむと、それに合わせて両手をリズム良く動かしてみせた。

「おおっ、すごい！」

「お弁当作りの手遊びなら、妹たちとたくさんやったから」

「基礎力の違いってヤツ？　なるほど、お見事！」

　さよりはふふっ、と少し照れくさそうに笑う。

「……今日は工作するって、サキ先生言ってたよね？　みんな、なに作ったのかなぁ？」

「そうそう、なんかペットボトル使うとかいうアレ！　今け朝さになって用意してないことに気づいてさ、それはもう、バタバタでした」

「あははっ。しっかり、お兄ちゃん！」

「だから今朝は道すがら、わざわざペットボトルの水を買って飲み干すハメに……」

　さよりは子どもが大好きで、保育士になるという夢を持っている。

　ひょんなことから俺と柚葉が保育園通いをしている事実を知った彼女に、「私も連れてってください！」と頼み込まれたのだ。

　俺としては願ってもみない申し出、もちろん断る理由などない。

　園に出向いて事情を説明し、今やさよりは保育士のたまご、無給のアルバイトのような扱あつかいで、すっかり受け入れられている。

　さよりは本職の保育士である先生たちから、現場でいろいろ手ほどきを受けることができるし、俺としても、好きな女子とご一いつ緒しよできるということで、まさに一いつ石せき二に鳥ちよう。

　こうして俺たちは、柚葉のお迎むかえがてら、ちびとも園で保育実習をする仲になったのである。

　──ただし、待ち合わせは放課後、小一時間ほど経たってから、人ひと気けのない三階西階段で。

　さよりの口から出た、『一緒に教室を出るとクラスメイトに誤ご解かいされるかも……』なんていう、ちょっと寂さびしい心配に配はい慮りよしてのことだ。

「…………うむ」

　とはいえ。

　俺おれは、この千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスを生かさねばならない。

　少し前までは遠くから眺ながめるだけだったさよりと、お近づきになったのだ。

　さらなる関係進展を目指さずして、どうする！

「……どうしたの、鳩はとヶが谷やくん？」

「あ！　いや、なんでも！」

　未いまだにふたりきりだと緊きん張ちようしちゃって、ドキドキだけどね。




「……あっ、またぐしゃってなった。ちょっとバカイトの貸して！　これあげるから」

　柚ゆず葉ははツインテールを揺ゆらしながらテーブルに乗り出すと、有う無むを言わさず俺の折り紙をもぎ取った。引き換かえに、今しがた失敗した残ざん骸がいを俺の前にぽいっと放り出す。

「こ、こら、なにしやがる！」

　ちびとも園にて。

　今日の保育実習、柚葉の提てい案あんで折り紙遊びを始めたが、相変わらずやりたい放題の彼女に早くも俺はうんざりである。

「柚葉ちゃん、もっかい一いつ緒しよに、やってみよっか？」

　優やさしいさよりの声だけが、ささくれ立っていた俺の心を魔ま法ほうのように癒いやしてくれた。

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんなお子様が相手でも、彼女は俺と違って、嫌いやな顔ひとつしないのだ。

「さよりお姉ちゃん、ここ、できない……」

「ここはね～、ちょっと難むずかしいんだよね。いい？　まず、こっちの端はしっこをこう持って……」

　とはいえ柚葉も、年上のお姉さんであるさよりには心を許しているようで、おとなしく頷うなずいて、彼女からレクチャーを受けている。

　──ふたりして、くっつきそうなほど顔を近づけて手元の折り紙に集中しているさまは、まるで仲の良い姉し妹まいの姿を見ているようだ。

「で、ここをこう折って……。ね？　完成！」

「……できた」

　さよりのおかげで、折り紙は無事完成したらしい。

「上手上手～。柚葉ちゃん、さすがオネエサンだねっ」

「もっかい作る！」

「いいよぉ。次、何色にする？」

「ピンク！」

　綺き麗れいなお姉さんに構ってもらって、柚葉は大たい層そうご機き嫌げんである。

　褒ほめられるそばから、「にへら～」と笑ったりして。まったく、これだからお子様はよ。

　なんて、俺おれがやれやれと思っていると、背後で扉とびらが開く音。それに続く先生たちの「おかえりなさ～い！　璃り空く～、お迎むかえ～。お姉ちゃんだよ～」という声につられて、俺は玄関に立つ人物を見やる。

　さらさらの金髪ロングヘア、形の良い耳にさりげなく光るピアス。スレンダーなモデル体型の彼女は、クラスメイトの不良娘、水みず野の夏か南なその人である。

　俺みたいに保育園通いをする高校生、なかなかいないんじゃない？　なんて思ってたけど、驚おどろくべきことに彼女も、幼い弟の送り迎えを日課としているのだ。

　プレイルームから駆かけ出してきた二歳くらいの男の子、彼こそが夏南の愛する弟、璃空だ。

　夏南めがけて突とつ進しんした璃空は、彼女の腕によりひょいと抱き上げられた。

「りくぅ～ただいまぁ。姉ちゃん、今日も補習で遅くなっちゃったよ。ゴメンね～」

　歳としの離はなれた弟に頰ほおずりしそうな勢いきおいで猫ねこなで声を出す、こんな不良娘の姿を知っているのは、クラスでも俺とさよりくらいのものだ。

「あっ、水野さんだっ！　お疲れさまっ！」

　そしてさよりは、どういうわけか夏南にご執しゆう心しんである。

　彼女の姿を見て表情をぱっと明るくして、思わず腰を上げるほどに。

「…………あ」

　対照的に、夏南の表情はさっと強こわ張ばる。どうやら素の顔を見られたことに気付き、一応焦あせっているらしい。

「ねね！　水野さんもさ、一いつ緒しよに折り紙しないっ？」

　そんなことにはお構いなしに、さよりは無む邪じや気きなお誘いを全力で彼女にぶつけるのだ。

「……はぁ？　あ、アタシ……、手しゆ裏り剣けんしか折れねーし」

「そうなのっ同じだね～っ！　私も私もっ！　ほら見て！」

　嬉うれしそうにはしゃいで、さよりが手元を指差した。

　そうなのだ。先ほどから我われ々われは、折り紙手裏剣を大量生産していたのである。さよりはこれしか作れないと言うし、柚ゆず葉はは手裏剣が大たい層そう気に入っているようだし……、今さら「俺、鶴つる折れるんだぜ」とは言えない状況である。

「なにソレ。まじウケるんだけど。もっと可愛かわいいのとか作れよ」

「いいのいいのっ！　水野さんとお揃そろいだし！　それに、好きなもの作ると楽しいじゃない？　ほら、水野さんも一緒にやろっ」

　立ち上がったさよりが夏南の腕を抱いて、璃空ごと連れてきてしまう。抵てい抗こうする間もなく、テーブルの前にすとんと座らされる夏南。璃空は折り紙に興味があるらしく、さっそくテーブルに乗り出して手を伸ばしている。

「璃空くんもやる？　はい、どーぞ♪」

　さよりから水色の折り紙を受け取った途と端たん、楽しそうにビリビリと破り出す璃空。

「りく～。めっ、だよ。破いちゃダメ」

　璃り空くは手を止めて、不ふ思し議ぎそうな顔で夏か南なを見上げていたが、本気で怒られているわけではないと理解したのだろう。その顔に天てん真しん爛らん漫まんな笑えみを浮かべ、

「だぁだ！　びいびい～☆」

　なんて可愛かわいく折り紙ちぎりを再開した。

　すると夏南、璃空が作り出した折り紙の切れ端はしを指先でつまみ上げて、目を見開いた。

「これ、猫ねこさんじゃない？　すごい璃空！　猫さんの形じゃん！　ほら、ここが尻尾しつぽでさっ」

　──俺おれには、心の赴おもむくまま、折り紙をちぎって遊んでいるようにしか見えないが。

「すごいね、りくぅ！　もうすぐ折り紙もできるようになるんじゃない？」

　目をキラキラさせて、姉バカ全開の夏南を前に、そんなこと口が裂さけても言えない。

　夏南のことは、「そもそも人種が違う」「卒業まで関わり合いになることもない」と思っていた。けれども少し親しくなってみれば、彼女には意外にナイーブな一面があることが分かった。──「人種が違う」なんてのは、勝手な思い込みでしかなかったのだ、ということも。

「ほらりく、見て！　こうやって折るんだよ！」

　自分より幼おさない璃空を前にして、お姉さん風を吹かせたくなったのだろう。

　柚ゆず葉はは自分が作った折り紙手しゆ裏り剣けんを、璃空にドヤ顔で見せつけている。

「すご～い柚葉ちゃん、今度も上手にできたねっ！」

[image: ]

「……ちょっと歪ゆがんでるけどな」

　さよりの手放しの賞しよう賛さんに、思わず小声で突っ込んでしまった。すぐさま、柚ゆず葉はが刺とげ々とげしい大声を上げる。

「バカイトは見ないでっ！」

「みっ、見ないでっつっても、見えるもんはしょーがねーだろ？」

「じゃあ見えないとこ行って！　どっか行って！」

「どっかって……、お前なぁ」

「お前じゃないっ！　ゆずは！」

「……ぐぬぬっ」

　──手に余るお子様だよほんと！




　夕ゆう刻こくの、駅前商店街。

　そう広くないアーケードには、老ろう若にやく男なん女によの買い物客が溢あふれている。

　リード付きとはいえ小型犬を連れている人や、歩行者の間を縫ぬうようにして走る自転車までいて、幼女と一いつ緒しよに歩くにはいささか神経を擦すり減らす場所だ。

　なのに柚葉はいつも、園からの帰り道にこのルートを通ると言ってきかない。

「あ！　おつきさま！」

　柚葉は俺おれの数歩前を歩きながら、小さな顔をぐりんと上に向けて、頭上を指差す。

　アーケードの切れ目からのぞいた空はまだ明るいが、早くも白っぽい月が浮かんでいた。

　俺は自分のカバンと柚葉の荷物をどっこらせ、と抱かかえ直し、彼女に釘くぎを刺さす。

「おーい柚葉、よそ見すんな。ちゃんと前見て歩けよ」

「分かってる！」

　先日の駅のホームでの大だい号ごう泣きゆう事件を経へて、柚葉はある程度、俺に対して心を開いたかのように見えた。──アイツのほうから手を繫つないできたこともあったし。

　けれどもそれは束つかの間まの幻げん想そうだったのか、数日経たつと元通りだ。

　そのおかげで俺は、手を繫がずにちょろちょろと歩く柚葉を気にして、今日もストレスフルな下園時間を強しいられているのだ。

「バカイトー。メロンパン食べたい」

　パン屋のウィンドウをのぞき込みながら、のたまう柚葉。

「んなもん食ったら、晩メシ入らなくなるぞ」

「じゃあクロワッサンでもいいよ」

「あれはなぁ、すっげぇたくさんバター使ってるんだ。腹がふくれるという点では同じ」

「……あっ、見て見てバカイト。ＢＫＢだよ」

　聞いたことないパンだな、と思っていると、柚葉は隣となりのＣＤショップの店頭に貼はってある、国民的アイドルグループの新しん譜ぷポスターを指差していた。

「柚ゆず葉はねー、まーちゃんが好き」

「そうかい。……俺おれはあやのん推おしだがな」

「あやのんって、黒いんでしょ？　日焼けしてるの？」

　ちげぇよ。『腹はら黒ぐろい』ってことだよ。清せい純じゆん系美少女な外見でありながら、ＢＫＢ随ずい一いちの腹黒キャラ。そのギャップ萌もえがもはや、いかんともしがたく……。って、そうじゃない！

　そんなことを考えていると、柚葉が前から来る歩行者にぶつかりそうになっているのに気付いた。俺は慌あわてて彼女の手を引っ張り、ちょっと顔をしかめた相手のおじさんに頭を下げた。

「コラ危ねぇぞ柚葉。もっと端はしっこ歩け」

「引っ張らないで！　痛い！」

　全ぜん然ぜん優やさしく摑つかんでるじゃないか。

「あっ、なんかイイ匂においする」

「……あっこの肉屋の、コロッケじゃねぇか？」

「柚葉はクリームコロッケが好き」

「そうかい」

　出会ったときから柚葉が生なま意い気きなのは変わらないとしても、最近はある意味で「遠えん慮りよがなくなってきた」ように思える。──つまり、「アレ欲しい」みたいな子どもっぽい要求や、気付いたことをなんでも口にする他た愛あいのないお喋しやべりを、俺に対して自然にするようになってきたのだ。

「……別に嬉うれしくはないけど」

　なんて、聞こえないようにボソっと呟つぶやいてみる。

　ふと気付けば、柚葉がいない。

「えっ!?　ちょ、柚葉、どこ行った？　おいっ!?」

　内ない臓ぞうが音もなく締しめ付けられるように、急に息苦しくなる。

　失しつ踪そう事件のときに感じた恐怖が、まざまざと蘇よみがえった。

「……っ！」

　商店街の人ごみをぐるりと見回して──、俺は安あん堵どのため息をついた。

　ゲーセンの店先に、見慣れたツインテール頭を発見したのだ。

　近付いてみると、柚葉は店頭に置かれたＵＦＯキャッチャーをのぞき込んでいる。足元を見れば、ご丁てい寧ねいにも子ども用の踏み台まで置いてあった。

　俺は反射的に怒ど鳴なりそうになるのをぐっと堪こらえて、努つとめて平へい坦たんな声を出した。

「だから勝手にウロチョロすんなって」

　聞こえているのかいないのか、柚葉はガラスにぴったりとおでこをくっつけて、視線をなかの景けい品ひんへと突つき刺さしている。

「バカイト。……あれ欲しい」

「あん？　どれだよ。……って、これはッ！」

　のぞきこんで、俺おれは驚きよう愕がくした。

「プリティフラワーのアクションフィギュアじゃねぇか！　ま、まさかこんなしょぼいゲーセンに入荷してるなんて……」

　ぬうぅ、これはノーマークだったぜ。──あ、プリティスカイのフィギュアもちゃんとある。池いけ田だにも教えてやらんとな。

「ちがうよ！　プリモアだけど、柚ゆず葉はが欲しいのはこっち！」

　そう言って彼女が指差したのは、ピンキーのぬいぐるみだった。

「そ、そっちかい。柚葉、ピンキー好きなのか？」

　ピンキーとは、歴代の魔法少女プリモアに魔ま法ほうの力を授さずけてくれる、魔法の国の住人である。どこかハムスターに似た、ぬいぐるみにしやすそうなマスコットキャラだ。

「ぅん、好き！　だって可愛かわいいもん！」

　改めて見てみると、本来プリモアの頭に乗っちゃうくらいのサイズであるピンキーを、なんの冗じよう談だんなのか巨大ぬいぐるみに仕立ててあるのだ。──璃り空くよりもデカいんじゃねぇか？

「こういうのはな、絶対取れないようになってんだ。お前のために使う金なんてねーよ」

　姿を見失って一いつ瞬しゆんでもヒヤリとさせられたことの腹いせに、ちょっと意地悪く言ってやった。とはいえ、こんなもんにつぎ込む資し金きんがないことは事実だし。

「お前じゃない！　ゆ・ず・は！」

「あーはいはい。でも、取れないってのはホントなんだって」

「ヤダっ！　欲しいの！　取ってよ！」

「だーから、無理だって言ってるだろ」

「なんでよ！　柚葉は子どもだけど、バカイトはにぃにぃなんだから、取れるでしょ！」

「かっ、関係ねぇよ！」

　いきなり『にぃにぃ』と呼ばれて、こっちが面めん食くらってしまった。──すると柚葉も、自みずからの失言に気付いたのだろう。顔を真まっ赤かにして、ごまかすように大声を上げた。

「バカイトのバカ！　もう知らない！」

　叫さけんだかと思えば、一人で勝手にずんずんと歩いてゆく。

　照てれ隠かくしにキレるとか、勘かん弁べんしてくれよな。

　俺はため息をつきつつ、早足で柚葉を追いかけた。

　そうこうしているうちにアーケードは終わり、俺たちは暮れなずむ空の下へと足を踏み出す。

　──ぷんすか怒っていても、しかし所しよ詮せんは五歳さい児じ。ちょっと興味を引かれるものを見つければ、たちまち怒りは上書きされ、なんでもなかったかのように、再びこんなことを口にした。

「あ、また見つけた！」

　柚ゆず葉はは空を見上げている。先ほどと変わらず高い位置に、月がぽっかりと浮かんでいた。

「おつきさまもう一個！」

「おいおい、何個あるんだよ月」

「柚葉、二個見つけた」

「いや、だから、そういうことじゃなくてだなぁ。……さっきと同じだよ。月はひとつしかねぇんだよ」

「なんで？　さっきのとは別のおつきさまかもしれないじゃん」

「んなワケあるか」

「なんでっ？　そんなの分かんないよ！」

　──ぐっ。お子様のくせに、エラく哲てつ学がく的なこと言いやがって。

「……ま、まぁそうかもな。そうじゃないとは、言い切れないよな」

　ここは折れておくが吉きち、なんて打算もあったけれど、同時に俺おれは新しん鮮せんな気持ちも感じていた。子どもならではというか、固こ定てい観かん念ねんにとらわれない自由な発想は、聞いていて素直に面おも白しろいと思うこともまた、事実だからだ。

「おつきさまはね、柚葉がおうちに帰ってもついてくるんだよ」

「ほう、そうか」

「こないだもそうだったもん。ちびとも出たときにお空にいて、おうち着いてから見たら、まだいたもん。だから今日もね、きっとついてくるよ」

「なんでそんなについてくるんだ、月のヤツは？」

　そんな相あい槌づちを打ってやるくらいには、俺もお子様慣なれしたのだ。

「ん～、柚葉のことが好きなんじゃない？　きっと、おうちに遊びにきたいんだよ」

「そ、そうか」

　──また、ぶっ飛んだな。月に愛されてると信じて疑わないとか、どこのお姫ひめ様さまだよ。

　すると柚葉は顔をほころばせて、小さくぱん、と両手を打った。

「そうだよ！　お泊まりすればいいんじゃない？」

「……ウチ、狭せまいぞ。月、入れないと思うぞ」

「そんなことないよ！　だっておつきさま、こーんなちびっこいもん」

　なんて言って、親指と人差し指で、『ちっちゃい！』のジェスチャーを取る柚葉。

「…………。まぁ、確かに。見た目は」

「柚葉がおててに持って一いつ緒しよに寝るから、だいじょうぶっ！」

　──コイツ、天体一個、掌しよう握あくしやがった！




　　　　　＊　＊　＊




　俺おれには留りゆう年ねんの経験がないので、『同級生だった連中が進級するなか、自分だけもう一度高校一年生をやり直す』ということが、どういうものだったのか、ちょっと想像できない。

「……」

　退たい屈くつ極きわまりない古文の授業を聞き流しながら、俺は左斜め前に座る水みず野の夏か南なを見た。

　彼女は机に肘ひじをついて、窓の外をじっと眺ながめている。

　校庭の桜はとっくに散って、木々には眩まぶしい新しん緑りよくが輝かがやいていた。

　窓から差し込む陽よう光こうが夏南の金髪に跳はねて、なんだか彼女の周りだけ一段と明るく見える。

「それじゃあ、ここの現げん文ぶん訳やくを……、水野」

　夏南が当てられた瞬間、教室にさっと見えない緊きん張ちようが走ったような気がした。

「……」

　夏南は視線をゆっくりと窓から外はずし、教師へと向ける。その鋭するどすぎる視線を想像したら、後ろから見ているだけの俺まで、何な故ぜか背せ筋すじがぞくりとなった。

「……分かりません」

　ぽそり、と夏南が呟つぶやいた。

　古文の教師は、この学校でも最高齢のよぼよぼお爺じいちゃん先生だ。夏南の声が聞こえているのか、そもそも彼女の姿が見えているのか、それすら怪あやしいが、しばしの沈ちん黙もくを経へて、先生は小さくため息をついた。

「予習をしてこい。……じゃあ、河かわ原はら」

「……はいっ。えっと、ここの訳やくは」

　流れ弾だまが当たってしまったさよりだったが、きちんと予習をしているのだろう。慌あわてず騒さわがず、着実に回答を終えた。

「よし。じゃあ次に進む」

　先生の視線が、再び教科書へと落ちる。

　さよりのしゃんと伸ばした背筋から、少しだけ力が抜けるのを見て、俺もつられてほっと息をついた。視線を動かして夏南を見たときには、もう彼女は元通り、窓の外を眺める物言わぬ彫ちよう刻こくと化していた。

　やがて授業が終わり、チャイムとともに休み時間が訪れる。

　普段なら夏南はそのまま机に突つっ伏ぷして寝るか、すっとどこかへ消えてしまい休み時間が終わるまで帰ってこないかのどちらかだが、今日は前者を選んだようだ。

　さらさらの金髪が細い背中からこぼれ落ちて、机の上にも広がっている。眠り姫もかくや、という美しさなのだ。──あの鋭い視線や声こわ色いろ、ピアスなんかがなければね。

「もぉー、水みず野のさんってば！」

　賑にぎやかな教室のなかでも、この俺おれがさよりの声を聞き逃すはずはない。

　彼女は休み時間が始まるとすぐに、誰だれひとり近付こうとしない夏か南なのもとに、果か敢かんにも駆かけ寄った。その勇気ある行動は教室じゅうの視線をいとも簡単に集める。

「ちゃんと予習しなきゃダメだよっ」

「…………」

　夏南は少しだけ顔を上げて、机の前に立って朗ほがらかに笑うさよりを見た。

「木き島じま先生もちょっと怒ってたよ？　水野さんいつも『分かりません』って言うから」

「……うるせ」

「むっ、うるさくないよっ！　これでも私ね」

「……アタシのため、とか言うなよ」

「な、なんで分かったのっ！　心読めちゃうの？」

「……だからうるせって」

　苛いら立だたしげにさよりを睨にらみ付ける夏南にも、さよりは少しも動じた様子はない。さすが、天下の大陽娘である。

「あっ、そうだ水野さん。今日のお昼、一いつ緒しよに食べない？」

　ぱっと顔を輝かせたさよりの申し出をガン無視して、夏南は再び机に突つっ伏ぷす。

　──な、なんてひとだ！　せっかく誘ってもらってるのに！

　そんな態度を取るくらいなら、この俺に、さよりとのランチ権を！

　なんて思っていても、俺は彼女たちの間に割って入ることができない。見てるだけだ。

「ねぇ～水野さんっ！　無視しないでよぉ～」

　さよりはそう言いつつも、少し嬉うれしそうに、夏南の細い肩を手で揺ゆさぶる。

「水野さんはいつもお弁当？　それとも食堂？」

「……購こう買ばい」

　顔を上げないまま、夏南がぽそりと言った。

「パンとか？　あっ、じゃあじゃあ、どこで食べてるの？　私お弁当だから、場所さえ教えてもらえれば、ご一緒できるねっ」

「……しなくていーし」

　俺の脳のう裏りに、いつか夏南に連れて行かれた『おひとりさまスペース』である、プレハブ階段下が思い浮かんだ。夏南はいつも人ひと気けのないその場所で、昼食を取っているらしい。

「私は水野さんとご一緒したいんですぅ」

「…………」

　とうとう夏南は目を伏ふせて、返事をしなくなった。ま、まさか寝てるんじゃないだろうな。

　さよりはしばらく夏南を揺さぶったりつついたりしていたが、やがてチャイムが鳴ってタイムオーバー。「ちぇー」と口を尖とがらせると、腹いせなのか、去り際ぎわに大だい胆たんにも夏か南なの無む防ぼう備びな脇わき腹ばらをちょっとくすぐった。

　夏南はビクッとなって危あやうく声を上げそうになっていたが、なんとか堪こらえたらしい。学校において貫つらぬく孤こ高こうのクールビューティは、「きゃあっ！」なんて黄色い悲鳴を上げるわけにもいかないのだろう。夏南が面子めんつを保てたことでなぜ俺おれがほっとするのかは自分でもよく分からないが──、あとでさよりが夏南に反はん撃げきされたりしないか、それだけが心配である。




「どうした鳩はとヶが谷や。久々に出てきたと思ったら、暗い顔をしおって」

　放課後。ここは俺が所しよ属ぞくする、漫まん研けんの部室である。

　長机を挟はさんで反対側に座る池いけ田だが、アニメ雑誌から顔を上げて、エラそうにアゴを突き上げ訊きいてきた。

「別に……。ちょっと疲れてんだよ」

　俺は手元のスケッチブックにシャーペンを走らせながら、適当な相あい槌づちを返す。

　──実は今日も、朝から柚ゆず葉はのワガママが爆発して、遅刻しそうになったのだ。園に履はいて行く靴くつがどうだとか、道路のマンホールを踏む順番がどうだとか、柚葉はハッキリ言ってどうでもいいことに異い様ようなこだわりを見せ、いちいち俺の行動にケチをつけてきて、やり直しを要求したりするのだ。反論してもさらなる反論が飛んでくるだけなので、俺は次し第だいにやり合う気も失せて、アイツが満足するまでその「妙みようなこだわり」に付き合ってやるハメになった。

　おかげで学校に着くころにはもうへとへとなのだが、ロリコンの池田相手に、まさか毎日幼女の子守りをしているから疲れた、とは言えない。

「次の部誌はまだ先だから、当面締しめ切りはないが──、まさかお前、描かきだめしてるのか？」

　隣となりに座る大おお鳥とりが俺の顔を見ながらそう言って、缶コーヒーをあおった。

「ないない。大鳥みたいにマメじゃないって」

「俺だって毎回、追い詰められないと描けんよ」

「でも、投とう稿こう用のマンガとか、コツコツやってるんだろ？」

「……まぁ、亀かめ足あしだけどな」

　そんな会話をしていると、池田が割って入ってきた。

「ハッ、ワナビ乙おつだな！　せいぜい頑がん張ばるが良い。万に一つ、大鳥がデビューしようものなら、我わが輩はいのヲタコネクションを駆く使しして宣伝してやらんこともない」

「そりゃ光栄だな。そのときは、しっかり頼むぞ」

「我輩と同どう窓そうとなれた幸運、身を以もつて思い知るが良いわ！　ブルッハハァ！」

　おかしな笑い声を上げる池田をスルーして、一年の岡おか本もとが俺の手元をのぞき込んできた。

「あっ、『またボラ』の小さ夜よ子こだ。相変わらず上う手まいっスねぇ」

　毎度毎度、さりげなくヨイショしてくれる、できた後こう輩はいである。

「『またボラ』はさぁ、最初展開遅かったけど、前回の修しゆ羅ら場ば以降、ようやく話が加速してきたって感じだよな」

「だから言ったであろう！　あのまま終わるはずがないと！」

「あん？　そうだっけか？」

　叫ぶ池いけ田だを適当にあしらいながら、俺おれは描く手を止めない。

「小さ夜よ子こもいいんスけど、かのんも可愛かわいくないスか!?　あの、わざとらしすぎないツンデレ風味なところとか」

「あー、分かるわ。媚こびない感じが絶ぜつ妙みようだよな」

　岡おか本もとに同意すると、またしても池田が割り込んできた。

「年とし増まに用はない！　あぁ、可愛いよ小夜子たん！　小夜子たんマジ天使！」

　ほとばしる情熱をダダ漏もらしにする池バ田カの隣となりで、大おお鳥とりが急に話題を変えてきた。

「そういや鳩はとヶが谷や、『タクティクス・サーガ』やってるのか？」

「あぁ……、最近ちょっと、ゲームやる時間なくてさ」

「珍しいな。いつもはお前の攻こう略りやくが最速なのに」

　実のところ、これまで俺がゲームに費ついやしていた時間は、今や柚ゆず葉はの子守りによって食い潰つぶされてしまっているのだ。具体的には晩メシや風ふ呂ろのあと、寝るまでの間、ワケの分からん柚葉的ごっこ遊びに付き合わされたり、何冊も絵本を読めと強要されたり──。

　その相手をしてやり、ようやくアイツが寝てしまっても、気付けばこっちまでぐったり、というわけだ。おかげで新作ゲームの攻略速度はすっかり落ち込み、録とり溜ためた深夜アニメを消化することで精せい一いつ杯ぱい、という有あり様さまだ。

「でも、鳩ヶ谷先輩、ホントにお疲れみたいっスね。大だい丈じよう夫ぶっスか？」

「あぁ、まぁ、なんとかね」

　苦く笑しようしながら時計をちらりと見ると、柚葉のお迎むかえの時間が迫っている。今日も最後まで部室にいることはできそうにないが、それも仕方がない。

「ハッ、おおかた、二次元にのめり込みすぎて、現実を生きるのが辛つらくなったのであろう」

「鳩ヶ谷も、お前にだけは言われたくないと思うがな」

「愚おろか者め！　我わが輩はいにとって次元の違いなどは些さ事じにすぎん。なぜなら、全すべてのおにゃのこは二次元だからだ！　三次元の女などいない！」

　──こいつアホだ。と、思わず口に出しそうになって、俺は慌あわててシャーペンをしまい、スケッチブックを閉じた。そろそろ行かねぇとな。

　漫まん研けん仲間は、初めこそ俺の早抜けについてアレコレ詮せん索さくしてきたが、最近は「どうやら複雑な事情があるらしい」という共通認識のもと、なにも言わずに送り出してくれるようになった。全まつたく、いいヤツらである。

「そんじゃ俺おれ、ぼちぼち」

「やっぱ鳩はとヶが谷や先輩は、現実から目を背そむけてるようには見えないっスよ。むしろ逆な感じっていうか。なんて言うんスかね。誰だれかこう……、親しいけど親しくないみたいな、そんな人との関係に悩んでる、って感じがしまス」

　いきなり、神しん妙みような顔をした岡おか本もとがそんなことを言った。

「いやに具体的な……、いや、抽ちゆう象しよう的か？　岡本お前、占い師かなんかになるのか？」

　大おお鳥とりの言葉を聞きながら、俺は戦せん慄りつしていた。

　──ほんとに、なんで分かっちゃうの!?




　部室を辞じし、裏門から高校を出て、ちびともへの道のりを一人で歩く。

　さよりは、女友達の仲なか町まち未み來くと先約があるとかで、残念ながら今日の保育実習はお預けだ。

　──つまり俺はこれから、ワガママ柚ゆず葉はをひとりで迎えに行くわけだ。

　俺的な旨うま味みが一いつ切さいない。足取りも自然と重いものになる。

　ちびともは、高校の裏門から徒歩数分。あっという間に到着だ。

　園のドアを開けると、いつものように賑にぎやかな声が溢あふれ出してきて──、アレ？

　いやに静かだな、と訝いぶかりながら奥をのぞき込んで、すぐにその理由が分かった。

　リサ先生が大判の絵本を紙かみ芝しば居いみたいにして読んでいて、子どもたちは輪になって座り、真剣にそれに聞き入っているのだ。

　──おぉ、みんな、めっちゃ集中している。普段は無む秩ちつ序じよに走り回っている姿しか知らないだけに、俺にとっては結けつ構こう新鮮な光景だった。

　俺は読み聞かせの邪じや魔まをしないように、玄関で靴くつを脱ぐと、そっと柵さくを開けてなかに入った。

「おっ、にぃにぃ。おかえりちゃーん」

　こちらの姿を認めて気さくに声をかけてくれたのは、くるくるヘアに強気メイクのスレンダー美人、サキ先生だ。元ヤン疑ぎ惑わくのある派手なお姉さんを前に、俺はぺこりと頭を下げた。

「どったのおにーちゃん？　なんかいつも以上にサエない顔しちゃってサ」

「そんなことないですよ。ふつーです」

「フツーって！　なんか死にそうな顔してんのに！　強がりおにーちゃんまじウケる～」

　なんて言って、サキ先生は両手をばんばん叩たたいて笑っている。相変わらずのオーバーリアクションである。

　──ちょ、こっちが気を遣つかって静かにしてるのに、先生がそんなんでいいんですか!?

「あれ？　今日、さよりんは？」

「……あぁ、なんか先約があるみたいで」

「だからか！」

「……なにがです？」

「さよりんいないから、おにーちゃん死んでるのか！」

　声がデケえよ。あと、したり顔で指を差さないで頂きたい。

「べっ、別にそれは関係ないっていうか」

「つーかさぁー、おにーちゃんはサ、どっちが好きなの？」

　くるくるヘアに指を絡からめながら、ニヤニヤ笑うサキ先生。

「ど、どっちって？」

「さよりんと夏か南なっちに決まってるじゃんよ！　どっち？　ねぇどっちなの？」

　ホント、なんなんだよこの人！

「……そ、そんなの」

「えぇっ！　まさか決まってるの!?　うっわ、優ゆう柔じゆう不ふ断だんハーレム野郎顔のくせに！　おにーちゃん、なっまいき～」

　どんな顔だよそれは。

「で？　どっち？　……あっ、待って待って。アタシが当てたげる。うぅ～ん、たぶんねー、おにーちゃんは尻しりより胸派だからね～。リサ先生の巨きよ乳にゆうをガン見してたしね～」

「なんの話ですか！」

「……パイマニア？」

　思わず叫んだそのとき、不ふ意いに隣となりからぽそっと囁ささやく声が聞こえて、俺おれは飛び上がった。

「り、リサ先生いつの間に!?　さっきまで絵本読んでませんでしたか!?」

　どうして瞬しゆん間かん移い動どうできるんだこの人は。

「……終わったし、呼ばれたから」

　そう言って、リサ先生は不ふ思し議ぎそうな顔をして俺を見上げた。そう、リサ先生はなぜか、いつでも床ゆかにお姉さん座りなのだ。

　俺はリサ先生の爆ばく乳にゆうからさりげなく目を逸そらしながら、サキ先生の追つい及きゆうをどうやってかわそうか思し案あんする。──えぇい、安直すぎるが、このまま一方的にやられるのは癪しやくだ！

「モテない俺のことなんてどうでもいいんですよ。そういうサキ先生には、いないんですか？」

「……なにが？」

　心なしか、サキ先生の目が、すっと細くなったような気がした。

「なにって……、その、彼氏とか」

　──ばぁん！

　サキ先生の両手が、俺の顔の左右を通り過ぎて、背後の壁かべに激しく叩たたき付けられた。

　壁、ぶち抜かれて、ないよね？

　俺は身動きすることもできず、眼がん前ぜんに迫せまるサキ先生の突き刺すような眼がん光こうにおののいた。

　──や、ヤベ！　この睨にらみは、『本物』だっ！

「なんつった？　カレシ……？　それ、美お味いしいの？」

「え、ちょっ……、ちょっとサキ先生、ヘンですよ！　どうしたんですかっ！」

　俺おれは半泣きになりながら、ヤバい目をしたサキ先生に呼びかける。──こっち、こっち側へ、帰って来てください！

「……赤点マインスイーパー」

　ぼそっと背後で囁ささやいたリサ先生が、いきなり立ち上がった。

　お、おぉ！　リサ先生が！　ちびとも園の守り神が、お立ちになった！

　リサ先生はすすすーと音もなく移動すると、目の据すわったサキ先生を、優やさしくそっと、抱き締しめる。リサ先生の神しん乳にゆうに顔を埋うずめてしばらくすると、サキ先生の瞳ひとみに光が戻った。

「……ハッ！　あたし、どこ行ってたッ？」

「……無ぶ事じ帰き還かん」

「そっか。……ありがと。リサ先生」

　ふるふる、と首を横に振って、リサ先生はそっとサキ先生を離はなした。

　その途と端たんに、般はん若にやのような顔に変へん貌ぼうしたサキ先生が、俺を睨にらんだ。

「おにーちゃん。やっちまったね。初めてだから見逃してあげるケド……、次やったら、バラしてやるかんね？」

　──ひいぃいっ！　バラすって、『秘密をつまびらかにする』ほうじゃないですよね！　やっぱりどうしたって、『解体する』のほうですよねっ！

　サキ先生の怖すぎる睨みにぶるぶる震ふるえながら、俺は無言で何度も頷うなずいた。

　そのとき、背後でドアの開く音。

　入ってきたのは、さらさら金髪ロングヘアの夏か南なである。

　夏南は俺を見て片手で髪かみを梳すきながら、「よ」と短く言った。

「あっ！　夏南っち聞いて聞いて！　おにーちゃんってさぁ、おっぱい星人だからさぁ、やっぱふたりのうちでどっちかって言うとね」

「だあああっ！　イキナリなにを言おうとしてるんですかあぁっ！」

　信じられん！　なに考えてやがる！　──っていうか、サキ先生もういつも通りニヤニヤしてるし。復ふつ旧きゆうすんの、はやっ！

　焦あせって大声をあげた俺に、夏南がたじろいでいる。

「な、……なに？」

「バカイトうるさい。バカなの？」

　いつの間にか柚ゆず葉はが隣となりにやってきていて、俺のことを冷たいジト目で睨み付けていた。

「お、おぅ。あぁ、えっと……」

　なんかいろいろあって、本題忘れちまったよ！

「そ、そうだ。……迎むかえにきてやったぞ。帰る支し度たくしろよ」

「言わなくても分かってる！」

　相変わらずの傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度。俺おれは柚ゆず葉はに聞こえないように、小さくため息をついた。

　怒って笑って、さんざん悪ふざけをしたサキ先生は満足したのか、璃り空くの連絡帳を夏か南なに渡してから、奥のほうへ戻って行った。リサ先生に至いたっては、目を離はなした一いつ瞬しゆんの隙すきにもう姿を消している。

「……今日はアイツ、こねーの？」

　しゃがんで璃空の荷物をまとめながら、夏南が訊きいてきた。

　彼女の短いスカートとニーハイソックスの間に存在する真っ白な領りよう域いきが目に入り、俺はどぎまぎしながら視線を逸そらした。

「えっ？　あ……、河かわ原はらさん？　うん、なんか、仲なか町まちさんと約束あるとかで」

「ふーん。あっそ。まぁ別に」

　アタシ関係ないけど、と呟つぶやいて、夏南は璃空の荷物を持ち上げる。

　そのとき、背後でバカでかい声が弾はじけた。

「璃空ママ！　クイズやろクイズ！　俺と勝負しよ！」

　子ども向けのなぞなぞ本を手に駆かけ寄ってきたのは、柚葉と同い年くらいの元気な男の子、良りよう平へいだ。彼はどういうわけか、夏南を『璃空ママ』と思い込んでいて、大たい層そう慕したっているのだ。

「え～、またぁ？　良平、ちょっとはできるようになったの？」

　夏南は悪戯いたずらっぽくそう言って、良平のいがぐり頭をわしわしと撫なでた。

　良平は嬉うれしいのか恥はずかしいのか、慌あわてたようにその手を振り払って、赤い顔で叫ぶ。

「なったよ！　すげぇ練習したもん！」

「ホント？　アタシに勝てるくらい？」

「勝てるよ！　もう楽勝だよ！」

「あははっ、超楽しみ！」

　屈くつ託たくのない笑い声を上げる夏南の笑顔は、ハッキリ言って可愛かわいい。

　学校ではいつも不ふ機き嫌げん顔で無口だけど、ちびともで子どもたちと一いつ緒しよにいるときは、彼女はまるで水を得えた魚のように生き生きとしているのだ。

「璃空ママ～、食らえ！」

　続いて突とつ撃げきしてきたのは、洟はなたれ小僧の翔しよう太たである。彼は勢いきおい良く右手を振り上げると、特とく撮さつヒーローよろしく、なにやら難むずかしそうな技の名前をムニャムニャと叫んで、夏南の太ももにパンチをヒットさせた。

「こーら翔太！　痛いっての！」

　夏南が腕を振り上げて、翔太を捕つかまえようとしたそのとき、背後からさらにふたりの男児が近寄ってきた。蓮れんと悠ゆう斗と、いずれ劣おとらぬ、悪ガキどもである。

　夏南が正面の翔太に気を取られている隙に、後ろから蓮と悠斗が、それぞれ夏南の左右の脚に取り付いた。そして、目にも止まらぬ速さで、その小さな手を夏か南なの太ももとニーハイソックスの間に突っ込んだのだ。

「ひゃっ！　……ちち、ちょっと！　蓮れん、悠ゆう斗と！　やめな！」

「璃り空くママ甘い！」「隙すきだらけだぜ！」

　悪ガキともはターゲットである夏南の制止には耳を貸さず、そのまま夏南のニーハイソックスをずるりと引き下ろした。その瞬しゆん間かん、冗じよう談だんみたいに白くて長くて細い夏南の生なま脚あしがあらわになって、俺おれは赤面しつつも、思わず凝ぎよう視ししてしまった。──すっげぇ、綺き麗れいな脚だな。

「っっ！　コラあんたたち！　なにすんの！」

　イタズラに成功した三人がぴょんぴょん飛び跳はねて気き勢せいを上げるなか、夏南は顔を赤くして、慌あわててニーハイを引き上げている。──こ、これはマニアックな。いい加減照れくさくなった俺は、困こん惑わくしながら視線をさまよわせていた。すると良りよう平へいが、翔しよう太たたち三人に向けて、大声を張り上げる。

「璃空ママいじめんな！」

「いじめてなーい！」

「璃空ママ女の子だぞ！　女の子いじめちゃダメなんだぞ！」

「ちがうって！　璃空ママは兄ちゃんだもん。胸ぺったんだし！」

　蓮が上げた無む邪じや気きな声に、俺は思わず噴ふいてしまった。

「確かにぺたっとしてるけどさ！」

　あっさり同意した隣の良りよう平へいに、俺は再び噴いた。

「…………はとがや？」

「ひっ」

　すさまじい殺さつ気きを感じて、俺は慌あわてて振り返る。氷ひよう点てん下かの視線を突き刺す夏南が、そこに立っていた。

「…………笑った、よな？」

「笑ってません見てません思ってません！」

「…………なにを？」

「いやだからその、決してぺったんとか」

　失しつ言げんをごまかす暇ひまもなく、夏南が冷れい徹てつな目をしたままで俺の耳たぶを引っ張った。

「いたたたたたたっ！　ぎゃあっ！」

　最後はブチッとちぎれるんじゃないかっていうくらい強く指を引き抜いて、夏南はくるりと背を向けた。

　駆かけ寄ってきた璃空をひょいと抱き上げてから、夏南は璃空の荷物を取りに行く。

「あの……、水みず野のさん、その、ごめんなさい」

　俺は耳をさすりながら涙目で謝あやまるが、夏南はフンと、鼻を鳴らしただけだった。

　玄関へと向かう彼女を見ていると、背中には自分の通学リュック、肩には璃り空くの荷物が入った大きなトートバッグ、そして左腕で璃空本人まで抱っこしている。──このほっそい身体からだのどこに、そんな力があるんだろう。

「……帰る」

「大丈夫か？　気をつけて」

　大荷物を抱かかえながら器用に靴くつを履はく夏南を見て、ハラハラしながら思わず声をかけた。

「こんなの、フツーだし」

「あ……、そっか」

　すると、夏南は玄関で足を止めて、なにやら言いたそうに口ごもっている。

「どうしたの？」

「い、いや。……あの、さ。今度の土曜日」

　ちょうど夏南が口を開いた瞬しゆん間かんに後ろで子どもたちの歓かん声せいが上がって、彼女の言葉は搔かき消されてしまった。

「え？　ごめん。うるさくてよく聞こえなかった」

「やっ、やっぱ、なんでもないし」

「……そう？　じゃあ、また明日」

「ん」

　形の良いアゴを軽く引いてから、夏南は長い髪かみを翻ひるがえして行ってしまった。

　学校だとこうはいかないが、園ではこんな感じでずいぶんとフランクに接することができるようになったのだ。

　ときどき、自分でも驚おどろくことがある。俺おれ、あの金髪娘さんに突っ込んだり、どつかれたりしてるんだよね？　って。

　おかしいよな。本当ならそんな心安いやり取りを、さよりとしてみたいと思っているのに。

　そんなことをぼんやりと考えていると、後ろから声がした。

「あー、夏南ちゃん行っちゃったかぁ。ちょっとくらい話、したかったなぁ」

　振り返るとそこには、ちびとも園唯ゆい一いつの男性保育士であるエージ先生が立っていた。

　歳としの頃、二十台前半くらい。背は俺よりもずっと高く、顔だって整っている。

　エージ先生は夏南が出て行ったドアを見ながら、少し残念そうな表情を浮かべていた。

　保育士標準スタイルであるジャージ＆エプロン姿であっても、十分に絵になっている。イケメンって、ズルいよな。

　ちなみにこのエージ先生、壁かべに貼ってある先生紹介の紙では、趣しゆ味みの欄らんに『人間観察』とある。（参考までに、サキ先生は『飲酒』、リサ先生は『腹ふく式しき呼こ吸きゆう』（!?）だ）

「あ、こんちは」

　とりあえず挨あい拶さつをすると、エージ先生は俺を見てニッコリと笑った。

「おかえりなさい」

「水みず野のさんと……、どんな話するんスか？」

　ただの興味から、そう訊きいてみた。

「んー？　どんな話でも。だって夏か南なちゃん綺き麗れいだし。可愛かわいいコとなら、なに話しても楽しいよね」

　なんてことを、爽さわやかに笑いながら言うのである。

　俺おれが言葉を返せないでいると、エージ先生の目がキランと光ったような気がした。

「……で、キミはどっちが好きなの？」

「は？　なにがです？」

「さよりちゃんと夏南ちゃん」

「なぶっ！　えっ、なっ、なに言ってんスか？」

「だって、優ゆう柔じゆう不ふ断だんハーレム野郎で、おっぱいマニアなんでしょ？」

「ち、違います！」

「違うの？」

「断じて！」

「……」

「……」

　俺とエージ先生は、無言で対たい峙じした。

「……でもパイマニアってことは、やっぱり」

　──人の話聞いてますか！

「ちょ、ちょっとそんな、いいんですよ俺のことなんてどうでも。そ、そういうエージ先生はどうなんですか」

『サキ先生とリサ先生なら』と尋たずねる前に、エージ先生は嬉うれしそうに語り出した。

「ん？　どっち派って？　さよりちゃんと夏南ちゃん？」

「えっ、ちが……」

「そんなの決められないよ。だって僕ぼく、可愛いコはすべからく平等に愛めでることにしてるからさ。ふたりとも、僕と結婚して欲しいくらい。どっちにも分け隔へだてない愛を注ぐ自信があるよ」

「いや、だから」

「さしずめ夏南ちゃんは、僕にとっては『二番目のお姫ひめ様さま』かな」

「……二番、め？」

「うん。それでさよりちゃんが……」

　──一番ってこと？　うわあぁぁ！　聞きたくない聞きたくない！

「女子高生をそんな目で見んな！　ちが、違いますよ！　サキ先生とリサ先生ならどっち？　って訊きこうとしたんです！」

　俺おれは必死にそう牽けん制せいしつつ、ニヤリと笑った。これでエージ先生も、身近な存在をネタにからかわれる恥はずかしさが分かるだろう。

「え？　う～んそうだな。サキちゃんはちょっと強気で酒さけ癖ぐせ悪いとこあるけど、基本脆もろい女ヒトだし、酔ようと泣き上じよう戸ごになっちゃうとこが可愛かわいいよね」

「ちょ、エージなに言ってんの!?」

　ニコニコ笑うエージ先生の背後に、珍めずらしく慌あわてふためくサキ先生が飛んできた。

「結婚願望はあるんだけど、いまひとつ長続きしない恋愛体質。でも彼女自身も、それをちゃんと分かってて真ま面じ目めに悩んでるところが、なにより愛いとおしいよ。ちなみにサキちゃんは先日、二年付き合った彼氏と別れて……」

「……ッ！　……ちょっとッッ！」

　サキ先生が見たこともないような必死の形ぎよう相そうをして、エージ先生に詰め寄っている。

「どこで……、それをッ！」

「いやぁ、みんなが教えてくれて。……別に聞き出すつもりなんてないのに、自然と耳に入っちゃうから。……ホラ、女の子って、小さいときから噂うわさ話ばなしとか、好きじゃない？」

　──まさか幼女たちから、サキ先生のパーソナルデータを引き出したというのかっ!?

　お、恐るべし……。

　さっきはあれほど怖かったサキ先生の睨にらみも、今は形かた無なしだ。エージ先生の笑顔のほうが、さらに怖いということが分かった。

「一方でリサにゃんはあの通り、ちょっと変わってるけど、反則的に素晴らしいものを持ってるからね～。あと彼女はああ見えて、子どもらに一番人気あるんだよね。たぶん生まれながらの包容力が、巨きよ乳にゆうとの相乗効果によって何倍にもブーストされて……」

　なんて、さらに俺に向けて、嬉き々きとして語り出すエージ先生。サキ先生は忌いま々いましげな顔をして退たい散さんしてしまった。

「ちなみにリサにゃん理想の恋人は『スナイパーみたいな人』らしいよ？」

「……なっ、なんです、それ」

「さぁ？　酔よった本人が、そう言ってたんだけどね」

「酔うんだ!?　あのひと」

「もちろんだよ～。酔っぱらったリサにゃんはねぇ、正直反則だよ～」

　またしても完全に、エージ先生のペースだ。切り返しを仕掛けたはずが軽々と受け流されて、いつの間にか首くび筋すじに刃やいばを当てられているような気分である。

　俺が動けずにいると、突然エージ先生の足元から、ふたり分の声がした。

「エージ先生！」

「あそぼあそぼっ！」

　見れば、双ふた子ごのえなとゆなが、エージ先生の両りよう脚あしに抱きついている。

「お、出たな、えなゆな。間ま違ちがっても先生の股またくぐりなんてしちゃダメだよ」

「するする！」

「それするっ！」

　言うが早いか、えなとゆなはエージ先生の長い脚を軸じくにして、股の間を８の字にぐるぐる回り出した。

「おぉっ。どんどん速くなるなキミたち。なんの役に立つのか知らないけど、たいしたもんだ」

　適当なことを言いながら、エージ先生はゆっくりと脚を動かして歩き出した。えなゆなは８の字運動を続けながら、エージ先生と一いつ緒しよに移動している。──な、なんだあの息の合ったコンビネーションは！　雑ざつ技ぎ団だんか!?

　ひとしきり驚きよう愕がくしてから、ふと柚ゆず葉はを見ると、荷物入れのカゴの前でこちらに背中を向けて、まだゴソゴソやっている。ったく、マイペースなヤツだな。

「おーい柚葉、早くしろよ」

「うるさいなっ！　今やってるの！　待ってなさい！」

　──これですよ。

　結果は目に見えていたのに、つい口に出してしまった。

　まだまだ修行が足りないな、俺おれ。

「……ったく」

　もう一度小さくため息をついて、黙だまって待つことにした。

「ねぇねぇ、柚葉ちゃんのおにーさん」

　そんな声とともに、誰だれかが俺の制せい服ふくのズボンをくいっと引っ張る。

「……あぁ、えっと。みゆ、ちゃん？」

　そこにいるのは、柚葉と同い年の幼女、みゆちゃんである。真っ黒でさらさらの長い髪かみをストレートに流していて、頭には可愛かわいらしいリボン付きのカチューシャを装そう備びしている。

「お名前覚えててくれて、ありがと」

　大人っぽくそう言って、ニコリと笑うみゆちゃん。両手を後ろでに組んで、ちょっと首を傾かしげて俺のことを見上げている。その仕し草ぐさ、身にまとった可愛い服ふく装そうと相まって、どこまでも愛らしい。

「いつも朝、同じくらいの時間だもんな」

「うん。柚葉ちゃんとおにーさん、いっつも楽しそう」

「……あれが？　俺はみゆちゃんとパパの落ち着いたやり取りに憧あこがれるけど」

　毎朝、ちびともに到着するやいなや、阿あ鼻び叫きよう喚かんの大騒ぎをやらかす俺たちの横で、可愛いみゆちゃんとダンディなみゆパパは、素す敵てきすぎる父と娘のやり取りを完かん璧ぺきに、しかも自然な感じで展開しているのだ。羨うらやましくならないわけがない。

　それなのにみゆちゃんは、なにやら乾かわいた笑い声を上げるのだ。

「アハハッ。でもあれはぁ、パパがあーいうの好きだから。みゆなりのサービス？」

「……そ、そうなんだ。優やさしいね、みゆちゃん」

　俺おれは愛あい想そ笑いを返しながら、内心驚きよう愕がくしていた。

　──み、みゆちゃん!?　パパといるときと、全ぜん然ぜん違うんですけど！　なんか口調も、俺が知ってるよりも蓮はすっ葉ぱだし！

「ホント、大人の理想に付き合うのって、大変だよね」

　なんて言って、目を細めてため息ついたりしている。

　なにこの五歳さい児じ！　黒い！　なんか黒いよみゆちゃん！

　ダラダラと汗あせを流す俺にはお構いなしに、みゆちゃんが思い出したように声を上げる。

「あ、そうだ。柚ゆず葉はちゃんのおにーさん。あのね……？」

「な、なぁみゆちゃん。俺さ、その、柚葉のにーちゃんじゃないんだよ」

　当の柚葉から「お兄ちゃんじゃない！」という厳しい突っ込みが飛んでくる前に、俺はやんわりと訂てい正せいしておくことにした。

「……え？　柚葉ちゃんのおにーさんは、柚葉ちゃんのおにーさんじゃないの？」

「確かに年上ではあるけど、本当のにーちゃんじゃないっていうか」

[image: ]

「ホントじゃない？　ウソってこと？」

「ああいや。俺おれと柚ゆず葉はは、従妹いとこなんだ。……従妹って、分かる？」

「うん。シンセキってことでしょ？」

　しっかり分かってらっしゃる。

「そういうこと。今はワケあって一いつ緒しよに住んでて、ちびともに送り迎むかえとかもしてるから、便べん宜ぎ上じようそう呼ばれといたほうが、なにかと好こう都つ合ごうっていうかね。変に詮せん索さくされないほうが、自分も周りもやりやすい、っていうかね」

　便宜上、とか、難むずかしすぎたかな。──子どもと真ま面じ目めに会話しようとすると、案外難しいものだ。しかしみゆちゃん、なにやら目がキラキラしてるような気がするんだが。

「すごいねっ。難しい言葉いっぱい知ってて、カッコいいね！」

「えっ!?　あぁ、いや……」

「そうだ！　あのね、おにーさんは、柚葉ちゃんとケンカしてるの？」

　いきなりのことで、俺は思わず訊きき返してしまう。

「ケンカ……、って？」

「今け朝さちびともに来たとき、いつもみたいに楽しそうじゃなくて、ずーっと静かだったから」

「えっ、と」

　俺は思い起こしてみる。

　そういえば、今日は朝から柚葉のワガママが爆ばく発はつして、それに付き合う俺も疲れてしまい機き嫌げんが悪かった。園に着く頃には俺たちは相当険けん悪あくな感じになっていて、それをみゆちゃんに見られていた、というわけだ。

「あぁ、まぁ……、ちょっと、ね」

　小さな声で答えながら、柚葉の背中をチラ見する。

「ふぅん。……あっ、じゃあねじゃあね、おにーさん、みゆの『おにーちゃん』になって？」

「……へっ!?」

　素すっ頓とん狂きような声をあげる俺をよそに、みゆちゃんはいたって無む邪じや気きに笑う。

「みゆねー、ひとりっこだからねー、ずっと『おにーちゃん』が欲しいな、って思ってたんだ」

　その単語に、俺は引き寄せられるような共感を覚えた。

「良りよう平へいくんにはお姉ちゃんがいるし、えなとゆなは双ふた子ごで楽しそうだし、翔しよう太たくんには妹の奈な々なちゃんがいるし……。みんな羨うらやましいなって、いつも思ってるの」

「そっか。すげぇ分かるなソレ。俺もひとりっこだからさ」

「……そうなの？」

「あぁ。小学校んときとか、家でも一いつ緒しよに遊べる弟が欲しいって思ってたなぁ」

　それを聞いて、みゆちゃんが嬉うれしそうにニコっと笑った。

「おんなじだね☆」

　そのあまりの可愛かわいさに、思わず口ごもってしまう。

「あ……、うん。そうだな」

「でもみゆはねー、『おにーちゃん』が欲しいの」

　ぶっちゃけ弟でも妹でもいい（柚ゆず葉はみたいなのは勘かん弁べんだが）と思っていた俺おれと違い、みゆちゃんの望みはどうしたって叶かなわない。兄や姉は、自分が生まれたときからいるものだもんな。

「そうなんだ。弟や妹じゃダメなの？」

「うん。みゆね、年上のひとが好き」

　なんて微笑ほほえんでから、俺のことをじっと見つめるみゆちゃん。──な、なんだか照れくさくなってきたぞ。

「『おにーちゃん』ならパパみたいにうるさくなさそうだし、サービスしなくても、みゆに優やさしくしてくれそうだし？」

「ふ、ふぅん。……そ、それで、俺ってこと？」

「『おにーちゃん』って呼んでもいい？」

　うぐっ。つ、ついにトドメを刺しにきた。直球すぎて、もはや、はぐらかすこともできない。

「あぁ、別に……、構わない、けど」

「やったぁ！　ありがとうおにーちゃん！」

「いやまぁ、はは。よろしくね」

「えへへ～、みゆのおにーちゃんだっ」

　なんてはしゃぎながら、俺の腕に抱きついてくるみゆちゃん。ぴったりとくっついて、こちらを見上げる表情は確かに心しん底そこ嬉うれしそうだ。そこに黒さはないと──、信じたい。

　それに（見かけ上だけだとしても）こんなに素直に喜ばれたら、俺としても悪い気はしない。なので、精せい一いつ杯ぱいの笑えみを返しておくことにした。

「こちらこそ。よろしくな、みゆちゃん」

「みゆ、って呼んでいいよ？　だってそのほうが、おにーちゃんっぽいもん」

「うあっ……、そ、それはまた、追おい々おい、な？」

　そのときである。背後から氷ひよう点てん下かの声が響ひびいたのは。

「なにしてんのバカイト。帰るから、早くしなさい！」

　ギギギ、と振り返って見れば、蔑さげすみをあらわにした柚葉の視線が、俺に突き刺さっていた。

「お、おぅ、やっと終わったのか。ったく、待ちくたびれたぜ」

「……みゆちゃんとなにしてんの？」

　柚葉は珍めずらしく俺のイヤミには反応せず、俺に密みつ着ちやくしているみゆちゃんのことが気になっている様子である。

「ひみつ～」

　みゆちゃんは悪戯いたずらっぽく笑うと、俺おれからぱっと身を引いた。──と、思ったら「ちょっとしゃがんで？」と小声で囁ささやく。言われた通り俺がその場でしゃがむと、みゆちゃんは俺の耳に口を近ちか付づけて、こしょこしょと内ない緒しよ話を始めた。とはいえその内容は、

「みゆのおにーちゃんになったこと、柚ゆず葉はちゃんには内緒ね？」

　という、他た愛あいもないものだ。

　それでも、柚葉の機き嫌げんを損そこねるという意味では、その破は壊かい力りよくは充じゆう分ぶんすぎるほどだった。

「なに笑ってんのバカイト！　帰るって言ってるでしょ！」

　顔を真まっ赤かにした柚葉が叫ぶのと、みゆちゃんが「じゃあね、おにーちゃん、柚葉ちゃん。バイバイ☆」と言って奥へ駆かけてゆくのは、ほぼ同時。

　あとに取り残された俺と柚葉の間に、目には見えない、微び妙みようすぎる風が吹き抜けた。




　帰り道の雰ふん囲い気きはずっと重苦しく、会話はほとんど成り立たなかった。

　柚葉がヘソを曲げているのは明らかなので、俺はどうでもいい話題を振ったり、彼女の気を引けそうなものを指差したりして奮ふん闘とうしてみたが、それら全すべては無む駄だな努力に終わった。

　柚葉は完全に無視を決め込んで、つーんと顔を背そむけたきりこっちを見ようともしない。

　徒と労ろう感かんを覚えた俺は、そっちがその気なら、と開き直って、それ以上の干かん渉しようを控ひかえることにした。帰宅してからも早そう々そうに自室に籠こもって、夕飯まで彼女と顔を合わせることもなかった。

　そして夜、居間のソファに座ってテレビを見ているとき、ついに柚葉がジャブを放ってきた。

「今日ちびともで、みゆちゃんとなに話してたの？」

　五歳さい幼女のくせに、まるで地の底から響ひびくような声こわ色いろである。

　その横顔をうかがうと、風ふ呂ろ上がりの濡ぬれ髪がみが波打っていて、幽ゆう霊れいの類たぐいだと言われても信じてしまいそうだ。

「……べ、べつに？　ただ話してただけだぜ？」

「いつの間にバカイトは、みゆちゃんのお兄ちゃんになったの？」

　──こ、こいつ、ちゃんと聞いてたんだな。

「バカなの？　バカイトはバカイトじゃん。みゆちゃんのお兄ちゃんじゃないでしょ」

　家ではいつも『良い子』でいようとする柚葉がこんなにも素をさらけ出しているのにはちゃんと理由がある。

　父は風呂に入っているし、おかんは寝室のほうで洗せん濯たく物ものを畳たたんでいる。──つまり、柚葉が猫ねこをかぶるべき相手である大人たちの目が、今はないのだ。

「そ、それはそうだけど。……そういう意味じゃなくてだな」

「じゃあどういう意味なのっ！」

　激げつ昂こうした柚葉が手近にあったテレビのリモコンを持ち上げ、ローテーブルにがしゃんと叩たたき付けた。

　その振ふる舞まいに、俺おれは思わず声を硬かたくする。

「コラ。物にあたるんじゃねぇよ」

　柚ゆず葉はは一いつ瞬しゆんぴくりと肩かたをすくめかけたが、すぐに負けじと声を張り上げてきた。

「うるさいなっ、バカイトのくせに！」

「バカイトだろうがなんだろうが、俺は間ま違ちがったこと言ってねぇよ。自分が悪いことしたときは、ちゃんと謝あやまるもんだろ」

「じゃっ、じゃあ、バカイトも謝りなさい！」

「……あん？　なんで俺がお前に謝んないといけないんだよ？」

「お前じゃない！　だってバカイトは、柚葉のにぃ…………っ、……だって、だってバカイトなのに、みゆちゃんのお兄ちゃんになるとか……、ダメでしょっ！」

　少しも反省していない態度と、どもりながらのよく分からん滅め茶ちや苦く茶ちやな理屈に、次し第だいに俺も苛いら立だってくる。

「だから、なんでだよ。柚葉だっていっつも、璃り空くの前でオネエサンぶってるじゃないか。柚葉は別に、璃空のホントの姉ちゃんじゃないだろ？」

「……でもっ、ちがうもん！　バカイトのは……、ヘンだもん！　バカイトはみゆちゃんのお兄ちゃんじゃないもん！」

　相変わらず要よう領りようを得えない怒りをぶちまけて、いつしか柚葉は涙なみだぐんでいる。

「ちょっ、それで泣くとか意味わかんねーよ。勘かん弁べんしろよな」

　うんざりしながら目を逸そらしてため息をついたのがいけなかったのか、柚葉がキレた。

「泣いてないっ！」

　憤いきどおりをコントロールできなくなったのか、今度はソファに座ったままドンドンと床ゆかを踏ふみ鳴ならす柚葉。

「近所迷めい惑わくだからやめろって」

「ヤダっ！　やめない！　バカイトうるさい！」

　駄だ々だをこね出した柚葉に、俺のイライラゲージもＭＡＸ。

　自じ制せいも間に合わず、気付けば俺は、勢いきおいに任まかせて怒ど鳴なっていた。

「うるせぇのはどっちだよバカ！　俺だってな、ワガママなお前なんかより、……みゆちゃんみたいな可愛かわいくてお利り口こうな妹のほうが、良かったよ！」

「………………っっ！」

　俺の大声とキツい口調に驚おどろいて、柚葉がビクッと肩を震ふるわせたのが分かった。

　彼女は暴あばれるのを止やめて、少し怯おびえたような顔で、俺のことを見ている。

　柚葉のこんな表情を、初めて見た。

　彼女の瞳ひとみは、ごまかしようのない不安と恐きよう怖ふに揺ゆれているのだ。

「……あ」

　沸ふつ騰とうしていた頭が、一気に冷れい却きやくされた。

　──これじゃあまるで、俺おれがこの手で、彼女のことを叩たたきでもしたみたいだ。

　取り繕つくろう暇ひまもなく、柚ゆず葉はの顔がくしゃくしゃと歪ゆがんでゆくのが分かった。

「……ふぇええぇええ[image: え゛][image: え゛][image: え゛][image: え゛][image: え゛]っ！　バカじゃないぃ[image: い゛][image: い゛][image: い゛][image: ぃ゛][image: い゛]！」

　ついに、柚葉の涙るい腺せんが決けつ壊かいする。

　そしてタイミング悪く、がちゃっ、と居間のドアを開けておかんが戻ってきた。

　涙なみだと洟はなを垂たらして大だい号ごう泣きゆうする柚葉。俺は腕組みしてソファに寄りかかり、天てん井じようを仰あおぐ。

　テレビから流れるバラエティの、噓うそくさい観客の笑い声が居間に空くう虚きよに響ひびいた。

「ちょっと快かい人と！　なに柚葉ちゃん泣かせてるのよ!?」

「俺じゃねーよ。……いや、俺なのか？」

「あんたねぇ、お兄ちゃんなんだから…………、って、まさかひとりっこの息子にこんなこと言う日が来るなんてねぇ」

　なんて、説教の途中からいきなりワケの分からない感かん慨がいにふけり出したのんきなおかんに、俺は思わず声を荒あらげて突っ込んだ。

「お兄ちゃんじゃねぇよ！」

「びえええぇえっ！　……バカ、イト、なんてっ！　お兄ぢゃんじゃ、ないもおぉおっ！」

　そこに、柚葉の涙混じりの抗こう議ぎが重なる。

　俺はかぶりを振ってソファから立ち上がり、足早に居間を出た。

　後ろ手にドアを閉める直前、「ちょっと快人、待ちなさい！」という母の声が聞こえた。




　──ったくもう、やってられねぇっての！










　　　　　　　２







　元々、目め覚ざめは悪いほうではない。

　目覚ましが一回鳴れば、大たい抵ていはすんなり起きられる。

　つまりは、学校へ行くのがそう嫌いではない。むしろ、楽しみでさえある。

　もちろんその理由はひとつ、さよりに会えるからに決まっている。

　高校入りたての頃、まださよりに一ひと目め惚ぼれする前はどうだったのか、今となってはもう思い出せないけど。

　しかし、二階の自室で目覚めた俺おれは、居間に降おりようとして、ある事実に思い当たった。

　──食卓に行けば、アイツ、いるんだよな。

　昨日あんなことがあったばかりなのに、またイヤでも顔を合わせなきゃならない。

「……マジかよ」

　一気に気分が落ち込み、朝の爽さわやかな気分も台なしだ。

　盛せい大だいにため息をつきながら階段を降りていると、ふと脳のう裏りにこんな言葉が浮かんだ。




『えー、でもぉ、毎日だと疲れるよ？　ケンカしてても、ご飯のときは顔合わせないとダメだし、結けつ構こうサイアクだよっ？』




　以前、さより宅にお邪じや魔ましたときに、さよりの妹であるかおりから言われた言葉だ。

　ひとりっこを羨うらやむ彼女に、俺はひとりっこ代表として『きょうだいがいるほうが賑にぎやかで楽しそうでいい』というようなことを言ったのだが──、それに対する彼女の答えである。

　なるほど。今なら分かる。分かるよかおりちゃん。キミの言う通り、結構サイアクだな。

　俺は心のなかでかおりに向けて感かん謝しやと謝しや罪ざいの念を送りながら、居間のドアを開けた。

「…………」

　すでに父は電車に揺ゆられている時間だ。

　おかんはシンクに向かって、慌あわただしく洗い物をしている。

　──そして柚ゆず葉ははといえば、テーブルについて朝食のフレンチトーストを口に運んでいた。

　俺はおそるおそるテーブルに近ちか付づき、柚葉の様子をうかがった。彼女はこちらを見ようともせず、黙もく々もくと食事を続けている。いつもなら、さすがに「おはよう」くらいは言うのだが。

「おはよう快かい人と。あんたの分もあるわよ」

　おかんがキッチンの奥からそう言って、テーブルに置かれた皿を視線で示した。

　フレンチトーストが盛られたそれは、柚葉が座る向かいの席に置かれている。

「……や、いい。こっち食う」

　思わずそう言って、俺おれは棚たなから菓か子しパンを取り出す。四個入りのミニあんぱんをひとつだけ口に放り込み、冷蔵庫から出した牛乳をコップに注ついで飲み干した。僅わずか二分足らずで朝食終了だ。

「ちょっと、やめてよね。お行ぎよう儀ぎ悪い。柚葉ちゃんを見習いなさい」

「べ、別にいいじゃねーかよ。あんま食欲ないんだって」

　いくらか気き後おくれして俺がそう言うと、おかんはやれやれとため息をついた。

「あんたね、柚葉ちゃんも見てるのよ？　曲がりなりにもお兄ちゃんなんだから……、って、やっぱりこういうお小こ言ごと、新鮮よね～」

「もういいんだよそれは！」

　懲こりずにニヤニヤしているおかんに突っ込んでから、俺はさっさと居間から退たい却きやくすることにした。

　──それに、柚葉は俺のことなんか見てねぇし。

　顔も上げない彼女を横目で眺ながめながら、俺は胸きよう中ちゆうで自じ嘲ちよう気味に呟つぶやいた。

　やがてお気き楽らく母が先に出勤し、俺と柚葉はどちらからともなく、普段の時間に玄関に集まって顔を合わせた。いつもの習慣で、洗面所にある柚葉の髪かみゴムを適当にふたつ、つまみ上げてきた俺は、

「……ほら、髪結ばなくていいのかよ」

　と言ってから、その異変に気付く。

「……」

　ガン無視を決め込む柚葉の髪は、すでにしっかりとツインテールに結ゆわれていた。俺がやるよりも数倍ピシッとしてる仕上がり、これは、おかんにやってもらったんだな。

「もう結んでんのかよ」

　あれ？　よく考えれば、朝食のときにはもうツインテールだったか？

　記憶を辿たどるが、いまいちハッキリしない。

　──俺のほうが、柚葉のことを見てなかった、ってか。

「……まぁいいや。行くか」

　俺たちは並んで、家を出る。

　こうなると俺に残された仕事は、柚葉を無事に保育園まで送り届けることだけだ。

　小さい歩ほ幅はばで前を歩く柚葉を眺めながら、俺はあくびを嚙かみ殺した。

　昨夜ゆうべは居間での一件でムシャクシャしていたし、それを発はつ散さんするため自室でゲームに没ぼつ頭とうしていたのだ。久々に夜よ更ふかししたので、目がしぱしぱする。

　ふと気付けば、柚葉との距離がずいぶんと開いていた。

「おーい柚葉、その道危ねぇぞ。よく車出てくるから、そこで止まってろよ」

　声をかけると、こちらを見ようとはしないが、ちゃんと交差点の手前でストップ。二歳さいに満たない璃り空くならこうはいかないだろうが、さすが五歳のオネエサンである。

　小走りですぐに追いつき、左右を確認してから、俺おれたちは並んで交差点を渡った。

　──たとえヘソ曲げてても、こういうところは素直なもんだな。

　きっと保育園でも、道路に飛び出すのは危ないと、きちんと教えてもらっているのだろう。

　そんな言いつけをしっかりと守っている柚ゆず葉はの様子に、何な故ぜだか俺の心がふっと緩ゆるんだ。

「……俺も大人げなかった、かな」

　思わず漏もれたのは、そんな呟つぶやきである。

　いくらイラついていたとはいえ、お子様相手に本気で怒ど鳴なり返すとか、冷静になって思い起こしてみれば、結けつ構こう恥はずかしい。

　俺は内心で赤面しつつ、腹を決めた。

　──よし、柚葉に謝あやまろう。それでこのギクシャクした感じが解消されるなら、安いもんだ。

　決心が揺ゆるがぬうちに、傍かたわらを歩く柚葉を見下ろした。

「なぁ柚葉。……その、昨日はゴメンな？」

　プライドの高いひとりっこしてはできるだけ謙けん虚きよに低てい姿し勢せいに、そう伝えてみた。

「…………。ふーん、だ」

　ところがこの生なま意い気きなお子様は、ご丁てい寧ねいにも分かりやすい台詞せりふとともに、ぷいっと横を向きやがった。

「怒鳴っちまって、ビックリしたよな？　俺が悪かったよ」

「……当たり前じゃん。だから言ったでしょ」

「だ、だから、ゴメンて」

「悪いのはバカイト」

「もう……、怒鳴らないからさ」

「知らないもん」

「ゴメン、なさい」

「ふん」

　──くおぉおおっ、やっぱムカつくなぁああっ！

　俺の誠せい実じつな謝しや罪ざいのかいもなく、ヘソ曲げ柚葉が機き嫌げんを直すことはなかった。

　おかげで今日は、ちびともに彼女を預けて登校してからも、ひとり悶もん々もんとした時間を過ごすハメになってしまった。

　池いけ田だにはこんなこと、相談できるはずもないし。（妹がいるか尋たずねたら、嬉き々きとして脳内妹の話題を返してくるようなヤツなのだ）

　俺はモヤモヤを持て余しながら、ちっとも頭に入ってこない一日の授業をやり過ごした。

　そしてようやく迎むかえた放課後、少しだけ漫まん研けん部室に寄ってから、俺はさよりとの待ち合わせ場所である、西側階段の前へ駆かけた。

「ごめん河かわ原はらさん！　ちょっと遅れた！」

　つい、昨夜ゆうべ進めた『タクティクス・サーガ』の話題で、大おお鳥とりと盛り上がってしまったのだ。

「うぅんっ、大だい丈じよう夫ぶだよ。時間ぴったりだもん」

　さよりはそう言って、ニッコリ微笑ほほえむ。

　──そういえば、彼女はいつも、待ち合わせまでの時間、どこでなにをしてるんだろう。

　俺おれは部室で時間を潰つぶしているが、さよりもなにか、部活に入っているんだろうか。

　俺が知っているのは、彼女が美化委員をやっているということだけだ。

　でも、俺だってさよりに、自分が漫まん研けんに所しよ属ぞくしていることをまだ打ち明けてはいない。

　遠くから眺ながめるだけで会話もできなかった一ヶ月前と比べたら、一いつ緒しよに保育実習をしている今の状況は、ほとんど夢みたいなものだ。だけどそれでもまだ、俺と彼女は、柚ゆず葉はやちびとも園を間に挟はさんで繫つながっているだけなのだ。

　いつか、それらを介かいさずに、さよりと直接仲良くなれる日が、来るのだろうか──。

　そんな感かん傷しようを慌あわてて振り払って、俺はごまかすように言った。

「じゃ、じゃあ行こうか」

「ねぇねぇ鳩はとヶが谷やくん。今け朝さ、ちびともに璃り空くくん、来てた？」

「璃空？　あぁ、いたよ」

「ほんとっ？　じゃあ、水みず野のさんと園で会えるかな～？」

　さよりはそう言って、期待に目を輝かせる。

「今日は学校であんまり喋しやべれなかったんだよねっ。でも園にいるときなら、水野さんガード甘いから」

「はは。確かに、全ぜん然ぜん違うよな」

　相あい槌づちを返しつつ、俺は気になったので訊きいてみた。

「河原さん……、水野さんのこと、大好きだね」

　なんだか揶や揄ゆするみたいな口調になってしまい、俺は慌てて付け加える。

「教室でも、果か敢かんにアタックしてくしさ」

　するとさよりは、清すが々すがしく笑った。

「うんっ、大好きだよ！　だって水野さん、すごくカッコいいんだもん！」

　──カッコいい。いつだったか、柚葉も夏か南なのことをそう評していた。

　夏南のことを語るさよりの目にも、同じような憧しよう憬けいが込められているのだ。

「カッコよく……、なりたいの？」

　どうして、そんな質問をしてしまったのだろう。俺は瞬しゆん間かん的に後悔するが、すぐにそれが杞き憂ゆうだったと分かる。

「なりたいっ。なれるものなら！」

　夏か南なみたいな、さより。

　──金髪で、ピアスしてて、胸むな元もとは慎つつましく──、って、そんなのさよりじゃない！

　俺おれがひとり馬ば鹿かな想像を巡めぐらせていると、さよりはなおも嬉うれしそうに言葉を継ついだ。

「私は、誰だれかが近くにいてくれないと落ち着かないような意い気く地じなしだけど、水みず野のさんは違うもん。いつも毅き然ぜんとしてて、人の顔色なんてうかがわなくて、凜りん、って立ってるんだもん」

「……自席じゃいっつも寝てるような気がするけど」

　思わず真実に触ふれてしまうと、さよりがぷくっと白い頰ほおを膨ふくらませた。

「見た目はそうかもしれないけど、中身は違うのっ！」

「は、はい。……ごめんなさい」

「もー、ダメだな鳩はとヶが谷やくんはっ。水野さんの素す敵てきさが分からないなんて、お子様だね！」

「……それって、なんかもうほとんど、恋？」

　憧あこがれのさよりにダメ出しされたショックで、俺は思わず卑ひ屈くつな態たい度どを取ってしまった。

「はっ！　恋？　これは恋だったの!?　どうりで水野さんのことを考えるだけで胸が熱くなって、顔がニコニコしちゃってっ……」

　なんて言いながら、本当に彼女は眩まぶしそうな、嬉しそうな顔をしている。

「か、河かわ原はらさん……、まさかホントに」

「なーんてね☆　ちがうよ？」

　思わず口ごもった俺に、さよりは悪戯いたずらっぽく笑った。

　──そ、そりゃそうだよね。そんなワケ、ないよね？

「でも、憧れてるのはホント」

「……そっか」

　夏南が聞いたら、喜ぶだろうか。照れるだろうか。それとも──。

「もーっ！　ちょっと反応悪いよっ。……鳩ヶ谷くんは、好きな人いないの？」

　いきなりそんなことを言われて、俺の胸はドキリと波打つ。

「な、なんで……？」

「だってぇ、私だけ熱ねつ弁べんして空から回まわりしてるみたいなんだもん。鳩ヶ谷くんだって、好きな人のこと話すときは嬉しくなってニコニコしちゃうでしょ？　それと同じなんだから」

　まるで聞き分けの悪い子どもに、優やさしく言い聞かせるような口調。

　俺はさよりの顔を、もう、まともに見られない。

　同じ。──おんなじ、ですか。

「そう、だね。……うん、嬉しくなると、思う」

「ねっ！」

　そしてさよりは、ニッコリと笑うのだ。

　そのキュートな笑え顔がおを目まの当たりにすると、俺はなにも言えなくなる。それこそ、なにを言っても空から回まわりしてしまいそうになるからだ。

「そんな鳩はとヶが谷やくんの気になる人は……、誰だれなのかなぁ？」

　俺がもう少し女子慣れしていて度ど胸きようがあれば、『誰だと思う？』なんて、言えたのかもしれない。──そんなの言うところも、言ったらどうなるのかも、想像できないけど。

「……いや、まぁ。それは」

　気になる人を前にして、それが顔に出ないように必死で、こうして曖あい昧まいに笑うのが精せい一いつ杯ぱいだ。

「……はっ！　ま、まさかまさか、鳩ヶ谷くんも、水みず野のさんのことをっ!?」

「へっ？」

　見ればさよりが、目を爛らん々らんと輝かせて、俺を見ていた。

「ライバル出現!?　うわーっ、どうしよっ！　そ、そうだよね、いつだったか、学校でお昼休みに、ふたり一いつ緒しよにいたもんね!?」

「ち、ちが」

「負けない！　私、ゼッタイ負けないからねっ！」

　不ふ敵てきに笑って、なぜか俺に向けて宣せん戦せん布ふ告こくする彼女。

「な、なぜっ!?」

　敵てき対たい視しされた！

　この残念さはまさに俺らしいと言う他ないが──。

　そんな落らく胆たんだって必死に隠かくして、俺が繰くり出すのは苦く笑しよう一いつ択たくだ。

「なっ、なんで笑うの!?　余裕の笑えみってこと？　むーっ！」

「い、いや……、ホントに水野さんのこと、好きなんだなぁ、って思って」

「もちろんだよ！　……でもでも、こうして私が水野さんの良さを力説して、みんなが水野さんのこと好きになっちゃったら、それって自然とライバル増加ってことだよねっ!?　うわー、どうしよっ。これは重大なジレンマだよっ！」

　要るのか要らんのか分からない心配を振りまく彼女。

　会話の内容はどうあれ、こうして間ま近ぢかではしゃぐさよりを見ていられるなんて、改めて考えてみても夢のようである。──学校ではいつも、遠くから眺ながめているだけというのに。

　照れ隠しに頭を搔かくふりをしながら、俺は隣となりを歩く彼女の横顔をそっと盗ぬすみ見た──、つもりが、視線に気付かれて、目が合ってしまう。

「……んっ、どうかした？」

「えっ！　あ、いや、なんでも」

「そう？　……なんだかちょっと、考えごとしてるみたいな感じ？」

　彼女が鋭するどいのか、俺が分かりやすいのか。

　しかし、これ以上モタついて、彼女に勘かん付づかれるわけにはいかない。

　彼女の意識を引きつけるためにも、柚ゆず葉はのことを相談してみることにした。

「実は……、柚ゆず葉はとケンカというか、仲なか違たがい？　しちゃって」

「いつもみたいな言い合いとは、ちょっと違うってこと？」

「……うーん。俺も弾はずみで結けつ構こう本気で怒っちゃって。それで尾おを引いているというか」

「ふぅん。それで、悩んでるんだ」

「恥はずかしい話だけど……、正直、どうやって仲直りしたらいいのか、分からなくて」

「別に、恥ずかしくなんてないよ？」

「河かわ原はらさんも、しおりちゃんやかおりちゃんとケンカしたりするの？」

「そんなのしょっちゅう。歳としが近いからか、しおりとが一番多いかなぁ」

　しおりちゃんは次女で、中学二年生のしっかり者だ。

「かおりとも、たまに。……さすがにこよりはないかなぁ。歳が離はなれすぎてて、どっちかっていうと保ほ護ご者しやみたいな感じだし？」

　三女のかおりちゃんは小学五年生、末っ子こよりちゃんは、柚葉と同い年である。

　さより的にはまったく悪気はないのだろうが、今まさに俺はその、十二歳年下の幼女と衝しよう突とつ中なのである。

「例えばさ、しおりちゃんとケンカしたとき……、そもそもどういうアレでケンカになるのか想像できないけど……、どうやって仲直りするんだ？」

「原因なんて、すっごくどうでもいいことだよっ。お気に入りの紅茶を勝手に飲んだ！　とか、そういうの。大たい抵ていは私がしおりに怒られるんだけどねー」

　なんて、てへへと笑う彼女は非常に可愛かわいいのだが、俺の知りたいことは仲直りの仕方だ。

「……じゃあ、河原さんがしおりちゃんに謝あやまるってこと？」

「う～ん、まぁ、謝ったりもするけど、それだけで即そく解決！　ってわけじゃなくて」

「……じゃ、じゃあ、どうやって仲直りすれば？」

「んー？　それはねー。……『時間が解決』？」

　キッパリとそう言い切ったさよりの笑顔が、眩まぶしくてしょうがなかった。

「じ、時間が……？」

「特とつ効こう薬やくはない、って割り切るのが大事かも！　仲直りしてみれば分かるよっ、きっと！」




　　　　　＊　＊　＊




　この世の中に、都つ合ごう良く特効薬が用意されている問題なんて、そうそう見当たらない。

　もし特効薬があるならば、そもそもそれは問題とすら認識されないからだ。

『仲違いした生意気な幼女の機き嫌げんを一いつ瞬しゆんで直す方法』なんてものがあるなら、今の俺は迷わず飛びつくだろうが、そんなもので本当に機嫌が直ってしまうとしたら、そんなの絶対、柚葉じゃないな──、と思うこともまた、事実であって。

　柚ゆず葉はとの仲なか違たがいのことをさよりに相談してから、数日が経たった。

　今け朝さも登園のとき、俺おれとみゆちゃんが親しげに話していると、柚葉は露ろ骨こつに怒った顔をして刺とげ々とげしい口調で割り込んできやがった。

　その怒りの矛ほこ先さきが、俺だけでなくて次し第だいにみゆちゃんにも向き始めているような気がする。

　柚葉の傍ぼう若じやく無ぶ人じんな振ふる舞まいに、ちょっと驚おどろいて、ぽかんとしているみゆちゃんを見ていると、なんだか彼女に対して気の毒どくで、申し訳ないような気持ちになってくるのだ。

　そして、一度は鎮しずめたはずの柚葉に対する苛いら立だちが、再びふつふつと──。

　明らかに、よくない傾けい向こうである。

　時間が解決してくれる（かも）、とさよりは言ったが、具体的にどれくらい耐えればいいのだろうか。少しも出口の見えない、この感じ。生きつ粋すいのひとりっこである俺には、すでにかなりキツい。『妹』である柚葉との仲違いが、まさかこんなにも『めんどくさい』ものだったとは。

　──できるものなら、さっさと仲直りしてしまいたい。

　本当はあんなお子様の機嫌なんて、俺にとってはどうでもいいはずだ。けれども、事はそう単純ではない。俺にとって、柚葉はちびとも園という場所、そしてそこに興味を持つさよりと自分とを結びつけてくれる存在だ。ないがしろにしても、残念ながら、良いことはあるまい。




　その日の放課後、ちびとも園にて。

　俺、さより、みゆちゃんの三人で、おままごとをして遊ぶことになった。

　当然さよりは「柚葉ちゃんも一いつ緒しよに遊ぼっ？」と誘ってくれたのだが、柚葉はクネクネしながら煮え切らない態度を取った挙あげ句く、逃げるようにして向こうへ行ってしまった。様子をうかがうと、どうやら双ふた子ごのえな・ゆなと一緒に、奥のほうで積み木で遊び始めたようだ。

「はい、どーぞ☆　おとうさんの好きなビーフストロガノフですよ」

　みゆちゃん（おかあさん役）がおしとやかな口調でそう言って、おとうさん役の俺の前にプラスチック製のおもちゃの皿を置いた。ちゃんとスプーンとフォークも一緒だ。つーか、ビーフストロガノフって!?　何料理？

「ワインは赤でいいですか？」

　わ、ワインだと！　俺の脳のう裏りに、フレンチレストランさながらの洒落しやれたテーブルにつくみゆちゃんとみゆパパ、みゆママの姿が浮かぶ。もちろんみんな、家なのに正せい装そうだ。

「あ、じゃあ、赤で」

　たどたどしく返事する俺に向けて、みゆちゃんはニッコリと笑う。

「どうぞ☆　グラスも新しいんですよ☆」

　──とりあえずみゆちゃん家の食生活が、鳩はとヶが谷や家よりも格かく上うえだということは分かった。

「……あ、ありがとう。……えっと、いただきます」

　おままごとなんて当然経験がないから勝手が分からないが、さよりの手前、適当にはぐらかすわけにもいかない。俺おれは苦しい笑顔を顔に貼り付けて、出された料理を口に運ぼうとした。

「おとうさんダメですよ。まだアスカちゃんのが準備できてませんから」

　みゆちゃんに釘くぎを刺され、続いてアスカ（たぶん娘）役のさよりが、

「おかあさん、アスカのご飯はなぁに？」

　と可愛かわいらしく訊きいた。

「アスカちゃんはね～、なんと！　すき焼きですよ☆」

「うわ～いっ！　アスカ、すき焼き大好きなのぉっ！　ありがとう、おかあさんっ♪」

　──さ、さよりが！　子ども役で、無む邪じや気きそのものな演技を！　手なんかぶんぶん振っちゃったりして！　か、可愛すぎる！

「……ま、マニアックだ」

　鼻血を噴ふきそうになりながら呻うめいた俺に、みゆちゃんおかあさんがニッコリ笑いかけた。

「さ、おとうさんお待たせ。アスカちゃんも、どうぞ召し上がれ☆」

「「いただきま～す！」」

　俺とさよりは一いつ瞬しゆんの目め配くばせをして、手を合わせて唱しよう和わした。

　──た、食べていいのかな。

　おそるおそるスプーンを持ち上げた俺をよそに、さよりはフォークを使ってすき焼きに舌した鼓つづみを打っている。

「ん～～っ、美お味いしいね～っ！」

「ゆっくり食べるのよ。おかわりもありますからね」

　ここにない料理を食べるというものが、こんなにも難むずかしいものだとは。

　上手にエア食事をこなすさよりを見て、俺もたどたどしい食事を始めた。

「あら、おとうさん、こぼしてますよ？」

　みゆちゃんに指し摘てきされ、俺は慌あわてた。

　か、返し方が分からない。

「もー、おとうさんってば、お行ぎよう儀ぎ悪いよぉ」

　なんて、さよりから助け舟ぶねがきた。

　俺もなんとかままごとに参加しようと、意い気き込ごんで言った。

「ごめんごめん。……そ、そういうおかあさんのご飯は、なんなんだ？」

　するとみゆちゃんが自分の皿を持ち上げ、嬉うれしそうに笑った。

「おかあさんのは、唐から揚あげとハンバーグの、お子様セットですよ☆」

「……えっ、お子様？」

　みゆちゃんの屈くつ託たくのない笑え顔がおに癒いやされつつも、思わず突っ込んでしまう。

　あ、しまった、と思った瞬しゆん間かん、

「うわぁ、いいなぁ！　美お味いしそうっ。おかあさんは、お料理が上手ね！」

　と、さよりがフォローを入れてくれた。──さすがである。

　なんてな感じで遊んでいると、楽しそうな雰ふん囲い気きを嗅かぎ付けたのだろうか、向こうから璃り空くがよちよちと歩いてきて、さよりの腕に抱きついた。

「りくも一いつ緒しよに遊ぶ？」

　みゆちゃんが訊きくと、璃空は、

「あおむー☆」

　と叫んで、両手をぶんぶん。──くそっ、可愛かわいいなコイツ！　よだれ垂たれてるのに！

「あははっ、じゃあこっちおいで？　お姉ちゃんのお膝ひざは、璃空くんのためにいつでも空あけてるよっ」

　──なんてこった！　こんなお子様に、世界で一番幸せに満ちた場所を奪うばわれるなんて！

　血の涙を流す俺おれには気付かずに、さよりが優やさしく笑って璃空を膝の上に乗せてやった。

　璃空はご機き嫌げんでそこに座り、楽しそうに手足をじたばたと動かし始める。そして、テーブルの上にあるおもちゃの食器を取ろうとして、さよりの太ももの上で立ち上がった。

　小さな足がズルっと滑すべり、その拍ひよう子しに正せい座ざしているさよりのスカートがめくれ上がりそうになり、彼女は小声で「ひぁー」なんて言いながら、慌あわてて両手でスカートを押さえている。

　こっ、このクソガキ、やはりぶっ●す！　──しかし、もうちょっとこう、右足をひっかける感じでズルっといけば、イイ具合にめくれて──、と、そこまで考えて俺は我われに返った。

　いかんいかん！　ガン見していることがバレたら、さよりにキモがられてしまう！

　俺は光の速さで視し線せんを逸そらして、ビーフストロガノフをがっついた。

「あら、おとうさん。もう空からっぽですよ？　おかわり、要りますか？」

　なんて、みゆちゃんが相手してくれてよかった。

　そのとき、である。

「り、璃空くん！　……あっ」

　さよりが慌てたような声を上げた。

　見れば、いつの間にか璃空がさよりのほうを向いて抱っこされていて、今にも小さな顔を彼女の胸に埋うめようとしている。

「だっ、駄だ目めだよ～？　ふふ……、ふ、あっ」

　さよりはちょっと引きつった『にこやか笑顔』で璃空の侵しん攻こうをいなしていたが、ちょっとした隙すきに、璃空の小さな手が、するりとさよりのディフェンスをすり抜けた。

「やっ、やだぁ璃空くん！　……ちょっと、や。やめてよぅ」

　次の瞬しゆん間かんには、璃空はどこか満足げな顔で、さよりの胸の膨ふくらみに頰ほおをすりすりしていた。

　──こっ、このお子様、またしても！

　俺は反射的に腕を振り上げそうになったが、理性を総そう動どう員いんしてなんとか思い留とどまった。

「あ、あっ……、やだやだ！　そんなところにおてて、入れちゃ」

　──どんなところに？　このガキんちょ、ゆ、許すまじ！　と、俺が幼児相手に嫉しつ妬との炎を燃え上がらせていると、背後から迫せまる何者かの気配。

「だからッ！　璃り空くに胸ソレ触さわらせんな！」

　いつの間にかさよりの背後に立った夏か南なが、上から両手を璃空の脇わき腹ばらに差し込み、勢いきおい良く彼を引き抜こうとする。その途と端たん、さよりが慌あわてた声を上げた。

「待って待って！　待って引っ張っちゃダメだってば！　ボタン取れちゃうからっ！」

「なにブラウスんなかに手入れさせてんだよ！　ヘンタイじゃん！」

「違うの！　璃空くんの指ゆび遣づかいがすごくてっ、あっという間に隙すき間まからねっ!?」

「璃空がエロいみたいに言うな！」

　夏南とさよりの大おお騒さわぎは赤面しつつスルーして、俺は璃空に驚きよう愕がくの目を向けた。

　指遣いとか、そんな高度なスキルを持っているとは。──あ、侮あなどれないヤツめ。

　美人なお姉さんふたりの間できゃっきゃっと楽しそうに笑っている璃空こそが、この場における唯ゆい一いつの勝者だと言えよう。

「ほら璃空、離はなしな！　そんなの触っても、イイことないよ！」

「ひどいひどい水みず野のさんっ！　そんな、祟たたりがあるみたいに言わないでよぅ！」

「んなコト言ってねーし！　……ちょ、璃空、早く離しなって。そろそろ帰るんだから！」

　夏南が少し強く言うと、それまでご機き嫌げんだった璃空が突然顔をしかめた。

「やぁだ！」

　と、明めい確かくな拒きよ絶ぜつを示して、さよりの胸に再び抱きついたのだ。

　──お、珍めずらしい。璃空が夏南の言うコトを聞かないなんて。

　さよりも同じことを思ったのだろう。ちょっと驚おどろいたような顔をしている。

　しかし、一番驚いているのは、他ならぬ夏南本人だ。

　まさか愛いとしの弟から「イヤ」と言われるなんて、夢にも思っていなかった、という呆あつ気けに取られたような表情で、見事に固まっている。

「えっ？　……ちょっと璃空？　ねぇってば！」

　焦あせった夏南が、慌てて璃空の顔をのぞき込む。

「……」

　しかし璃空は両目を閉じて夏南に気付かないフリをして、さよりの胸に顔を埋うめている。

「…………はっ、はは……、は」

　──ん？

　おかしな声を漏もらした夏南を見ると、なにやら小こ刻きざみに身体からだを震ふるわせている。

「反はん抗こう期きッ!?　……コレってまさか、反抗期なのッ!?」

　ガーン、という効果音がつきそうな顔で、夏南が叫さけんだ。

　そのあまりに必死な様子に、俺おれは思わずぷっと噴ふき出してしまった。

　途と端たんに、ものすごい勢いきおいで夏か南なが俺を睨にらむ。

「わっ、笑い事じゃないしっ！」

「ひぃっ、ご、ごめんなさい」

　ビビった俺を視線でひと薙なぎしてから、夏南は再び璃り空くの小さな背中にピトっと取り付いた。

「ねぇ璃空ッ！　聞いてるの？　ちょっと、どうして目ェつぶってるワケ!?」

「……」

　わたわたと慌あわてながら、夏南は璃空の気を引こうと必死の呼びかけを再開させる。

　それでも璃空は、瞑めい目もくして反応を示さない。

「ちょ、ちょっとりくぅ～。返事しなってばぁ！」

　金髪不良娘としては、ハッキリ言って情けない姿である。普段の学校でのクールさとのギャップが、さらに残念さを醸かもし出していた。

　そんな夏南の様子を見てか、さよりがちょっと悪戯いたずらっぽい笑えみを浮かべながら、璃空を優やさしく抱き締しめた。

「そっかー。璃空くんは、お姉ちゃんがいいの？」

「……ちょ、止やめてくんないマジそういうの！　なんなのアンタ!?」

「いいよぉ璃空くん。気の済むまで抱っこしててあげるからね～♪」

　珍めずらしくさよりが、夏南をからかうようにして、悪ふざけをしている。

　誰もが恐れるクラスの金髪不良娘に、ここまでアグレッシグに絡からもうとするとは、さすがは天下の大陽娘たる、さよりである。

　夏南も、自分に対してこんな態度を取る相手はそうそういないのだろう。面食らったような顔で、口をぱくぱくやっている。

「夏南お姉ちゃんに怒られちゃったね？　怖かったねぇ??　よしよし、大だい丈じよう夫ぶだよぉ」

「ちょっと！　やめてって言ってるし！」

「え～、どうするぅ璃空くん？　夏南お姉ちゃんのとこ行く？」

「ほ、ほら璃空！　帰るよ！　璃空の好きなチョコパン買って帰ろ！」

　夏南の必死すぎる勧かん誘ゆうにより、ようやく璃空が顔を上げて、さよりから離はなれた。さよりを捨ててチョコパンを取るとは──、どこまでも許し難がたきお子様である。

　ようやく璃空を奪だつ還かんした夏南は、慌てて璃空の荷物をまとめて支し度たくをして、玄関へと向かう。その様子を、ニコニコと笑って見ているさより。

「じゃあね、水みず野のさん、璃空くん、またねっ。バイバイ！」

「あいあい～☆」

　と、璃空は無む邪じや気きに手を振っているが、夏南はなにやらもじもじしている。

　無視してさっさと行きたいけれど、ちょっと気になっているような──、中ちゆう途と半はん端ぱな感じとでも言おうか。

「じゃ、じゃあ、お疲れさま。璃り空く、またな」

　間ま持もたせの意味で俺おれがそう言った途と端たん、奥からひときわ大きな声が響ひびき渡った。

「あ～っ！　夏か南なぁ！　アンタんとこ、明日のバス遠足、来るよね？」

　事務所スペースから顔を突き出して叫んだのは、園長先生だ。歳としのころ四十くらい、化け粧しようっ気けのない、小こ柄がらな女性である。

「えっ？　……あ、うん。参加します」

「ふたり？」

「はい。アタシと、璃空」

「あーい了りよう解かい！　引き留めて悪かったね！　気をつけて帰りな！」

　──あ、ありがとうございました、と言った夏南は、園長先生の割り込みに多少なりとも救われたのだろうか、気を取り直した様子で、俺たちに向き直った。

　なにかを言いたそうにして口を開きかけて、目を泳がせて、そして結局、

「……じゃ、じゃあな」

　とだけ言った。

　その頰ほおは少し、赤いような気がするけれど。

「うんっ！　バイバイっ、水みず野のさん！　気をつけてねっ！」

　さよりの嬉うれしそうな声に背中を押されて、璃空を抱っこした夏南はドアから出て行った。

　入れ替わるようにして、俺たちのテーブルにやってきたサキ先生が、さよりの顔をのぞき込んで言った。

「さよりんも行くよね？　バス遠足」

「……バス遠足って、なんですか？」

「ちびとも、春の行事だよ。バス一台借り切って、園児と保ほ護ご者しやと保育士みんなで、おべんと持って、水族館に行くんだよ」

「す、水族館!?　楽しそうっ！」

「おうよー、楽しいよー。イルカショーとかあるよー。そしてなにより、目ぇキラキラさせてる子どもらが可愛かわいいのサー」

「そ、そんなの、すごく行きたいですけどっ。……でも私、保護者でも保育士でもないですし」

　残念そうに苦く笑しようするさよりに向けて、サキ先生が屈くつ託たくのない笑いをぶつけた。

「なぁに言ってんのサ水くさい！　さよりん保育士のたまごなんだから、参加資格アリアリじゃん！　てゆーか、さっき園長先生に聞いたら、とっくに頭あたま数かずに入ってたよ。もちろん、保育士のお手伝いとしてだけど！」

　最後は悪戯いたずらっぽく笑ったサキ先生に、さよりが目を真ん丸に見開いて、両手を口に当てて驚おどろいている。

「え……、いいん、ですか……？」

「もっちもち！　ていうか、ヘルプ要員でカウントされてんだから、逆に来てくれないと困る、っつうのが本音だったりするんだナこれが！」

「……バナナは、おやつだから」

　いつしか隣となりに座っているリサ先生が、要るのか要らないのか分からん補ほ足そくを加えてくれた。

「もし気き後おくれするなら、ご家族も一いつ緒しよにどう？　妹さん、いるんだよネ？」

「あ、はい」

「いーじゃんいーじゃん。誰だれか連れてきな。そしたらさよりんも立派に保ほ護ご者しやで保育士だ」

「……っ！　はいっ。ありがとうございます。楽しみです！」

　満面の笑えみでそう答えたさよりを見て、俺おれもなんだか嬉うれしくなる。

「良かったね河かわ原はらさん。水みず野のさんと親しん睦ぼくを深めるチャンスだぜ」

「はっ！　そうだねっ。これって水野さんとの水族館デートってこと!?　たいへん！」

「俺もサポートするよ。河原さんの恋こい路じをさ」

　跳はね上がった彼女のテンションにつられたのだろうか。気付けば俺は、そんなことを口走っていた。──別に、深い考えがあったわけじゃない。ただ、さよりと夏か南なが仲良くしているのを見て悪い気はしないし、そこに積極的に関わることで、俺自身にもチャンスが生まれるかもしれない。さよりとの距離をさらに縮ちぢめるための、何かしらのチャンスが！

「ほんとっ？　……あっ、まさかそれをダシにして、鳩はとヶが谷やくんが水野さんと仲良くなろうって魂こん胆たん？　抜ぬけ駆がけはダメなんだからねっ！」

「ち、ちがうって！」

　相変わらず情けない勘かん違ちがいをかまされてしまったが、そんなことでいちいちくじけてはいられない。なんせ、さよりとの水族館デートフラグが立ったのだ。あくまでも俺は、さよりに自分のことを印象付けるために、奮ふん闘とうするのだ！

　と、そこまで考えて、はたと気付く。

「……あれ？　そういえば」

　参加の申し込みとかは、事前にするものなのだろうか？

「えっと……、鳩ヶ谷くんと柚ゆず葉はちゃんも、参加するん、だよね？」

　さよりから恐る恐るそう訊きかれ、俺は内心慌あわてふためく。

「え！　あ、うん。えっと？　いや、たぶん行くと思う……、けど」

　──保護者向けに、事前連絡があったのか？　ヤベェ、おかんに訊きいてみないと分からん。いやでも、今からじゃダメって言われたとしても、意地でも行くけどな！　柚葉が無理でも、俺だけで！　フラグ回収のために！

「……申し込んだって、こないだ千ち恵え子こおばちゃん言ってたじゃん」

　突とつ如じよ背後から突き刺さった冷たい一言に、俺おれは驚おどろいて振り返る。話を聞きつけたのか、柚ゆず葉はがそこに立っていた。

「おかんが？　それ、ホントか？　……よ、よかった」

「バカイトそれでもホゴシャなの？　信じられない」

「うっ、うるせぇよ。どうせ、おかんが俺に伝え忘れてるだけだろ」

「晩ご飯のときに言ってたでしょ！　連絡帳に、案内の紙がはさまってたって！」

「記憶にないぞ……」

「おばちゃんの話、聞いてなかったのっ。サイテーじゃんバカイト」

「うっ」

　仲なか違たがい中ということもあるのだろうが、柚葉の言葉はいつも以上に尖とがっている。

　すると、口ごもる俺を庇かばうようにして、みゆちゃんが割り込んできた。

「柚葉ちゃん、そんなに怒ったら、おにーちゃんかわいそうだよ？」

「……お兄ちゃんじゃないもん！」

　反射的に叫んで、みゆちゃんのことをキッと睨にらみ付ける柚葉。

　──おいおい、お友達に向けて、そんな顔するヤツがあるかよ。

「でも、みゆのおにーちゃんだもーん☆」

　しかし余裕のみゆちゃんは、あくまで落ち着き払った声こわ音ねだ。

「ちっ……、ちがう！　バカイトはみゆちゃんのホントのお兄ちゃんじゃ、ないんだから！」

「そうだけどぉ。でもそれは、柚葉ちゃんもおんなじだよ？　だって、シンセキなんでしょ？」

　真っ赤な顔で反論する柚葉とは対照的に、もはや怖いくらいに、大人の対応を続けるみゆちゃんである。やはり同じ五歳さい児じであるとは思えん──。

「同じじゃない！　だって……、だってバカイトは、柚葉のにぃにぃだもんっ！」

　叫んでから、数秒間の沈ちん黙もく。

　周囲から向けられる生温かい視線を一身に受けて、柚葉がようやく我われに返る。

　みるみる両目に涙をためて、ぷいっと身を翻ひるがえすと、奥へと駆かけて行った。見れば、サキ先生の脚あしにしがみついて、ベソをかいている。

「……柚葉ちゃんのところに行ってあげなくていいの？」

　さよりが心配そうな顔で俺を見ながら、そう囁ささやいた。

「あっ、いやっ！　な、なんだろなアレは。ねぇ？　……ははっ」

「ごめんねぇ、おにーちゃん。みゆ、柚葉ちゃんに悪いこと、しちゃったかなぁ……」

　横ではみゆちゃんが、申し訳なさそうな表情を浮かべて、しゅんと萎しおれている。

　もはや俺は、それすらも彼女の演技なのではないか、と考えずにはいられなかった。

「みゆ、謝あやまってくるから。おにーちゃんもあとでちゃんと、フォローしといてっ☆」

　ニッコリ微笑ほほえんでから、泣いている柚葉のもとに駆かけ寄るみゆちゃん。

　柚ゆず葉はの背を撫なでながら顔をのぞき込んで、なにやら優やさしく諭さとすように、話しかけている。

　──恐るべし、である。




　　　　　＊　＊　＊




　遠足なんて、いつ以来だろう。中学？　小学生んとき？

　なんて思い返してみれば、意外にも最近、高校一年のときに行っていた。

　あれは確か、近場の自然公園かどこかで──、川があって、バーベキューとかやって──、なんて記憶が曖あい昧まいなのは、大して良い思い出もないからだろう。

　一年前はさよりとも違うクラスだったし、イベントがあっても別段ドキドキもワクワクもしなかった。

　けれども、今は事情が違う。

　憧あこがれのさよりと、一いつ緒しよに水族館！　並んで熱ねつ帯たい魚ぎよの水すい槽そうなんか見上げてちゃって、「今度ふたりで海に行こうね」なんて甘く囁ささやき合ったりしてっ！　──ビバ、シーワールド！　シーパラダイス！　シーズー！

　暴走幼女のオマケつきには、この際、目を瞑つぶろう。夢の実現に、多少の代だい償しようはつきものだ。

　土曜朝九時、集合場所である高こう架か下した公園に行ってみれば、すでにたくさんの園児と保ほ護ご者しやたちが集まっていた。公園前には、立派な大型バスが一台、横付けされている。

　ミニサイズのリュックを背せ負おった柚葉はさっさとお友達を見つけて行ってしまい、ひとり取り残された俺は所しよ在ざいなげに辺りを見回すしかない。

　高校生なんて中ちゆう途と半はん端ぱな年代は俺おれくらいのもので──、と思っていると、後ろから肩をとんとん、と叩たたかれた。

「おはよっ、鳩はとヶが谷やくん」

　振り返ると、さよりがニッコリ笑って、俺を見ていた。

　足元はお洒落しやれなスニーカー。ミニのフレアスカートにレギンスを合わせ、上はシンプルなリネンブラウス。動きやすさ重視だけど、さよりのキュートさを少しも損そこなわない、可愛かわいらしい私服姿だった。

「お、おはよう、河かわ原はらさん。……おっ、かおりちゃんと、こよりちゃんも！　久しぶりだなぁ」

　さよりの隣となりで手を繫つないでいるのは、河原家の三女かおり（小学五年生）と、四女で末っ子のこより（五歳さい）だ。河原家にお邪じや魔まして以来の対面である。

「お兄さん元気だったっ？　かおりに会えなくて寂さびしかった？」

　小学生ながらばっちりキメたかおりが、キャスケット帽ぼうをくいっと指先で持ち上げながら、悪戯いたずらっぽく笑う。

「おはようございます……」

　こよりのほうは、消え入りそうな声でそれだけ言うと、

「ボク……、柚ゆず葉はちゃんと一いつ緒しよにいる」

　と、姉であるさよりを見上げて訴えている。

「ん？　そうする？　えっと、柚葉ちゃんは？」

「あそこ……、翔しよう太たとゆなのいるとこ、行っちまったよ」

「ホントだー。あっ、柚葉ちゃんのお洋服、可愛かわいいねっ」

「なんか朝から、張り切って選んでたみたいだけど……」

　ここは、「さよりの服も可愛いよ」とか言うのがスマートなのだろうか。──む、無理！　そんな恥ずかしいこと言えるわけがない！

　なんて俺おれがひとり悶もだえていると、こよりはさっさと柚葉のところへ駆かけて行ってしまった。

「そっかぁ。……柚葉ちゃん、にぃにぃとのお出かけだから、気合い入ってるのかなっ？」

「や、俺たちまだ、仲直りしてない……」

「あれっ、結けつ構こう長い？」

「残念ながら……」

「ねぇねぇ、お兄さん！」

　突然かおりが叫んで、俺に向けて手招きしている。

　なんだ？　と腰をかがめて彼女に近付いてみると、かおりは俺の耳元で、

「今日はしっかりサポートするから、頑がん張ばってねっ！」

　と囁ささやいた。

「さ、サポートって」

「もー、分かってるくせに！　こよりの面倒はかおりが見るからさっ。チャンスなんだよっ！」

　戸と惑まどう俺をよそに、かおりはなにやら楽しそうに笑う。

「なになにっ？　なんの内ない緒しよ話してるのっ？」

　ほら、さよりが気になって割り込んできちゃったじゃないか！

　するとかおりは、俺からぱっと離れると、姉に向けてニヤリ。

「お兄さんにね、クローゼットからぜーんぶ服出して、一時間かけて着ていく服を選ぶ女の子をどう思う？　って訊きいてたの！」

　途と端たんに、さよりの顔がぼっと真まっ赤かになった。

「ちょっ！　やだもぉっ、かおり！　私、今日はすぐに選んでたよっ」

「時間の問題じゃなくて、選び方！　どうして一回全部床ゆかに並べないと選べないのか、理解に苦しむよね～。せっかくかおりが種類別に整理してるのに、台無しなんだもん」

　ふうやれやれ、と肩をすくめるかおりに、さよりは頰ほおを染そめたまま、声こわ高だかに反論する。

「だ、だってほら！　ちゃんと全部チェックしないと、選ばれなかった服が可か哀わい想そうじゃない!?」

「選ばれなくて床ゆかに放置されるほうが何倍も可か哀わい想そうだよ！」

「ううっ」

　ノックアウト。さよりはたじろいだまま、ぐうの音ねも出ないようだ。

　相変わらずのやりとりを繰くり広げる姉妹を前に、俺おれは密ひそかに苦く笑しようするしかない。

　すると、なんの前まえ触ぶれもなく、俺の股また下したになにかがズボっと侵しん入にゆうしてきた。

「うおっ！」

　俺の内ももに挟はさまった璃り空くが上を向いて、にへ～と笑った。

「り、璃空か。脅おどかすなよ」

　彼の小さくてやたら熱いおててが尻しりや太ももを這はいずり回って、非常にこそばゆい。

　──こ、コイツ、この指ゆび遣づかいで、さよりの胸をっ！

　俺がこのまま脚あしに力を込めてやろうかしら、と黒い感情を揺ゆらしていると、後ろから夏か南なの声が聞こえた。

「こーら璃空！　どこに入ってんの！　そんなの触さわったらばっちいし！」

「……ひ、ひでぇ！」

「ちょっと鳩はとヶが谷や、璃空になにバカなことさせてんの!?」

「璃空が勝手に侵入してきたんだよ！」

「璃空がそんなことするワケねーし！」

　──いや、してるしてる！　ちょっと、その姉バカ視線をやめてくれませんか!?

　とは言えるはずもなく。

　夏南はスキニージーンズにカットソー、白いパーカーと、すっきりした出いで立ちだが、珍めずらしく髪かみの毛が結ばれて、アップになっている。なんだか顔周りがすっきりして、普段よりも美人度が増しているような──。って、なにを考えているんだ俺は。

「あっ、あなたが噂うわさの水みず野のさんですか！　うわぁカッコいい！」

　と、かおりが目を輝かがやかせて夏南ににじり寄った。

「……えっ、えと」

「いつもさよ姉ちゃんがお世話になってます！」

「水野さんおはよう！　このコは妹のかおり。あっちの、柚ゆず葉はちゃんと一いつ緒しよにいるのがこより。あとで紹介するねっ」

「……あ、あぁ」

　夏南はといえば、ちょっと照れくさそうだ。

「ていうかっ！　私服姿の水野さん……。しかもアップでうなじ……。可愛かわいい。レアだ……。写真撮とってもいいかなっ!?」

　言うが早いか、さよりは携けい帯たいを取り出した。

　慌あわてた夏南が一歩後ずさるのと同時に、シャッター音が響ひびく。

「やたっ！　可愛かわいい水みず野のさんゲットしたよっ！」

「許可する前に撮とんな！　つーか、こんなカッコ、前もしてたし」

　──そう、なんだよな。いなくなった柚葉を探して大騒ぎをやらかしたとき、夏か南なは私服姿で学校まで俺おれを呼びにきてくれたのだ。

　すると、さよりがどこか恥はずかしそうに笑った。

「だって、あのときは必死すぎて……」

「……まぁ、そうだけどさ」

　なんて、なぜかしんみりした空気が降おりてきてしまい、俺は慌あわてる。

「その節せつは迷めい惑わくかけました。……え、えっと。あの、ふたりとも、よく似合ってて、可愛いっていうか……」

　俺のよく分からないフォロー＆ちっともキマらない台詞せりふに、目が合った夏南は少し焦あせったように、さっと視線を逸そらした。

「そうだよね!?　男の子の鳩はとヶが谷やくんから見ても、水野さん可愛いって思うよねっ！」

　意い気き込ごんださよりがそう言って、俺は思わず口ごもる。

　──う、否ひ定ていも肯こう定ていもしづらい。いや、事実、可愛いとは思うけど。

　それに俺は「ふたりとも」ってことで、一応さよりのことにも触ふれたつもりだったのだが、そこのところは見事にスルーされてしまった。
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「え、あぁ、うん。まぁ、そりゃあ、ね」

　煮え切らない俺の態度に、夏か南なが頰ほおを染そめて、声を荒あらげた。

「んだよソレ。無む理り矢や理り言わせてるだけじゃん！」

「そんなことないよっ。だってホントに可愛いんだもん！　男の子は可愛い女の子を見たら、ウソつけないんだよっ？」

　──あぁ、なんだか話がおかしな方向に。

　そのとき、わいのわいのと騒さわぎ始めた俺たちをまるで諌いさめるようにして、公園じゅうに響ひびき渡る声でサキ先生が叫んだ。

「おはよーございまーーす！　そろそろ時間ですので、バスに乗り込んでくださーーいっ！」

　ナイスタイミング。そして、さすが、声量が違うぜ。

　賑にぎやかにはしゃぎ回る子どもたちを、一発で黙だまらせるだけはある。

　俺はサキ先生に心のなかで礼を言った。




　バスのなかで、さよりと並んで座れるかもしれない！　なんて淡あわい期待は脆もろくも崩くずれ去った。

　彼女は保育士ヘルプ要員ということで、前のほうの席、先生たちのエリアに座っているのだ。しかも隣となりがエージ先生だったりして、俺は切せつなくて泣きそうだった。

　柚ゆず葉はとこよりはさっさとお友達のところへ行ってしまい、最さい後こう列れつに集まって楽しそうにはしゃいでいる。結果的に取り残された俺の隣となりには、同じくママと娘から取り残されたらしい誰だれかのパパが座っている。

　通路を挟はさんで反対側に座る家族が気になってしょうがないパパと、ひとり寂さびしく、窓の外を眺ながめるしかない俺。そんなふたりで並んで、車中のレクリエーションである手遊びや、伝言ゲームをしたりするのだ。

　──いったいこれは、なんの苦く行ぎようですか!?

　そして、長くて苦しい修しゆ行ぎようのときは過ぎ去り、バスは水族館に到着した。

　俺と同じくらい、隣に座るパパも安心したに違いない。

　入り口前に集合して、職員のお姉さんから、団体行動の説明を受ける。

　そして五分後、俺たちはたくさんの魚たちが泳ぐ、巨大な水すい槽そうの前にいた。

「わぁ！　きーれーいーっ☆」

　なぜか隣にはみゆちゃんがいて、目を輝かがやかせて魚たちを見上げている。

「あれ？　……みゆちゃん、パパは？」

「今日はお仕事で来られなかったの」

「そっか、……そりゃ、残念だったな」

「パパ落ち込んでたけど、代わりにまた今度どこかへ連れてってくれるって言うから、みゆ的にはラッキー★って感じ」

　──そんなこと、爽さわやかな笑顔で言われてもだな。

「じゃあ、今日はママと来たのか？」

「うん。でもママはみゆがいるとゆっくりできないから、ひとりにさせてあげてる」

「えっ？　それって」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。おにーちゃんと一いつ緒しよにいる、ってちゃんと言ってあるから」

　みゆちゃんのママは──、確か、あの人か。ちょっと若くて派は手でめな格かつ好こうの。

　見れば、みゆママは他のママ友となにやら楽しそうに笑い合っている。ちびともで、たまに夕方のお迎むかえのときに見かける少し疲れた様子とは全ぜん然ぜん違って、生き生きとしている。

　と、目が合ったみゆママが慌あわてたようにこちらに駆かけてきた。

「すみません。ウチのみゆが『柚ゆず葉はちゃんのお兄さんと一緒にいる』って聞かなくて」

　深々と頭を下げられて、今度はこっちが慌てる番だ。

「い、いえっ、そんな全然、大丈夫ですよ。むしろ俺おれなんかでいいのか、っていう……」

「いいえ、しっかりしてらっしゃるから。……みゆ、お兄さんにご迷めい惑わくかけるんじゃないわよ」

「うん、大丈夫だよ、ママ」

「私、近くにいるようにしますから、何かあればすぐに仰おつしやってくださいね」

「は、はい。お願いします」

「とんでもない。こちらこそ、よろしくお願いします」

　お互いにお辞じ儀ぎをしてから、みゆママは戻っていった。

「ママ、いっつもお仕事とおうちのこと両方してて、大変だもん。たまのお休みくらい、楽しく過ごせたらいいな、って思って」

　──そうか、保ほ護ご者しやにとっても、この遠足は貴き重ちような息抜きってことなのかな。

　それにしても、みゆちゃんの気配りがすごい。俺が感動と愛いとしさを同時に覚えていると、

「パパがおうちのこと手伝わなさすぎ。お仕事いそがしいって言うけど、そんなのママも同じだもん。言い訳してるようにしか聞こえないよね」

　一段低い声で、まるで呪じゆ詛そのような呟つぶやきを漏もらす。

　──まただ！　また黒くなってる！

　なんだ？　みゆちゃんにパパの話題はタブーなのか？

　あんなに素す敵てきなダンディパパなのに！

　みゆちゃんと並ぶと、『理想的な父娘おやこの図』とタイトル打てるくらい、絵になるのに！

　俺はみゆちゃんの豹ひよう変へんぶりにちょっとビビりながらも、思わず声をかけていた。

「じゃあ、一緒に……」

　そこまで言いかけて、俺は口ごもる。

　みゆちゃんと仲良くしていると、また柚ゆず葉はがヘソを曲げてしまうかもしれん。俺だってアイツとはさっさと仲直りしたいと思っているし、無用な刺激を与えたくはないのだ。

「うんっ☆　おにーちゃんと一いつ緒しよに見る！」

　そんな俺おれの葛かつ藤とうを知ってか知らずか、みゆちゃんの笑顔がぱっと花開く。

　こんなに嬉うれしそうな顔をされたら、今さら引き下がるわけにもいかない。

　とりあえず柚ゆず葉はへのフォローも忘れないようにしないとな、と思ったその瞬しゆん間かん、

「……バカイト、なんでみゆちゃんとおてて繫つないでんの？」

　美しすぎる水族館の光景に少しもそぐわない、地獄の底から響ひびくような声が、斜め下から聞こえた。いつの間にか柚葉が隣となりにいて、お得意のジト目でこちらを見上げている。

「な、なんだ、えなゆなと一緒にいたんじゃないのか？」

「パパとママのとこ行っちゃった。……どうしてバカイトはみゆちゃんといるのっ！」

「い……、いや、だからその、これはだなぁ」

「柚葉ちゃんも、一緒に行く？　……ねぇおにーちゃん、みゆ、あっちのキレイなお魚さんの水すい槽そうに行ってみたい」

　と言って、みゆちゃんは俺の左手を取り、熱ねつ帯たい魚ぎよコーナーを指差した。すると柚葉が負けじと、強引に俺の右手を引っ張る。

「バカイト、あっち行くの！　ヒトデさんとか触さわれるヤツ！」

「いてぇ！　爪つめ立てるな！」

　柚葉が指差しているのは、浅あさ瀬せの生きもの触ふれ合いコーナーだ。

「えぇ～、ナマコとかいるよぉ？　怖くないの柚葉ちゃん。すごいね～、男の子みたい」

「おっ、女の子でも大だい丈じよう夫ぶだもん！」

「でもぉ、あっちのお魚のほうが可愛かわいいよ？」

「あとでいいのっ！」

　左右の手を幼女に引っ張られて、冗じよう談だんみたいな光景を体現している俺おれを見て、みんなが笑っている。──な、なんだこの恥ち辱じよくプレイは！　やめてくれ！
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「鳩はとヶが谷やくんてば、モテモテじゃないっ！」

　よりによってそこへ、さよりがやってきた。

　彼女にそんなこと言われても、全ぜん然ぜん嬉しくない。

「ふたりともー、あんまり引っ張ったら鳩ヶ谷くんちぎれちゃうから、仲良く順番に見て回らない？」

「お魚さんがいい！」「ヒトデさん！」

「ん～？　じゃあね～、みんなでじゃんけんしよっ！　お姉ちゃんは、ラッコが見たいなっ！　せーの、じゃんけん、ポイっ」

　そう言って、勢いきおい良くじゃんけんに持ち込んでしまうさより。幼女ふたりは、まんまと乗せられている。──さ、さすが。

「やったぁ！　みゆの勝ち☆」

「あ～、負けちゃったぁ。……じゃっ、みんなで行こっ！　ほら、柚ゆず葉はちゃんも」

　ブーたれ顔の柚葉も、さよりがいるとあまりしつこく駄だ々だをこねたりはしないようだ。

　さよりは明るく笑って、幼女ふたりを左右に抱き込むようにして、熱ねつ帯たい魚ぎよコーナーへと移動した。なんとかちぎれずに済んだ俺おれは安あん堵どのため息をつきつつ、あとに続く。

「ねぇねぇおにーちゃん、あの青いお魚、なんていうの？」

「ん？　あの細長いヤツか？　えっとな、ここに説明板があるから……、どれかな？」

「バカイト！　あの赤いの、美お味いしいの？」

「……食ったことないから知らねぇよ」

「やだぁ柚葉ちゃん、こんなキレイなお魚さん、食べちゃうのぉ？　こわ～い」

　なんて言って、みゆちゃんが俺の左腕に抱きついてきた。

「こっ、こわくないもん！　バカイトだってお魚好きでしょ！」

　対抗するように、柚葉が俺の右腕を強引に引っ張る。

「……サンマとかアジとかならな」

「あっ、おにーちゃん見て見て！　あっちの水すい槽そう、クラゲがいるよ！　見に行こうよ☆」

「バカイトこっち！　イソギンチャク見るの！」

　またしても俺をちぎろうとする幼女たち。──い、いい加減にしやがれ！

　俺おれは情けなくも苦く笑しようしながらさよりに助けを求めるが、彼女はなにやらしたり顔で、

「いやぁ、恋する乙女おとめは強いねっ」

　なんて言っている。いや、ワケ分からないからそれ！

　さよりはしゃがみこんで、両手でそれぞれの幼女の髪かみを撫なでた。

「柚葉ちゃんもみゆちゃんも、積極的ですごいねっ！　私は恥はずかしがりやさんだから、ふたりみたいに、自分からアタックとか、できないなぁ」

　お姉さんから優やさしい顔でそんなふうに言われたからだろうか。ふたりは、意い表ひようを突かれたような顔で、ぽかんとしている。

　その隙すきに俺はするりと両腕をエスケープして、さよりのほうへ寄った。

　──そういえばいつだったか、さよりは園で、極きよく度どの照れ屋さんであるのぞみちゃんに向かって『私と同じだね』と言っていた。やっぱり今考えてみてもそれは、大陽娘たるさよりのイメージには、少しもそぐわないのだが──、彼女はやっぱり、自分のことを恥ずかしがりやだと言うのだ。

「水みず野のさんへのアタックは？」

　出で来き心ごころで訊きいてみた。

「……水野さんは、特別だからっ」

　なんだか照れくさそうにそう言われてしまって、俺はいろんな意味で撃げき沈ちんした。

「綺き麗れいだし、子どもに優しいし、子どもからも好かれてて、もうねっ、そんなの、誰だれでも大好きになっちゃうよねっ？」

　俺から言わせれば、それはそのまま、さよりにも当てはまるのだが。

　そう言ったら、少しは俺のことも気にしてくれるだろうか。

　──言えるわけ、ないけど。

　そんなことを考えていると、なんの前まえ触ぶれもなく、股また下したになにかがズボっと侵しん入にゆうしてきた。

「うおおっ！」

　俺の内ももに挟はさまった璃り空くが上を向いて、にへ～と笑う。

「り、璃空！　またかよ！」

　彼の小さくて熱いおててが尻しりや太ももを這はいずり──、って、もういいよそれは！

「こーら璃空！　ばっちいから、やめなって！　鳩はとヶが谷やマジ怒っていい？　璃空にヘンなこと教えんな！」

「教えてない！　俺は被ひ害がい者しやだ！」

　璃空を追いかけて駆かけ寄ってきた夏南に、俺は自みずからの正当性を主張する。

「璃空くんおいで？」

　さよりが微笑ほほえみながら両手を伸ばすと、チカン乳にゆう児じはあっさり彼女の胸に吸い寄せられて、嬉うれしそうに抱っこされている。──た、助かった。

「水みず野のさんっ、あとで一いつ緒しよにラッコ見に行かない？」

　ガーゼで璃り空くの洟はなを拭ふいてやってから、さよりが夏か南なに笑いかけた。

「…………。アタシ、ペンギンのほうが好きだし」

「可愛かわいいよねぇ、ペンギン！　私は水野さんと一緒なら、なんでもいいよっ！」

　全力の好意を向けられて、夏南は面食らっているのだろうか、仏ぶつ頂ちよう面づらを保ってはいるものの、その頰ほおは少し赤い。

「じ、じゃあ、みんなで見に行く？　ペンギンとラッコの順番にさ」

　なんて、さっきのさよりの真ま似ねをして、俺おれはその場を取り成そうと試こころみるが、相手は園児ではないのだ。そうすんなりいくはずもない。

　事実、夏南は俺の言葉には反応を示さず、さよりは曖あい昧まいな笑えみを浮かべるばかり。

　──うぅ、ちょっと寂さびしい。

「璃空ほら、おいで」

　さよりのお誘いはひとまず保ほ留りゆうにして、照れ隠かくしに璃空を奪だつ還かんしようとする夏南。

　しかし意外なことに璃空は、夏南からぷいっと顔を背そむけて、さよりの胸に顔を押し付けた。

「やぁだ！」

「ちょ、璃空、なに言ってんの。こっち、姉ちゃんとこ来なって」

「やー。やぁの！」

　イヤイヤと首を振って、ますますさよりに強くしがみつく璃空。

　さよりもちょっと意外そうな顔で、

「璃空くーん？　ほら、夏南お姉ちゃん、おいで、って言ってるよ？」

　と、璃空を夏南に返そうとするのだが、璃空は離はなれようとしない。

「あれれ、どうしちゃったのかなぁ？」

「ほら璃空！　わがまま言ってないで！　行くよ！」

　業ごうを煮やした夏南が、ついに璃空の身体を摑つかんで無む理り矢や理り抱っこしようとした。

「やぁーだぁーっ！」

　その途と端たん、璃空は泣き顔になって、身をよじって夏南から逃げようとしたのだ。

「…………っ！」

　夏南が、はっと息を飲んだのが分かった。

　そして次の瞬しゆん間かん、夏南は叫んでいた。

「璃空！　言うこと聞きな！」

　鋭するどく空気が震ふるえるような声に、傍そばにいた柚ゆず葉はとみゆちゃんも驚おどろいて、肩をすくめている。

　璃空の小さな顔が、みるみるくしゃくしゃになってゆくのが分かった。

「み、水野さん？」

　さよりが恐る恐るかけた声を搔かき消すようにして、璃空が大だい号ごう泣きゆう。

　その叫び声は辺り一いつ帯たいに響ひびき渡り、周囲の人たちがなにごとかと視線を投げかけてくる。

「行くよ璃り空く！　こっち来な！」

　夏か南なは、泣き続ける璃空をほとんど強引にさよりの手から奪い取った。すると、璃空の泣き声がますます大きくなる。完全に悪あく循じゆん環かんというか、負の連れん鎖さというか、俺おれは固まってしまってなにもできない状態だ。

　泣いて暴れる璃空を力づくで抱きかかえたまま、夏南はすたすたと順路を進んで行ってしまう。少し行ったところにちょうどサキ先生がいて、「おぉー、どったの璃空～？」と夏南のもとに駆かけ寄ったのを見て、俺はちょっと安心する。

　ふと気付いてさよりを見ると、両手を胸の前でぎゅっと握にぎり締しめ、夏南と璃空の様子を心配そうな表情で見つめている。

「……だ、大だい丈じよう夫ぶ？　河かわ原はらさん？」

「あっ、うんっ。私は、全ぜん然ぜん。でも水みず野のさんと璃空くんが」

「あのふたりがあんなになるなんて……、初めて見たな」

　基本夏南のことが大好きなはずの璃空が、あんなに聞き分けの悪い態度を見せるのがすごく珍しい。──本当に夏南が言っていたように、『反抗期』なのだろうか？

　そして、普段の溺でき愛あいっぷりからすれば、ああして夏南が璃空に怒ど鳴なるのだって、ものすごくレアな光景なのだ。

「りく、なんだか機き嫌げんよくないね」

　と、みゆちゃんも不ふ思し議ぎそうだ。

　そのとき誰だれかが、俺のジャケットをぎゅっと摑つかんだ。見れば、いつの間にか柚ゆず葉はが隣となりにいる。

「……どうした？」

「なんでもない」

　どこか不安そうに璃空と夏南の様子をうかがう柚葉の表情が、いやに印象的だった。




　やがてお昼時になって、オープンテラスでお弁当タイムと相あい成なった。

「そういえば今日、しおりちゃんは？」

　俺は途と中ちゆうのコンビニで買ってきたサンドイッチやらフライドポテトやらを柚葉に渡しながら、さよりに訊きいてみた。しおりは河原姉妹の次女、中学二年生だ。

「誘ったんだけどね。なんか『締しめ切りあるから無理』って言われちゃった」

　バッグからお弁当や水すい筒とうを出しながら、さよりが教えてくれる。

　──締め切り。つくづく、彼女とは住んでる世界が近いんじゃないかと思ってしまう。一度、腹を割って話してみたいものだ。

「……って、うわ、すごい！」

　さよりが開けた大きな重箱には、卵焼き、ウィンナー、唐から揚あげ、プチトマトにブロッコリー、三種類のおにぎりと、基本に忠実な、見た目も美しいメニューが収まっている。

「早起きして頑がん張ばってたんだよね～、さよ姉ちゃん。これで指にバンソーコーでも巻いてればお約束なんだけどさっ。……って、ホントに巻いてるしっ」

　かおりが大げさとも言えるジェスチャーとともにそう叫んだ途と端たん、さよりが顔を赤くして、慌あわてて左手を隠かくした。

「も、もうっ、なに言ってるのかおり！　ほら、このおしぼりでちゃんと手拭ふいてからだよ。……あっ、柚ゆず葉はちゃんも鳩はとヶが谷やくんも、どう？　良かったら食べてねっ？」

「え……、いいの、かな」

「もちろん！　多めに作ってきたんだからっ」

「お、おぅ。ありがとう。それじゃ、いただきます」

　俺おれは取り出しかけた自分用のコンビニおにぎりをそっと袋に戻すと、手を合わせてから、さよりお手製のお弁当に箸はしをつけた。

「……ん。美う味まい！」

「ホントっ!?　よかったぁ」

　なんて言って、ちょっと照れくさそうに笑うさより。

　そのあまりの可愛かわいさに、俺は大たい層そうどぎまぎしてしまう。

　──し、幸せすぎて泣きそう。好きな女子が作ってくれたお弁当をごちそうになるとか、こんな夢のような出来事をリアルで体験できるなんて──。バス遠足ブラボー！

「美お味いしい！　さよりお姉ちゃん、お料理上手だね！」

「こら柚葉、唐から揚あげばっか食べんな。野菜も食べなさい」

　俺が保ほ護ご者しや力を発はつ揮きして柚葉に釘くぎを刺すと、上じよう機き嫌げんだった彼女の顔が一いつ瞬しゆんにして険けわしくなる。

「……ヤダッ！」

「ヤダじゃねぇよ。……ていうか、バクバク食いすぎだよ！　意地汚ねぇヤツだな。かおりちゃんとこよりちゃんの分がなくなっちゃうだろうが！」

「ボク、ウィンナー食べるから大だい丈じよう夫ぶだよ。柚葉ちゃん、唐揚げ食べていいよ？」

　なんて優やさしいこよりの言葉に背中を押されて、

「じゃあ、バカイトが食べないで！　これ食べればいいでしょ！」

　と言って、食べかけのコンビニ食を俺に押し付けてきて、ぷいっと横を向いてしまう柚葉。

「……こ、このやろう」

　俺が怒りに震ふるえていると、隣となりに座るかおりが耳打ちしてきた。

「どうしたの？　ケンカ？」

　俺も自然と、彼女だけに聞こえるように小声で答える。

「んっ？　……あ、あぁ。まぁ、そういうことに……、なるの、かな？」

「こないだウチに来たときと、柚ゆず葉はちゃん、ちょっと違うから」

「あんときは、だいぶ猫ねこかぶってたけど……」

　しかし今現在、柚葉がヘソを曲げていることには変わりない。

　これはいい機会かもしれん、と俺おれは引き続き小声でかおりに訊きいてみた。

「かおりちゃんはさ、きょうだいゲンカしたとき、どうやって仲直りするんだ？」

「えっ？　……う～ん。……分かんない」

　かおりが、虚きよをつかれたような声を上げる。

　そんなこと考えたこともない、という感じだ。

　プチトマトを口に放り込みながら、彼女は眉まゆ根ねを寄せて、幼い思し案あん顔を浮かべた。

「うぅ～ん。……ムリに仲直りしようとは思わない！　かなっ？」

「……ほ、ほう」

　その答えに、俺は思わず口ごもる。

「だってきょうだいゲンカってね、謝あやまってどうこうなる問題じゃないんだもん」

　いつぞやのさよりと同じようなことを言って、かおりは笑った。

「それにね、先に謝ったほうがズルいんだよ？」

　かおりの言葉に、俺はドキリとしてしまう。

「えと……、それはどういった理屈で？」

「だって相手に謝られたら、謝られたほうは自分が悪者みたいな感じになっちゃうでしょ？」

　──どういうことだ？

「すっごく怒ってるのにね、急に謝られちゃったら、許さないといけなくなるでしょ。でもそんなのムリだもん。だって、怒ってるんだよ？　すっごく。そんな急に許せないよね？」

「うぅーん。……な、なるほど？」

　もちろんかおりは、俺が先に柚葉に謝ったという事実を知らないが、つまり彼女はこう言っているのだ。

『すごく怒ってたのに、お兄さんが急に謝るのはズルいよ？　柚葉ちゃんだって、そんなすぐには、お兄さんのことを許せないんだよ』

　──ってことだよな？

　俺はお茶を飲みながら、相変わらず唐から揚あげばかり食べている柚葉を見た。今のところ、こよりやさよりと笑い合ったりして、楽しそうではあるが──、俺とふたりになるとまた仏ぶつ頂ちよう面づらに戻ることは目に見えている。

「…………まったく、どうすりゃいいんだか」

　俺は誰だれにも気付かれないように、そっと囁ささやいた。




　お弁当のあとは、待たい望ぼうのイルカショーの時間だ。

　大型の劇場型プールにて繰くり広げられるイルカたちの技の数々に、子どもも大人も仲良く歓かん声せいを上げる。

　見れば、園長先生は年長の悪ガキ盛ざかりの子ども数名を連れて、最さい前ぜん列れつを陣じん取どっている。

　ジャンプしたイルカがまき散らす大量の水を心ゆくまで浴びることができるという、大人にとってはちっとも嬉うれしくない席だ。

「うわ～、良りよう平へいたち、びしょびしょだね」

「みゆちゃんはあの席じゃなくて良かったのか？」

「だってぇ、お洋服濡ぬれちゃったら、ママ疲れちゃうもん」

　我わが子がずぶ濡れになってゆくのを見て、少し離はなれたところに座ったママたちが複雑な悲鳴を上げている。──な、なるほどね。

　そんな楽しげな光景を横目に収めてから、俺はちょっと振り返って、斜め後ろに座る夏か南なと璃り空くの様子をうかがった。

　さきほどは号ごう泣きゆうしていた璃空も、どうやら今はイルカショーに釘くぎ付づけのようだ。夏南の膝ひざに座って、目を真ん丸に開いて、イルカたちに見入っている。

「……璃空、機き嫌げん直ったのかな」

　夏南たちの隣となりには、さよりがいる。

　さっきのケンカの原因になってしまったことを気にしているのだろうか。さよりは時とき折おり夏南に向けてなにやら親しげに喋しやべりかけているが、夏南は相変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づらで、まともに返事をしているようには見えない。

　やがてイルカショーが終わり、劇場型プールに盛せい大だいな拍はく手しゆが鳴り響ひびいた。

　時計を見ると、集合時間まではあと一時間弱。最後の自由時間だ。

　みゆちゃんや柚ゆず葉はがリサ先生に連れられてトイレに行っている間に、俺はさよりたちのところへと駆かけ寄った。

「よ、よぅ。……璃空、イルカどうだった？」

「いむかー☆」

　今は自分の足で立っている璃空が、両手をぶんぶん振って、俺の言葉を復ふく唱しようした。

「お、ご機嫌じゃん。お利り口こうに見てたんだな」

　すると璃空は小さく背伸びして、夏南ではなく、さよりに向けて両手を伸ばす。

「だっこ☆」

　その無む邪じや気きな一言に罪はない。

　しかし、夏南とさよりの間に、微び妙みような空気が流れたのが、俺にもハッキリ分かった。

「抱っこかぁ。璃空くんは甘えんぼさんだねっ」

　そう言いつつも、優やさしく璃空を抱き上げてやる、さより。

　また夏南が怒り出すんじゃないか、と俺は身構えるが、意外にも、そうはならなかった。

「……どうせアタシが来いって言っても、泣くんだろ」

　──嫉しつ妬としてるよこのひと！

「えぇ？　そうかな～。璃り空くくんどうする？　私と夏か南なお姉ちゃんと、どっちがいい？」

「だぁだ☆」

　会話の意味を理解しているのかどうかは謎なぞだが、璃空は絶ぜつ妙みようのタイミングで、さよりの胸に抱きついて顔を押し付ける。

「あっ、……ダメだよっ。くすぐったいってばっ」

　その光景を見て俺おれが殺意を覚えるのと同時に、夏南も声を張り上げた。

「やっぱ胸ソレがズルいだけじゃん！　璃空がおっぱい魔ま人じんになるから、マジやめて！」

「……もう手遅れなんじゃ。璃空だってその、ないものねだりをするわけにも」

　ぼそりと本ほん音ねが出てしまった俺を、夏南が睨にらんだ。

「ちょっと鳩はとヶが谷や……？　殴なぐってもいいよね？」

「ひいっ、ごめんなさい！　ま、マジ失しつ言げんでした！」

　夏南は怯おびえる俺をひとしきり睨にらみ付けてから、さよりに向き直り、強引に璃空を取り戻そうとする。しかしそれは、残念ながら逆効果のようだ。嫌がる璃空が身をよじって、ますます強く、さよりの胸にしがみついた。

　それを見た途と端たん、夏南の感情が昂たかぶるのが分かった。

「璃空！　なんでお姉ちゃんの言うコト、聞かないのっ!?」

　そんな夏南のことがちょっと気の毒どくになった俺は、またしてもピリピリし出したこの場を取り成すように言った。

「どうしたんだよ璃空。あんま姉ちゃん心配させんなよ？」

　それは璃空に向けて、というよりは、夏南に向けての言葉だったのだが。

　彼女は璃空の意識を自分に向かせようと必死で、聞いているのか、いないのか。

「璃空くんもうすぐ二歳さいだから、イヤイヤ期なのかなぁ？」

　人差し指をあごに当てたポーズで、さよりがそんなことを言った。

「イヤイヤ期って？」

「自じ我がが芽め生ばえ始める頃に、よくあるの。なにをするにも『自分で自分で！』って言うようになって、こっちが言うコトをぜーんぶ『イヤ！』って否定しちゃうんだ」

「へ、へぇ～。そんなのがあるんだ」

　さすが、四人姉妹の長女である。

　俺が感心していると、さよりは夏南に向かって笑いかけた。

「もしそうだとしても今だけだから……、大だい丈じよう夫ぶだよっ。心配いらないと思う」

「やっぱ河かわ原はらさんが言うと、説得力あるよな！」

　少しでも雰ふん囲い気きを明るくしよう、と俺がちょっと大げさなリアクションを取ったその瞬しゆん間かん。

「…………。なにソレ。アンタになにが分かんの」

　硬かたい声で、夏か南なが言った。

「……えっ？」

「はっ、バカじゃん？　きょうだい多いからって、アタシと璃り空くのことまで、知ったような口きくなよ、って感じ」

　あまりに一方的だとは思ったが、夏南のえらく刺とげ々とげしい物言いに、俺おれは思わず言葉を失う。

「……そんなの、事情はそれぞれじゃん」

　ぼそりと吐はき捨てた夏南の言葉には、恨うらみや怒りというよりは、なんだか寂さびしそうな響ひびきが混じっているような気がした。

　俺の脳のう裏りに璃空の母親の顔が──、夏南とは少しも似ていない、彼女にとっては『二人目の母親』の顔が、浮かんだ。

「あ……、私」

　戸と惑まどうさよりの呟つぶやきを遮さえぎって、夏南は再び璃空を強引に彼女から奪い取った。

　予想通り、璃空は大だい号ごう泣きゆうを始めたが、今度は夏南もひるまない。

　泣き叫ぶ璃空を両腕で押さえつけながら、さよりを力強く見み据すえる。

「アタシと璃空のことなんだから、アンタには関係ない」

　それじゃあほとんど、捨て台詞ぜりふだよ──。

　きびすを返して行ってしまった夏南の背中を見つめながら、俺はガラにもなく、なんだか悲しい気持ちになってしまった。

　ちょうどそこへ、柚ゆず葉はとみゆちゃんが戻ってきた。

「璃空、また泣いてるね」

　みゆちゃんが不ふ思し議ぎそうに言うと、柚葉も、

「……お腹空すいてるんじゃない？」

　と、のんきな憶おく測そくを口にした。

　──お前じゃないんだから。

「河かわ原はらさん……」

　どうしたものか、とさよりの様子をうかがうと、彼女は俺を見て屈くつ託たくなく笑う。

「えへへっ、怒られちゃった。……ちょっとエラそうだったかなっ」

「俺は……、そんなことないと思うけど」

「う～ん。でも、水みず野のさん的にはちょっとヤダったってことだよね？　あとで謝あやまらなきゃっ」

　なんて前向きな彼女に、このときはひとまず安心したのだが──。

　ちょうどそのとき、次の回のイルカショーを見るためだろう、大おお勢ぜいの人が劇場型プールの座席へと集まってきた。出入り口近くにいた俺たちは人波に翻ほん弄ろうされながら、なんとか外へ出る。

「うおぉ、すげぇ人だな。……うぉーい、柚葉、みゆちゃん、ちゃんといるか？」

「うん、おにーちゃんにくっついてるから★」「くっついちゃダメッ！」

　俺おれはふたりの幼女が自分にまとわりついていることを確認してから、さよりの姿を探した。

　──あれ？

　さよりが、劇場型プール出口の壁かべにもたれるようにして、うつむいている。その表情はうかがい知れないけれど、明らかに普通ではない。

「……河かわ原はら、さん？」

　俺は人波をかき分けて、さよりのもとへと駆かけ寄った。

「どうしたの!?　大だい丈じよう夫ぶ？」

「……あ。ご、ごめんね。ちょっと、ふわってなっちゃって」

　心なしか、顔が白い。貧ひん血けつだろうか。かなり辛つらそうだ。

「と、とりあえず動けそうなら、外出よう。ゆっくりでいいから。だ、大丈夫？　つかまって」

「あはは……、ごめん」

　力なく笑うさよりを見て、柚ゆず葉はとみゆちゃんが不安そうに顔を見合わせた。




　子どもたちをリサ先生に預けて、俺はさよりと連れてオープンテラスへと出た。

「……これ、良かったら」

　俺は売店で買ってきたジュースを差し出すと、さよりは両手でそれを受け取りながら、恥はずかしそうに笑った。

「ありがとう鳩はとヶが谷やくん。……ホント、ごめんねぇ。びっくりさせちゃったよね」

　外の空気を吸って、少しは気分が回復したのだろうか。さよりの顔色はずいぶん良くなったような気がする。

「いや、そんなの全ぜん然ぜん気にしなくていいから。それより、大丈夫？」

　ゆっくりとストローに口をつけて、こくんと一口ジュースを飲んでから、さよりはふぅと短い息を吐はいた。

「……実はその、ちょっと人ごみが、あんまり得意じゃないっていうか」

「そ、そうなんだ。……でも、ムリもないよ。すごい人だったから」

　するとさよりは、ちょっと自じ嘲ちよう気味に、くすっと笑った。

「昔はそうでもなかったんだけどなぁ……」

　言葉が続きそうだったので黙だまっていたが、結局さよりは黙ってしまって、空を見上げている。

　俺は彼女が座るベンチの隣となりに腰かけて良いものかしばし悩み、それから意を決して腰を下ろした。少し離はなれているところが、我われながら情けない。

　かけるべき言葉も見つからないまま、俺は自分用に買ったアイスコーヒーを口に含ふくんだ。

　すると、かおりがこよりの手を引いて、室内からテラスへ出てくるのが見えた。

「さよ姉ちゃ～ん！　先生たちに聞いたよ！　だいじょうぶなのっ!?」

「……さよりおねえちゃん」

　心配そうな顔で駆かけ寄ってきた妹たちを前にして、さよりはニッコリと微笑ほほえんだ。

「ごめんね？　もう大だい丈じよう夫ぶだから。……鳩はとヶが谷やくんに、助けてもらったんだよ」

　するとかおりが、目をキランと光らせた。耳をピクッと立てる猫ねこみたいである。

「なんだよもー、人騒がせなんだから！　……ほら、こより行こ？　邪じや魔ましちゃダメだし」

　そう言って、俺を見ながら、にんまりと笑うかおり。──な、なにが言いたいのかな？

「ボク……、のど渇かわいた」

　かおりに手を引かれながら、こよりがポツリと言った。その目は、俺たちが持っている飲み物に注がれている。

「水すい筒とうのお茶は？　もう飲んじゃったの？」

　そう言って、さよりがベンチから立ち上がる。

「ペットボトルのお茶、買いに行こっか？」

「ボク……、ジュースがいい」

「え～？」

「だってさよりおねえちゃんも、飲んでるもん」

「うっ。……しょうがないなぁ、今日は特別だよ？」

　なんて言いながら、さよりはこよりの手を引いて、自販機のほうへ行ってしまった。

　必然的に、俺とかおりが取り残される格好になる。

「あちゃー、こよりのヤツめ。……ごめんね、お兄さん？」

「なっ、なんのことかな？」

　すっとぼけようとしたが、かおりのニマニマ笑いを見るに、それが通じないことが分かった。

　厄やつ介かいなことになる前に、俺は対かおりの基本戦せん術じゆつ、生き真ま面じ目めモードをチョイスする。

「お姉さん、人ごみが苦手だって言ってたけど……、大丈夫かな？」

「んー？　大丈夫って言ってたから、大丈夫じゃない？」

「だと、いいんだけど」

　俺は身構えるが、意外にもかおりは黙だまっている。──珍めずらしいな、と思って彼女の横顔を見ると、テラスの端はしっこにある自販機コーナーに立つ、自分の姉と妹の背中を見ているようだ。

「……いつだったかなぁ。かおりがまだ、幼よう稚ち園えんくらいのときかな？」

　唐とう突とつに、彼女が喋しやべりだした。

「家族でショッピングモールに行ったときにね、かおり、迷まい子ごになっちゃったんだ」

「……そう、なんだ」

「こよりが生まれる直前で、お母さんお腹大きくて大変だったから、お父さんとふたりでゆっくりお買い物させてあげようと思って……、さよ姉ちゃんがね、しーちゃんとかおりの手繫つないで、面倒見てくれてたんだって」

「……だって？」

「あははっ、だってよく覚えてないんだもん」

　朗ほがらかに笑うかおり。

「さよ姉ちゃんが中学生くらいのとき？　なのかな？　かおりが迷まい子ごになって、ビックリしたって言ってた。『自分のせいだ』って、すごく怖かったって」

「……」

「しーちゃんだって、今のかおりよりも小ちゃいくらいで、不安で泣いてたんだって。今考えたら笑っちゃうよね。あのしーちゃんが!?　って感じで」

　俺おれの視線の先には、小さな妹と手を繫つなぐ、さよりの背中。そんな彼女の背せ丈たけがさらに小さく、中学生くらいの大きさになったような、気がした。

「それで……、かおりちゃんは」

　不意にあのときの──、柚ゆず葉は失しつ踪そう事件のときの焦しよう燥そう感が、俺の胸をかすめる。

　──たくさんの人でごった返すショッピングモールのなか、幼いかおりを見失って、泣きじゃくるしおりの手を引いて、立ち尽くす中学生のさよりの姿が、脳のう裏りに浮かんだ。

「あのねっ！　かおりはちゃんと迷子センターにいたんだって。誰だれか親切な人が、迷子になったかおりを見つけて、そこまで連れてってくれたんだよ」

「そっか。……よかった」

　それを聞いた途と端たん、俺はほっと胸を撫なで下ろす。

「その人のこと、かおりも全ぜん然ぜん覚えてないし、さよ姉ちゃんやお母さんたちが迷子センターに来たときにはもう、いなかったんだって。……だから、お礼が言えなかったって」

「……その、優やさしい誰かのおかげで、いまの元気なかおりちゃんがいるってわけだ」

　言ってからちょっと不ふ謹きん慎しんだったかも、と思ったけれど、かおりは無む邪じや気きに笑う。

「そうなのっ！　だから私、その人と会ってみたいんだよねっ！　カッコいい人だったら、どうしよう！　まさか、お兄さんじゃないよねっ!?」

　残念ながら俺には、ショッピングモールで迷子の世話をした記憶はないのだった。

　黙って首を横に振ると、かおりは一転して、小さな声で囁ささやいた。

「それから、さよ姉ちゃん、人ごみが苦手になったんだって」

「……そうだったんだ」

　再び沈ちん黙もくが落ちたところで、ちょうどふたりが戻ってきた。

　こよりは両手で、小さなペットボトルを抱かかえて嬉うれしそうだ。

「よしっ！　戻ろうこより。最後にもっかい、サメ見に行こうよ！」

　勢いきおい良く立ち上がったかおりが、半なかば強引に妹の手を引いて、行ってしまった。

「走って転ばないでよ！」

「そんなのさよ姉ちゃんだけだよっ！」

　振り返って言いつつも、段差につまずいているかおり。てへへと笑って、ふたりはそのまま室内へと消えていった。

「……もう」

　さよりが苦く笑しようしながら、再びベンチに腰を下ろす。

　──さっきより、ちょっとだけ距きよ離りが近いような!?

　俺おれが必要以上にどぎまぎしていると、さよりがちらりと俺の横顔を見たのが分かった。

　お互い、言葉を探して、でも会話は始まらなくて。

　そしてふたりの視線が、一いつ瞬しゆん交こう錯さくする。

　緊きん張ちようと焦あせりから、俺は気付けば彼女にこんなことを訊きいていた。

「河かわ原はらさんはさ……、どうして、保育士になりたいの？」

　それは、前々から一度尋たずねてみたかった疑問だ。

　この場でいきなり口に出す質問としてふさわしかったのか、それは分からないけれど──、さよりはちょっと口ごもるようなそぶりをみせてから、うっすらと笑った。

「理由、かぁ。……難むずかしい質問だねっ」

「ご、ごめん。不ぶ躾しつけだったなら、今のは」

　忘れて、と慌あわてて取り消そうとしたら、彼女が突然、膝ひざの上に乗せていた両手をぱっと開いた。そうしてベンチの背もたれに身体からだを預けて、ゆっくりと空を見上げる。

「子どもが好き、ってのも、もちろんあるけど……」

「…………」

　俺は黙だまって、彼女の言葉を待つ。

「いろんな可能性を秘ひめてるじゃない？　子どもって。……その成長を間ま近ぢかで見て、感じることができるから、かな？」

「……可能性、かぁ」

　ふと、思った。

　それって、なにも保育士にならなくても、将来自分に子どもが生まれて子育てするときになれば、自おのずと体験できることなのでは？

　そんなことをチラリと考えたが、わざわざ口に出すことはしなかった。別に、揚あげ足を取りたいわけじゃないのだ。俺はただ、彼女のことを知りたいだけなのである。

　と、そのときさよりが、我われに返ったように、「あっ」と声を上げた。

　同時に、くぅ、という音が、聞こえたような気がした。

「……どうしたの？」

「あの、鳩はとヶが谷やくん……。その」

　どういうわけかさよりは、少し頰ほおを染そめて、もじもじしている。

　──な、なんだこの展開は！　なにがどうなった!?　俺おれはどうすればいいんだっ！

「は、はい！」

「……その、私ちょっと、お腹、空すいちゃって」

　──はい？

「……たこ焼き」

「たこ、やき？」

「たこ焼き、食べたくて！　買ってきていいかなっ？」

「……お、おぅ！　ていうか買ってくるよたこ焼きくらい！」

「えぇっ、いいよっ！　悪いしっ！」

「お弁当のお礼！」

　俺は立ち上がろうとするさよりを制して、売店へダッシュ。数分後には、かつお節ぶしの踊るたこ焼きを彼女にサーブした。

「あ、ありがとうっ！　ごめんね？　いきなりたこ焼きとか言って。……その、私ちょっと、お弁当の出来が気になっちゃって、実はさっき、あんまり食べられなくて」

「それって柚ゆず葉はと俺が、おかずをもらいすぎたから!?　ご、ごめん！」

「ちがうのっ！　ホント、私が勝手にアワアワしてただけだからっ」

「……う、うん」

「あっ、鳩はとヶが谷やくんも食べる？　はい、お先にど～ぞっ」

　さよりはそう言って、楊よう枝じに刺したたこ焼きをひとつ、俺の口元へと運んでくれる。

　──こ、これは、噂うわさに聞く『あ～ん♪』というヤツなのか！　し、信じられん！

　俺は嬉うれしさと恥はずかしさに内心身み悶もだえながら、おずおずと口を開け──。

「……うわっちぃ！」

　ぼとっと落下した灼しやく熱ねつのたこ焼きが、俺の舌を焼いた。

「きゃあっ！　ご、ごめん鳩ヶ谷くんっ、熱かったっ？」

「だっ、だだ、だひしょーふっ！　ははっはふっ、ふはい！」

　大やけどの口内と闘いながら、涙を流しながら笑う俺、マジ必死。




　精せい一いつ杯ぱいはしゃいで、疲れ果ててしまったのだろう。帰りのバスで、子どもたちの大半は夢のなかだった。大人たちも皆一いち様ように、気け怠だるげにシートに身体からだをうずめている。

　俺は隣となりで居眠りをしているパパさんを起こさないようにして少し立ち上がったりして、前方に座るさよりの様子をうかがった。

　もうすっかり具合は良くなったようだ。エージ先生と楽しそうになにごとかを話している。その光景には嫉しつ妬とするしかないが、時とき折おりさよりは後ろを振り返って、夏か南なへと視線を投げている。が、眠っている璃り空くを膝ひざに乗せた夏南は、窓まど枠わくに肘ひじをついて、ずっと外を眺ながめている。

　結局最後まで、ふたりの視線が交わることはなかった。

　そして、解散場所の高こう架か下した公園に到着してバスを降おりたところで、俺おれはひとつの決定的な出来事を目にしてしまう。

　さよりとしても最後のチャンス、ちゃんと謝あやまって後あと腐くされのないようにバイバイしよう。そんな気持ちがあったのだろう。

「水みず野のさんっ。ごめんなさい！　私、ちょっと馴なれ馴れしかったよね？」

　バスから降おりるなり、さよりは夏か南なの前に回り込み、勢いきおい良く頭を下げて、両手をそっと前で合わせる。

　そしてそのままゆっくりと顔を上げ、上うわ目め遣づかいで夏南を見て、てへへと笑った。

　璃り空くを抱っこした夏南は、一いつ瞬しゆんたじろいだ様子だったが、次の瞬間、さっと表情を硬かたくしてしまった。

「……だいたい、なんでアンタがちびともに来てんの？」

「えっ」

「園児の保ほ護ご者しやでもないのにさ。意味分かんねーし」

　そう言って、さよりが言葉を返せないでいるうちに、夏南は背を向けた。

　近くで聞いていた俺は、口を出さずにはいられなかった。

「河かわ原はらさんは、保育士のお手伝いで、ちゃんと園長先生にも」

「そんなの、知ってる！」

　しかし夏南は、俺の台詞せりふを強引に遮さえぎった。

　そしてそのまま会話を切り上げて、行ってしまう。

「……なに怒ってるんだよ」

　夏南の頑かたくなな態度には、さすがに俺も憤いきどおりを感じずにはいられなかった。

　ふと気付いて、おそるおそるさよりの表情をうかがうと、彼女はとくに凹へこんだ様子もなく、俺に明るく笑いかけてくれた。

「ごめんね鳩はとヶが谷やくん、フォローしてもらっちゃってっ」

「い、いや、なんか逆効果だったみたいで、むしろ、ごめん」

「そんなことないよっ。嬉うれしかったです。ありがとっ」

　憧あこがれの彼女からそんなふうに言ってもらえたので、不ふ機き嫌げんな夏南のことはすぐに忘れて、俺は単純に舞まい上がってしまったのだ。

　つくづく鈍にぶかったと、後悔することになるとも知らずに──。










　　　　　　　３







　病気だって、事故だって、異変に気付いたときには大たい抵てい手遅れだ。

　深しん刻こくな事態になる前に、微かすかな予よ兆ちようを感じ取り、適切な予防措そ置ちを取ることこそが、なにより大事なのである。

　しかし俺おれは、そこまで鼻が利きかなかった。

　身も蓋ふたもない言い方をすると、ニブかった。

　週明け、月曜日の放課後、俺はいつものように部室で少し時間を潰つぶしてから、待ち合わせ場所である西階段前に向かった。

　ところが、いつもなら大抵先に来ているさよりが、いない。

　そして待ち合わせ時間になったそのとき、彼女からメールが届いた。

『ごめんね鳩はとヶが谷やくんっ。美化委員のお仕事入っちゃった[image: かおもじ]　今日はちびとも、お休みさせてください。柚ゆず葉はちゃんによろしくね[image: かおもじ２]』

　──そうか。美化委員の仕事があるなら、しかたがない。

　能のう天てん気きな俺は、そう考えて自分自身を納得させ、ひとりちびともへと向かった。

　しかし翌日の放課後、またしても、さよりは待ち合わせ場所に来なかった。

　待ち合わせ時間を十分ほど過ぎたところで、俺からメールを送ってみた。すると彼女から、すぐに返信があった。

『ごめんっ！　今日、早く帰ってこよりの面めん倒どう見ないといけないんだっ。お昼のうちに伝えておけばよかったのに、失礼しましたっ[image: かおもじ３]』

　──そう、か。こよりちゃんは柚葉と同い年で、幼よう稚ち園えんに通っているという。お母さんが忙しくて面倒を見れないとか、そんな理由かな？

　まだ俺は、そんなことを考えつつ、ひとりちびともへと向かった。

　そしてまた、次の日。

『度たび々たびごめんなさいっ。なんだか美化委員のお仕事、本格的に忙しくなってきちゃった。ちょっと……、落ち着くまでしばらくは放課後潰つぶれちゃうかも[image: かおもじ４]　柚葉ちゃんに会いたいよぉ』

　────。

　そう、なのか。

　美化委員って、そんなに忙しいのか。

「……しょうがない、よなぁ？」

　そう呟つぶやいて、俺はひとり下足室を出る。

　ここへ来て俺にも、なにかがおかしいと、ようやく分かってきた。

　これって、ひょっとして──？

　あまり嬉うれしくない想像が脳のう裏りによぎって、俺おれはかぶりを振った。

　い、いや、まさかな。彼女に限って、そんなことはないだろう。

　子ども好きで、保育士になるっていう夢があるんだし。

　美化委員のほうが落ち着いたら、またこれまでと同じように、ちびともに来てくれるはずだ。

「バカイト……、今日もさよりお姉ちゃん、いないの？」

　到着したちびともで、駆かけ寄ってきた柚ゆず葉ははさよりがいないことに気付き、あからさまにがっかりしたような声を出す。俺は思わず、口ごもってしまった。

「あ、あぁ、まぁな。お姉さんは子どもと違って、いろいろ忙しいんだよ」

「でもバカイトは毎日ヒマそうじゃん」

「う、うるせぇよ！　ほら、帰るから支し度たくしろよ」

「分かってる！　言わなくてもいいのっ！」

　さよりがいないのであれば、保育実習という名の子守りを園でやる理由もなくなってしまう。

　月曜日からずっと、お迎むかえに来てすぐに家に帰る日々が継続中だ。

「おにーちゃん、もう帰っちゃうの？」

　それに気付いたのか、みゆちゃんが俺の腕を取りながら、そう訊きいてきた。

「あ、うん。河かわ原はらさんもいないしな」

「さよりセンセ、もうちびともに来ないの？」

「……いやっ、そんなことはないと……、思うけど」

「えぇ～、みゆ、さよりセンセのこと好きだから、寂さびしいなぁ」

　すると、それを後ろで訊いていた柚葉が、負けじと割り込んできた。

「柚葉だって、さよりお姉ちゃん大好きだもん！　だっていっつも、柚葉と遊んでくれるんだもん！　お姉ちゃんだってきっと、柚葉のことが大好きだよ！」

　──またお前は、ヘンな対抗心を燃やしてからに。

「そんなの、さよりセンセに訊いてみないと分からないよ？」

　みゆちゃんの無む邪じや気きな一言にも、いちいち反応する柚葉。

「訊かなくても分かるもん！　お姉ちゃんは一番たくさん、柚葉と遊んでるんだもん！」

「でもね柚葉ちゃん、さよりセンセをひとりじめしたらダメだよ？　だって、ちびともでお勉強してるんだよ。エージ先生やサキ先生から、先生のこと教えてもらってるんだって。だから、さよりセンセも、いろんな子と遊んだほうが、きっと勉強になるんだよ？」

　──ほ、本当にこの子は、物分かりが良すぎることで。

「違う！　さよりお姉ちゃんは、最初に柚葉と仲良くなったんだから！」

　まるで大人と子どもである。あなたたち、確か、同い年でしたよね？

「ほら柚葉、それ以上怪け我がする前に、帰るぞ」

「？？　ケガなんてしてないよ？　バンソーコー貼ってないじゃん」

「……お前はもうちょっと、オネエサンにならないといかん」

「柚ゆず葉は、オネエサンだよっ。だってコタローいるもん」

　ひとりっこのみゆちゃんのほうが、百倍『お姉さん』っぽいがな。

「じゃあな、みゆちゃん。また明日な」

「あっ、そうだおにーちゃん。今度さよりセンセに会ったら、みゆが会いたがってたって、言っておいてね？」

　首を傾かしげて、ニコっと可愛かわいく笑うみゆちゃん。

「お、おぅ！　まかせとけ」

「うんっ。じゃあね、おにーちゃん、柚葉ちゃん、バイバイ☆」

「バカイト早くしなさい！　遅い！　置いてっちゃうよ！」

　いつの間にか靴くつを履はいて玄関に仁に王おう立だち。両手を腰に当てて、声を張り上げる柚葉。

「へいへい。勝手に外出るなよ」

「ハイは一回でしょッ！」

　あぁ……、ほんと、手に余るお子様だぜ。

　眉まゆを吊つり上げてこちらを睨にらんでいる柚葉を眺ながめながら、俺おれは盛せい大だいにため息をついた。

　ドアを開けて外へ出たところで、ちょうど夏か南ながやってきた。

「あ、お疲れ」

　夏南は、声をかけた俺に片手をひらっと一回だけ振って、挨あい拶さつはしてくれた。無言だけど。

　開いたドアを押さえて彼女を通そうと待っていると、立ち止まった夏南が俺を見る。

「…………」

　彼女の仏ぶつ頂ちよう面づらから、その感情は読み取れなかったが──、なぜだろう、俺は自然と、さよりのことを口にしていた。

「なんか今週は、忙しいみたいで……。河かわ原はらさんは今日も来てない」

「ふん」

　鼻を鳴らして、そのまま行ってしまうのかと思いきや、夏南は立ち止まって、なにかを言いたそうに目を泳がせている。だから俺は、会話を続けようとした。

「……でもたぶん、また時間ができたら」

「だから、関係ないし」

　その言葉を遮さえぎって、夏南は行ってしまった。

　玄関でするりと靴を脱ぐ彼女の後ろ姿を眺めながら、俺はドアを離はなす。

「…………」

　ドアが閉まり、残された俺と柚葉は無言になった。

　──実は、ふたりになると、だいたいこんな感じだ。

　みゆちゃんとかさよりとか、誰だれかが一いつ緒しよにいると、その第三者を介かいして俺おれと柚ゆず葉はの会話は成り立つ。しかし家や送り迎むかえの道すがらなど、ふたりだけのときにはあまり会話がない。もはや、そもそもの原因がなんだったのかすら、ハッキリとは思い出せない有あり様さまだ。

　初めて体験したきょうだいゲンカ（？）を、ズルズルとここまで続けてしまった俺たち──、いったいこれから、どうすりゃいいんだ!?　本当に、時間が解決してくれるのだろうか？

　俺はしばし玄関先に立ち尽つくしていたが、こんなことを考えていてもしょうがない、と思い直す。──帰るか。

「行くぞ柚葉」

　声をかけて歩き出すと、柚葉は黙だまってついてきた。もちろん、手など繫つなげるはずもない。

　亀かめ足あしで少し進んだところで、背後でドアが開く音がして、盛せい大だいな泣き声が響ひびき渡った。

　振り返ってみれば、またしても、夏か南なに抱っこされた璃り空くが泣き叫んでいる。

「璃空、また泣いてる」

　柚葉が呟つぶやいた。

　──おぉ、あそこのケンカ（？）も、ずいぶん長引いてるなぁ。

　これまではずっと、いつも穏おだやかで愛に満ちた雰ふん囲い気きをまとっていたふたりだけに、今の状態は異常と言わざるを得ない。璃空は夏南になにを言われてもイヤイヤするだけだし、どうやら夏南も、相当困り果てているようた。

　考えてみれば、さよりがいない今だって、璃空はあんな調子だ。

　──ということは、だよ？

　璃空が夏南の言うコトを聞かないのって、さより（の胸）が原因じゃ、ないのでは？

　かと言って、そんなことを俺が今の夏南に提言したとしても、「は？　それで？」で終了だ。間ま違ちがいない。

　でもさよりは気にしているかもしれないし、せめて彼女には伝えたい。メールだと味あじ気けないから、次に会ったときにでも、言ってみようかな。

「なにしてんのバカイト」

　柚葉の声で我われに返る。

　いつの間にか、夏南と璃空の背中もずいぶん小さくなっていた。

　俺はそちらに背を向け、おぅ、と頷うなずいて歩みを再開する。すると柚葉が再び口を開いた。

「……さよりお姉ちゃん、もう来ないの？」

　例の、地の底から響くような声だ。

「いや、だから大だい丈じよう夫ぶだって」

「なんで分かるの!?」

　そう訊きかれて、俺は答えに窮きゆうする。

「……河かわ原はらさんが、『ちびともには行かない』って言ったわけじゃないからだ」

　柚ゆず葉はは俯うつむいて、自分の爪つま先さきを見つめながらしばらく黙だまって歩いていたが、ぱっと顔を上げて、俺おれを見み据すえた。

「さよりお姉ちゃん連れてくるって、約束して！」

「あん？　なんでだよ？」

「だって柚葉、お姉ちゃんがいないと寂さびしいから、ヤダ！」

「そりゃ、俺だって……」

「バカイトがみゆちゃんと遊んでても……、さよりお姉ちゃんは、柚葉と遊んでくれるもん」

「…………」

　その一言に、俺は動どう揺ようしてまう。

　──確かに、柚葉との仲なか違たがいが深刻になった原因として、俺がみゆちゃんと仲良くなったことを無関係と割り切ることはできない。

　そもそもは、みゆちゃんからのアプローチがきっかけになってはいるが、可愛かわいらしくて聞き分けが良くて（ある意味で大人な）彼女と接することで、俺自身が救われていたことは事実だ。

　同じように柚葉にとっては、さよりこそが、大事な拠より所どころだったのだろう。

　俺との仲がギクシャクしていても、さよりお姉ちゃんはいつでも優やさしくて、自分のことをちゃんと構ってくれる──。そんなさよりが園に来なくなると思ったら、どんな気持ちか──。

　それくらいは、鈍にぶい俺にだって理解できる。

「ねぇバカイト聞いてるっ？」

「……あぁ、聞いてる」




　結局、次の日も、その次の日も、さよりは園に来なかった。




　　　　　＊　＊　＊




　週末、土曜日である。

　先週はバス遠足で一日潰つぶれてしまったが、今週はとくに予定もない。

　さよりのことは気になるが、かと言って休日までずっとふさぎ込んでいるわけにもいかない。

　窓の外に広がる快晴の空を横目に、俺は朝から張り切って自室にこもっていた。

『タクティクス・サーガ』を進めないといけないし、締しめ切りが先だとはいえ、部誌向けのイラストラフも描いておきたい。あと、Pixisピクシズ用に下書き取り込んだままだったプリモア絵に色着けたいし、ラノベ積つん読どくタワーの切り崩くずしも大事な仕事だ。

　──勉強？　ふふ、なんのことかな？

　てな感じで朝から忙しく休日を過ごしていたら、あっという間に日暮れである。

　今日は柚葉の妨ぼう害がいもなかったし、なんて平和な土曜日なんだ。

　昼飯のカップラーメンを食いに降おりたときには誰だれもいなかったし、おそらく父母は柚ゆず葉はを連れてお出かけでもしているのだろう。俺おれとしては伸び伸びできて、言うことナシである。

　と、思っていたら、突然おかんからメールがきた。

『選択者鳥込んで経たんどいて！　夕飯てキトーに寄ろシク☆　そろそろ帰る』

　──なんだよこの暗号文。ナメてんのか。

　とはいえ、俺とて、もう高校生である。

　おかんの意味不明メールから適切な文意を読み取り、家事の手伝いくらいはしてやろう。

　俺は伸びをして、心地ここちよい疲れに満たされた身体からだをほぐしながら、ベランダに出た。

　干してある洗せん濯たく物ものをぽいぽいと室内に放り込んでから、居間に座り込んでそれを畳たたみにかかる。俺の服はテキトーでいいのだが、両親、とくに父の服はちゃんと畳まないとうるさいのだ。──ったく、そんなら自分でやれっての。家事をしない男が結婚できたのはもう昔の話だ。今の時代、モテるためには家事くらい鼻歌まじりで片付けられんといかんよ。

　なんてアホなことを考えながら、プリモアのオープニングテーマを口ずさみつつ、俺は柚葉の服に取りかかる。くっそ、やたら小さくて畳みにくい。小さいくせにゴテゴテヒラヒラ余計な飾かざりがくっついてて手に余るぜ。

　園のお食事タオルとかガーゼとか、いったい何枚使う気だよ。見ろ、こうやって積んでくと、タオル屋が開けそうだぜ。

　──と、そこで、まるで雷に打たれたように俺の手が止まった。

「こ、これは！」

　ものすごいものを見つけてしまったのだ。

　俺は恐る恐るそれを手に取って、ゆっくりと広げてみる。

　そう、柚葉のパンツである。

「……ま、間ま違ちがいない」

　俺はごくりと息を飲んで、顔を近付け、食い入るように見つめる。

　──いや待て。勘かん違ちがいしないで欲しい。俺は決して、幼女のパンツに興こう奮ふんしているわけではない。それじゃあただの変へん態たい野や郎ろうだからな。

　違うのだ。

　柚葉のパンツにプリントされている、魔法少女プリティモアレのイラスト、それこそが俺の意識を捉とらえて離さないのだ。

「これ……、やっぱりそうだ！　『逆バージョン』！」

　光の戦士であるプリモアは、必殺技を放つ際にステッキ状の武器を使用する。先せん端たん部ぶ分ぶんに嵌はめ込まれているハート型の宝石は、プリティフラワーはピンク色、プリティスカイは水色だ。

　──しかし。

　今俺の眼がん前ぜんにあるイラストでは、それぞれのプリモアが持つステッキの宝石、その色が本来とは逆になっているのだ！

「某巨大掲示板でその存在は示し唆さされていたが……、まさか、本当にあったとは！」

　それこそ、家に幼女のひとりでもいないと、プリモア関連商品を大量に購入してレアアイテムをゲットするのは至し難なんのワザだ。ましてや、衣料品ともなれば、なおさらである。

「すげぇよ！　超レアじゃねぇかよ！」

　──まゆげ付きコアラのマーチとか、ハート型ピノすら見たことがない俺おれが、こんな稀き少しよう品ひんを直じかに拝おがむことができるなんて。信じられん！

「これは……、池いけ田だに教えたらビビるぞ」

　俺の脳のう裏りに、ブハハッ、と笑う彼の顔が浮かぶ。

　そして、自みずからが手にしている幼女のパンツを見る。

　──ダメだ。これを池田に見せるなんて、血に飢うえたピラニアの前に生肉を吊つるすに等しい。

　俺は悩んだ。この驚おどろきを、誰だれかと共有したい。具体的には、話の分かる誰かと。

「そうか、写真に撮とればいいのか！」

　ヤベェ、俺天才。いそいそとスマホを取り出し、広げた柚ゆず葉はのパンツを画面内に収める。

　こう、あんまり全体が映ると池田に勘かん付づかれるから、できるだけイラスト以外の部分が映らないように微び調ちよう整せいをして、だな──。

　そのときだ。

　ガチャッ！　といきなり居間のドアが開いた。

「……なにしてんの？」

　そこに、怪け訝げんな顔をした柚葉がいた。

　よそ行きのめかしこんだ格かつ好こうで、ツインテールの結ゆい方も普段となんだか違う。
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「うおぉぉっ！」

　俺は飛び出しそうになる心しん臓ぞうを慌あわてて飲み込んだ。その拍ひよう子しに画面に指先が触ふれ、スマホのシャッター音が響ひびき渡る。

「ただいまー。あ、洗せん濯たく物ものやってくれてんのねありがとー。晩ご飯食べたの？　はいコレお土産みやげのケーキね」

　べらべらと喋しやべりながら荷物を置いて、羽は織おっていたカーディガンを脱ぐおかん。ようやく俺を見て、その手が止まった。

「……なにしてんの？」

　柚葉と同じ、怪訝そうな顔である。

　──ま、待て。誤ご解かいだ。話せば分かる。

　スマホを構えたまま俺が固まっていると、最後に父が居間に入ってきた。

「柚葉のパンツ……、写真撮ってた」

　ちょうどそのとき、柚葉が呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　俺おれの姿を見て、同時に柚ゆず葉はの台詞せりふを聞いた父が、みるみる鬼おにの形ぎよう相そうに変わってゆく。

　そこでようやく、俺の防ぼう衛えい本ほん能のうが再さい起き動どうした。

「ちっ、違うんだ！」

「…………。快かい人と、そこに座れ」

　怒りを孕はらんだ父のバリトンが、ゆっくりと空気を震ふるわせる。

「待って！　俺の話を」

「黙って座れッ！」




　さんざん柚葉になじられ、アイツが寝てしまってからも父に絞しぼられ、柚葉の寝かしつけから戻ってきた母に嘆なげかれ、俺は半はん死し半はん生しよう、ぐったりとして自室に戻った。

　──な、なぜ、こんなことに。

　俺はただ、超レアアイテムをだな──。

　なんて、いくら後悔しても、もはや後の祭りである。

「ね、寝よう。これはもう、寝るしかない」

　俺は誰にともなくそう呟つぶやいて、ベッドに倒れこんだ。

　今日は朝から全力で休日を過ごしたし、最後にあんな出来事があったせいで、気力体力ともにスッカラカンだ。

　横になった途と端たんに睡すい魔まが襲おそってきて、俺おれの意識を押し流そうとする。

　──あぁ、部屋の電気を消すの忘れた。起き上がるのが億おつ劫くうだぜ。くそ、でも無む駄だ遣づかいはイカンしな。なんて、俺が脳内で必死の闘いを繰くり広げていると、いきなり枕まくら元もとにおいたスマホが鳴り響ひびいた。

「……だ、れだよ。こんな時間に」

　うっすらを目を開けて、液晶を見る。

　そこに表示された名前を見た瞬しゆん間かん、睡魔は吹き飛び、俺は飛び起きた。

「み、水みず野のさん!?　な、なんで」

　深夜に女子から電話！　しかもそれがよりによって、金髪不良娘からだと！

　ど、どうすりゃいいんだ。とりあえず出るしかないよな、そうだよな。

　俺は慌あわてふためきながら、震ふるえる指で通話をタップした。

「はい、も、もしもし？」

　ヤバイ、声がひっくり返ってしまった。

『…………』

　──ん？

「もしもーし？」

『…………あ』

　かすれるような声が聞こえた。

　なにかが、おかしい。

「……水野、さん？」

『イキナリかけてごめん』

　なんだか声に元気がない。どうしたというんだ。

「いや、大だい丈じよう夫ぶだけど。……どうしたの？」

『……璃り空くが』

「りく？　え……、またケンカした？」

　すぐに、俺は自分のお気楽な想像力を後悔することになる。

『体調、良くなくて……。熱、下がんない』

「ね、熱？　何度くらいあるんだ？」

『四十度、超えてる』

「……え、うそ、マジで」

　四十度ってヤバくないか？　インフルエンザとか？　──でも今、五月だぞ？

『ぐったりしてて元気なくて。ご飯も食べないし、水はちょっと飲むけど……。話しかけても反応薄うすいし』

「て、ていうか、家のひとは？　お母さんとか」

『両親は九州行ってる。知り合いの結婚式で』

「え!?　じゃあ……」

『アタシと璃り空くの、ふたりしかいない』

　──それは。

「薬とか病院とか……、っても、土曜日だし、もうこんな時間か」

『璃空から離れるの怖くて……、なんかすごい、普通の熱のときよりずっと、息も荒くて切れ切れ、だし……』

「…………」

　俺おれはスマホを耳に当てたまま、言葉を失う。

　スピーカーの向こうから、小さくすすり泣くような音が聞こえた、気がした。

　──泣いてる？　夏か南なが？

『急にこんなこと……、言われても困るよな。ごめん、切る』

　ぐちゃぐちゃと混乱していた俺の頭のなかに、突然すっと、一本の筋すじが通った。

「今からそっち、行くから」

『……え？』

　気付けば俺はそう言って、電話を切っていた。

　三十秒で支し度たくをして、部屋を、家を飛び出る。

　今にも消え入りそうな彼女の声が、耳の奥から離はなれなかった。

　新しん緑りよくの季節、真夜中の外がい気きは意外に冷える。

　けれども俺は全力で自転車を飛ばしているので、すぐに全身から汗が噴ふき出してきた。

　きしむ両りよう脚あし、破れそうになる心しん臓ぞうを気き遣づかう余裕もなく、俺は必死でペダルを踏ふみ抜いた。

　春先の柚ゆず葉は失しつ踪そう事件のとき、一度だけ夏か南なを家まで送っていったことがある。

　俺はおぼろげな記憶を頼たよりに、薄うす闇やみに支配された住宅街を彷徨さまよった。そして二十分後、見覚えのある一軒家の前に到着した。

　自転車を降おりた俺は弾はずむ息をなんとか抑おさえて、夏南に電話をかけた。

　通話が繫つながる前に、見上げていた窓にかけられたカーテンが、さっと開かれる。部屋の灯あかりが、夜の闇やみに射さした。その淡あわい逆ぎやつ光こうのなか、携けい帯たいを耳に当てた夏南の口が動く。

『……なんで』

「──えっと、玄関って、鍵かぎ閉まってるよな？」

『いまいく』

　閉まったカーテンの向こうに、彼女の金髪頭が消える。

　少し待っていると、玄関ドアがゆっくりと開いた。

　璃空から離れるのが不安と言っていた彼女、その璃空を抱っこして、降りてきてくれた。

「ごめんこんな時間に。とりあえず、璃空を寝かしたほうが」

「……うん」

　夏か南なの家に上がるのは当然初めてだが、珍めずらしげに見回している余裕などない。夏南に抱っこされた璃り空くはぐったりしていて、素人しろうとの俺おれが見ても、明らかにおかしかった。

　二階の部屋に戻り、璃空をベビーベッドに寝かせる。

「夜寝るとき、いつもならベッドに寝かせると泣くんだ。抱っこして欲しいって。……でも今日はその元気もないらしくて」

　確かに顔は真まっ赤かだし、息も相当荒い。うっすらと目を開けてこちらを見ているが、果たして俺のことをちゃんと認識しているのか、それすらも自信がなくなるような状態だ。

　冷れい却きやくシートを貼った璃空の小さな額ひたいに、そっと手を当てる。びっくりするくらい熱かった。

「いつからなんだ？」

「今日の夕方くらいから、急に熱上がってきた」

「……ずっと、付きっきりなの？」

　夏南は僅わずかにあごを引いて、頷うなずいた。

「寝そうになっても、やっぱしんどいみたいで、すぐに目ェ覚ましちゃうし」

　枕まくら元もとのテーブルに置かれた体温計や子ども用のコップ、イオン水のペットボトルを見て、俺はうすうす勘かん付づいていた。

　勢いに任せてここに来たものの、俺は医者でもなんでもない。ただのオタクな男子高校生だ。子育て経験もない俺に、いったいなにができるっていうんだ。

　──でも、そんなことは関係ない。

　夏南のあんな不安そうな声を聞いて、放っておくことができなかっただけだ。

「ちょっと俺、璃空のこと見てるからさ。食事とか、一休みしてきたら？」

「……いい。食欲ないし」

　しかし夏南は、璃空から視線を離はなそうとはしない。

　──無理、ないか。

　俺は普段の彼女、弟を溺でき愛あいする姿を思い起こしながら、なんだか痛ましい気持ちになる。

「……こんなに熱上がったの、初めてなの？」

「四十度超えたことはあるけど……、こんなにぐったりしてるのは、初めて」

「そっか……」

　彼女は璃空に顔を近付けて、その髪かみをそっと撫なでる。

「りく？　お水飲む？」

「……おみじゅ」

　と、力なく囁ささやいた璃空を抱き起こして、夏南はコップを彼の口に近付けた。

　コップに添そえられた璃空の両手は、微かすかに震ふるえている。

　ゆっくりと時間をかけて、ようやく子ども用コップの三分の一くらいのイオン水を飲んだ璃空は、また力なく横になって、荒い息を吐き続けている。小さくて薄うすい胸が、冗じよう談だんみたいに激しく上下していた。

「どうしよう、このまま熱下がらなかったら。……明日は日曜だし」

「そ、そんときはもう、救急病院？　とかに連れてくしか」

「でも、行ったことねーし」

「保ほ険けん証しようとか、そういうのはあるの？」

「そのケースんなかに、母子手て帳ちようとかと一いつ緒しよに、入ってる。いつも病院行くときは、それごと」

　夏か南なが指差したのは、テーブルの上。ちょうど、ちびともの連絡帳と同じくらいの大きさの、ファスナーがついた薄うす型がたポーチみたいな入れ物だ。

「そっか……」

「……うん」

　部屋に沈ちん黙もくが降おりてきて、璃り空くの苦しげな息づかいだけが耳を打つ。

　俺おれは必死に会話を探して、部屋のなかを見回した。

　璃空が寝ているベビーベッドの反対側には通常サイズのベッドがあり、シンプルなベージュのカバーがかけられている。

　もうひとつの壁かべには、背の低いチェストと飾かざり棚だながあって、小さめのぬいぐるみや観かん葉よう植物、少女マンガの背表紙なんかが見て取れた。

　窓側にはデスクがあり、その横のコートかけには、見慣れた夏南の通学リュックがぶら下がっている。

　やっぱりここは、夏南の部屋、なんだよな。

　しかし残念ながら、会話のネタを見つけることはできなかった。普段の調子ならば、いくらでもできただろうが、今は状況が状況だけに、なにを話せばいいのか分からない。

　俺はぬいぐるみと少女マンガ、そしてこの部屋の住人の横顔を交互に見た。

「家のひとに、電話は？」

「繫つながんない。……どーせ久しぶりの地元だから浮かれて、地下のバーとかで飲んでるに決まってるし」

　夏南がぶっきらぼうにそう言うのを聞きながら、俺はデスクの上に置かれた彼女のデコ携けい帯たいをちらりと見た。

　──と、急に夏南が表情を強こわ張ばらせると、璃空に近付き、その手を彼の額ひたいに置いた。もう一方の手は、璃空の小さな手を握り締しめる。

「……りく？　ねぇ、りく、どうしたの？」

　声に、隠かくし切れない動どう揺ようが浮かんでいる。

　俺は慌あわてて、ベビーベッドに駆かけ寄った。

「おい、璃り空く、大だい丈じよう夫ぶか？」

　明らかに、異変が起きていた。

　これまでは熱にうなされるといった感じで、激しく運動したあとのように、肩を使って息をしていた璃空。しかし今はその息いき遣づかいが次し第だいに不規則になっている。

　俺おれはごくりと唾つばを飲み込んだ。

　これは、どう見ても普通じゃない。璃空の身に、自分の手には負えないなにかが起ころうとしているのだと、直感的に理解した。

　胸きよう中ちゆうがざわりと波打ち、胃がせり上がってくるような感覚。

　反射的にスマホを取り出し、おかんに電話をかけようか迷う。

　でも、なにをどういう順番で説明すればいいんだ？　説明して、どうにかなるのか？

　俺がまごついている間も、事態は止まってくれない。

「……えっ、ちょっとりく、ホントに大丈夫なのっ？　ねぇっ！」

　夏か南なが悲痛な声を上げた、そのとき。

　うっすらと開いていた璃空の両目、その焦しよう点てんが次第に合わなくなってゆく。

　小こ刻きざみに震ふるえ、顔を真まっ赤かにした璃空の呼吸が乱れ、なにかに引っかかるようにして、時とき折おり止まる。そしてすぐに、小さな唇くちびるが紫むらさき色いろに変わり始めるのが分かった。

「これ、ヤバイ……？　息が」

　──できていない？

「りくっ！　ちょっとりくっ！　しっかりしてッ！　大丈夫ッ!?」

　もはや夏南は、ほとんどヒステリックに叫んでいた。

　彼女は璃空の小さな上半身を抱き起こし、璃空をこちら側に呼び戻そうと声をかける。

　しかし璃空は、反応を示さない。

　俺はその瞬しゆん間かんに、１１９をコールしていた。

『はい１１９番です。火事ですか？　救急ですか？』

　電話は、すぐに繫つながった。落ち着いた男性の声だ。

「き、救急です！」

『場所はどこですか？』

　俺は夏南からこの家の住所を聞き出し、それを復ふく唱しようしながら、電話の相手に伝える。

『誰だれが、どうされましたか？』

「あのっ……、子どもが熱を出してて、息がっ、しにくそうで、顔赤くて唇真まっ青さおで！　あとそれと、身体が震えてて」

『今、救急車出ましたので、安心してください』

「は……、はい」

　──早ぇ！

『年齢と、性別は？』

「二歳さい前の、おっ、男の子です」

『呼びかけには、反応がありますか？』

「えっと、ちょっと反応がなくて……、あっ、いまちょっと、目開きました！　息もしてます！　で、でも息が、苦しそうなんですけど」

『分かりました。大だい丈じよう夫ぶですよ。すぐに着きます。それでは、あなたのお名前と電話番号を教えてください』

「鳩はとヶが谷や快かい人と。えっと番号は……」

　通話を終了して、俺おれは肺はいのなかの息を全部吐はき出した。

　冗談みたいに速く、心しん臓ぞうが乱れ打っている。

「救急車、すぐ来るって」

「りくっ！　しっかりして！　救急車、くるっ、から！　ねぇ、しっかり、してッ！」

　夏か南なは涙をボロボロ流しながら、必死で璃り空くを揺ゆり動かす。

「あんまり、動かさないほうがいいんじゃないか？」

　俺はおそるおそる、声をかけた。

「でもっ、じゃあ、どうすればいいんだよ！」

　夏南が叫ぶ。

　──そんなやりとりをしていると、耳慣れたサイレンの音が、窓の外から聞こえてきた。夜の静せい寂じやくを切り裂さき、その音は次し第だいに近付いてくる。普段はなにかのＢＧＭのように感じている救急車のサイレン音が、当事者になった途と端たん、こんなにも頼たのもしい音に思えるとは──。

「きたっ、来たぞ！　璃空の上着とか毛布とか靴くつとか、用意したほうがいいんじゃないか？　保ほ険けん証しようは俺おれが持ってくから！」

「……うんっ！　おもちゃとか、いる!?」

「いや要らないだろ！　それよかおむつだろ！」

「あ、そ、そっかっ！」




　到着した救急隊員のおじさんは、まるで神のようだった。

　慌あわてふためく大きなガキふたり（俺と夏南）を落ち着かせるように、おじさんはゆっくりと、安心感のある力強い声で質問をしながら、璃空の状態を診みてくれた。

　璃空はおじさんの腕に抱かれて、家の前に停めた救急車のなかに運び込まれた。続いて俺たちも乗り込み、救急車はサイレンを響ひびかせながら夜の街を走り出した。

　到着したのは、ふたつ隣となりの駅前にある大学病院だ。夜間救急の受入れ要よう請せいに答えてくれた病院のなかで、ここが一番近かったらしい。

　璃空を診てくれたお医者さんは、分ぶ厚あついセルフレームの眼鏡めがねをかけた男の先生だった。寝ね癖ぐせみたいに波打った茶色い髪かみに、中ちゆう途と半はん端ぱなあご髭ひげをたくわえている。

　救急車を降おりた頃から、璃り空くの状態はずいぶんと良くなっていた。意識は戻って目の焦しよう点てんも合っているし、唇くちびるの色も元通りだ。璃空の小さな身体からだに聴ちよう診しん器きを当てたり、のどの奥を診みたり、首くび筋すじやお腹を触しよく診しんしたりしてから、先生は少し笑った。

「う～～ん。突とつ発ぱつって、もうやった？」

「トッパツ……？」

「突発性発ほつ疹しん。お父さんとかお母さんとか、原因ウィルス持ってる家族から感かん染せんすんの。これくらいの子だと、よくある症状だよ。一回罹かかっちゃえば抗こう体たいできるから大だい丈じよう夫ぶなんだけど」

「……そうなんですか。えっと……、ここまで熱出て苦しそうになるのは、初めてで」

　心配そうに呟つぶやく夏か南なに、先生はニッコリ微笑ほほえみかけた。

「そっか。熱が下がるとお腹とかに赤いプツプツが出るかもしれない。そしたら間ま違ちがいなく、突発ってことになるね。でも、それはほっとけば治るから。……てことは最近、機き嫌げん悪かったんじゃない？」

「……え？」

　突然の先生の言葉に、夏南が呆あつ気けに取られている。

　それは俺おれも、同じだった。

　──ここ最近の、璃空の聞き分けの悪さ。あれは『機嫌が悪い』ってことだったのか。

　それをズバリ言い当てるこの先生こそが、なによりすごいと思った。

「そう言われると……、そうだったかも」

「んー、たぶんね、ダルくて、しんどかったんだと思うよ。本人、口でそれを言えないからね」

　そう言って先生は、璃空のことを優やさしそうな目で見た。

「そうだったん……、ですか」

「今日、念のためけいれん止めの座ざ薬やくを入れて帰ってもらうから、もう心配ないよ。二、三日しても熱下がんなかったら、また診せに来て。熱が全ぜん然ぜん下がんないとか、もしけいれん起こしたりしたら、すぐ連れてくること」

　最後に先生は璃空の小さな頭をわしわしと撫なでて、診しん療りようは終わり。

　看かん護ご士しさんに座薬を入れてもらって、璃空は夏か南なの腕へと戻ってきた。

　相変わらず顔は赤く火ほ照てっているが、救急車を呼んだときの明らかにおかしな状態に比べたら、全ぜん然ぜん安心できる。

　涙目の夏南がそっと抱き締しめると、璃空はくすぐったそうにして少し肩をすくめた。

　先生と看護士さんに頭を下げて礼を言って、俺たちは夜間救急外来の部屋をあとにした。

「乳にゆう児じ医い療りよう証しようってのがあるから、基本的にお金、かかんないみたいだし」

　なんて言う夏南が受付で保ほ険けん証しようを出して手続きしている間、俺は待ち合いロビーの隅すみっこに置かれたタクシー会社直通の電話を見つけて、それでタクシーを呼んでおいた。とっくに電車も止まっている時間だ。病気の璃り空くを抱かかえて帰るには、これしか手がない。

　手続きを終えた夏か南なにそのことを説明すると、

「……でもアタシ、あんまお金持ってない」

　と、不安そうな顔で言う。

「大丈夫だよ。俺おれ出すから」

「そんなの……、悪いし」

　彼女ならそう言うのではないだろうかと、薄うす々うす感じてはいた。

「だからって、璃空抱っこして二駅歩くわけにはいかないだろ。熱あるんだし、そんなに長いこと夜よ風かぜに当てるわけにも」

「それは、そうだけど」

　大学病院の玄関先でそんな押し問もん答どうをしていると、ヘッドライトと『迎げい車しや』のランプを光らせた一台のタクシーが、ロータリーに滑すべり込んできた。

　俺は渋しぶる夏南を車に押し込み、自分も後部座席に腰かけて、行き先を告げる。住所は一度復ふく唱しようしただけなので不安だったが、夏南の顔を見ると、どうやら間ま違ちがってはいなかったようだ。店や交差点の名前を挙げて道を訊きいてくる運転手さんに、夏南が答えを返してくれた。

　小さな子どもを連れた高校生の男女が、深夜の大学病院から乗車するのだ。おかしな詮せん索さくをされないとも限らない──、俺はそう身み構がまえていたが、白はく髪はつの高こう齢れいと思おぼしき運転手さんは、乗客とお喋しやべりをするタイプではないらしく、黙だまってハンドルを握っている。車内には、低いエンジン音と、璃り空くの短い息づかいだけが響ひびいていた。

　やがて、夏南の家に到着する。

　深夜料金プラスで千五百円は痛手だが、払えない額ではない。

　タクシーを降おりて家に入り、俺たちはまた、夏南の部屋に戻ってきた。

「なんか……、嵐みたいだったな」

　夏南が璃空をベビーベッドに寝かせるのを見ながら、俺は呟つぶやいた。

　今でもまだ、自分がとっさの判断で１１９番をしたということが、なんだか信じられない。

　璃空も疲れたのか、夏南が優やさしい手つきでとんとんと胸やお腹を叩たたいてやると、すぐに眠りに落ちてしまった。まだ少し苦しそうではあるが、小さな寝息が聞こえてくる。

「よかった……。璃空、やっと眠れたみたい」

　夏南はそう言って、その場にへたり込む。その様子を見た途と端たん、なんだか俺の胸の奥が熱くなった。

「お疲れ。水みず野のさん」

「……鳩はとヶが谷やこそ……」

　彼女は俺の顔を見てそう言うと、ようやく、微かすかに表情を柔やわらかくした。

　まだまだ予よ断だんは許さないけれど、病院で処置もしてもらったことだし、ひとまずは安心だろう。そう思った途と端たん、俺おれは急に気き恥はずかしくなった。

　今の今まで必死だったけれど、こんな深夜に、クラスメイトの女子の部屋にいる状況が、どれだけイレギュラーなのか、ようやく認識したのだ。

　僅わずかな沈ちん黙もくにも耐えられなくなり、俺は慌あわてて声を張り上げた。

「おっ、俺！　そろそろ帰らなきゃ！　……ご、ごめん夜中にいきなり押しかけちゃって」

「えっ……、ちょ」

　言い逃げじゃないけれど、これ以上会話を上う手まく続けられる自信がなかったので、さっさと部屋をあとにしようと思った。くるりと回れ右してドアへと向かい、ノブに手を伸ばす。

「……待って」

「え？」

「待てっつってんの！」

　夏か南なが、俺を呼び止めていた。

「ひっ！　な、なに？」

「そ……、その、あのさ、もう遅いし……」

「…………うん、だからその、帰ったほうが、いいかなって」

「や、でも……」

　夏南はもごもごと呟つぶやいていたが、それ以上言葉にならないことに、業ごうを煮やしたようだ。

　なにかを振り払うように、ぶんと首を横に振ると、顔を上げて俺を真まっ直すぐに見た。

「まだ、帰んなよ。……じゃなくてその、もうちょっと、あの、一いつ緒しよに……、いな、よ」

　最後はほとんど、消え入るような声。夏南はいたたまれなくなったのか、なぜかちょっと頰ほおを朱しゆに染そめて、そっぽを向いてしまった。

　──いたたまれないのは、こっちも同じです！

「えと……、その。でも璃り空く、落ち着いてきたから、もう大だい丈じよう夫ぶ、かなって」

「分かんないし！　またおかしくなるかもしれないし！　てゆーか、なったらどうすんだよ！　怖いじゃん！　だから一緒にいろよ！」

「は、はいっ！」

　勢いきおい良く怒ど鳴なられて、俺は反射的に直ちよく立りつ不ふ動どうで返事をしていた。

　──ていうか、なぜ俺が、命令されなきゃならない!?




　そして、十分後。

「……」

「……」

　俺と夏南は薄うす暗ぐらい部屋のなか、ふたり並んでベッドに背中を預け、床ゆかに座り込んでいた。

　眠りの浅そうな璃り空くを起こさぬように部屋の電気を消して、俺おれたちは押し黙っている。

　俺は彼女が入れてくれたカフェオレのマグカップに口をつけた。温かさが喉のどを心地ここち良よく滑すべり、ようやく少し、気持ちが落ち着いてきた。

「……これ、ありがとう」

「別に。アタシも飲みたかっただけだし」

　そう言って夏か南なも、カップを口に近付けた。

　カーテンの隙すき間まから部屋のなかに落ちる月光が、夏南の横顔を白く照らし出している。形の良い唇くちびるが陶とう器きに触ふれる様子がいやに色っぽくて、俺は不覚にもどぎまぎしてしまった。

　慌あわてて彼女から視線を逸そらし、ベビーベッドのほうを見る。

　沈ちん黙もくを破ろうと、必死で言葉を継ついだ。

「璃空、落ち着いてる、よな」

「……うん」

「く、薬がさ、効きいてんのかな」

「……たぶん」

「明日の昼には、その、家のひと、帰ってくるんだろ？」

「……ん」

　彼女はマグカップを両手で包み込んで、こくんと頷うなずいた。

　そこで会話は途切れて、部屋にまた沈黙が落ちる。ダメだ、続かない！

「…………」

　──き、気まずくないですか？

　金髪不良娘さんと、深夜の薄うす暗ぐらい密室で、なにを喋しやべればいいんですか!?

　俺がテンパって立て続けにカフェオレを飲んでいると、夏南が口を開いた。

「鳩はとヶが谷やは、ひとりっこなんだっけ」

　いきなりそんなことを訊きかれて、俺は一いつ瞬しゆん呆あつ気けに取られる。

「え？　あ、うん」

　まぁ、今は柚ゆず葉はがいるけど、あいつはただの従妹いとこなので。

「鳩ヶ谷のお母さんとかお父さんって、どんなひと？」

「ど、どんなひと、って……？」

「鳩ヶ谷のこと……、その、どんなふうに思ってる？　ってイミ」

　そりゃあ、両親にとっては俺は一人息子なんだから──。

　そんなふうに想いを巡めぐらせようとした俺は、すぐに、がくりと項うな垂だれることになる。

　すいません。誤ご解かいとはいえ、一人息子は幼女のパンツ写真を撮とって両親に叱られました。

　俺は薄うす闇やみのなかでひとり赤面し、死にたくなったが、そんなことを口に出せるわけがない。

「……ま、まぁ、やっぱ子どもが俺しかいないわけだし、それなりに気にかけてくれてはいる、みたいだけど」

　慌あわてて絞しぼり出したその答えは、果たして的まとを射ているものだったのだろうか。

　夏か南なはしばらく黙っていたが、やがてゆっくりとカップを口に運んでから、

「……そっか」

　とだけ呟つぶやいた。なんだかその声がひどく無む機き質しつに響ひびいたような気がしたので、俺おれはまるでなにかを取り繕つくろうように、こう訊きいていた。

「水みず野のさんのご両親は？　……あ、でも、お母さんはこないだお会いしたよな」

　一度だけ対面したことがある彼女の母親は、絵に描いたようなワーキングマザーで、とても若々しかった。目元が璃り空くにそっくりで、夏南とはあまり似ていない。

　きちんと尋たずねたわけでも、教えてもらったわけでもないが──、おそらくあの女性は、夏南の本当の母親ではないのだと、思う。

　夏南はその人のことを呼ぶとき、わざわざ『璃空の母親』と言う。そしてもっと直接的に、

『二人目の母親』という言葉を使いもしたのだ。

　──けれども。

「お、お父さんは？　水野さんだってその……、璃空が生まれる前まではひとりっこだったって……。それってつまり、一人娘、ってことだよな」

　彼女の、父親にとっては。

「…………。あんま、仲良くない」

　彼女はぽつりと、そう言った。

「好きじゃないし。どっちかってゆーとキライ」

「えっあっ？　う、えと……？　そう、なんだ？」

　予想だにしていなかった答えに、俺は狼狽うろたえてしまう。

「ていうか向こうが。アタシのこと」

　──肯こう定ていすべきか、否定すべきなのか。なにを言えばいいのか、分からなかった。

　俺が口ごもっていると、彼女も、自身の発言が招いた空気を感じて、後悔したのだろう。カップを床ゆかに置いて、両手で髪かみをいじったり梳すいたり、少し気まずそうにしている。

　俺は助けを求めるように、薄うす闇やみに沈んだ部屋のなかを、改めて眺ながめ回した。

　そのとき、飾かざり棚だなに置かれた小さなイルカのぬいぐるみが目に入る。

「あ……。あれ、こないだのバス遠足の」

　呟つぶやいた俺の視線を、夏南が追いかけた。

「水族館で買ったヤツ」

「……自分用に？」

「べ、別にいいじゃん！」

「ダメとは言ってないよ！」

　そ、それにしても。

　あんなファンシーアイテムを好んで買い求めるような人とは、思っていなかった。

　正直、意外すぎる。

「バス遠足といえば、璃り空く、相変わらず河かわ原はらさんにべったりで……」

　そこまで言って、俺おれはハッと気付いてしまった。──し、失しつ言げんだよ、これは！

　水族館でさよりと夏か南なが、璃空を巡めぐって気まずくなってしまっていたことを、うっかり失念していたっ！　ヤバイ、俺、吊つるされる!?

　俺は冷や汗をダラダラ流しながら、夏南の様子をそっと横目でうかがった。暗いせいもあって表情は読み取れないが──、怒りに震ふるえている、というわけではなさそうだ。

「……アイツ、さ」

「はっ、はい！」

「最近ちびともで見ねーけど。……もう来ないの？」

　まさか、夏南の口からこんな言葉が飛び出すとは、思わなかった。

　思わず俺は、居い住ずまいを正してしまう。

「なんか、美化委員の仕事が忙しいらしくて。落ち着いたらまた来たいって、メールでは」

「……ふーん。メールなんかしてんだ」

「えっ、いや、まぁ、業ぎよう務む連絡程度には」

「アタシには、業務連絡すらないけど？」

　──あれっ？　どうして俺、半はん眼がんで責められているんだ？

「……連絡する業務が、ないっていうか」

　思わず口が滑すべって、無言で睨にらまれた。

「あっ、いや、そんなことないです！　送ります！　すぐに！」

「催さい促そくしてるワケじゃねーし！」

　スマホを取り出そうとしたら、怒られた。な、なんで？

「ご、ごめん」

「なんで謝あやまんだよ」

「いや、怒ってるから」

「怒ってないし！」

　──わ、ワケが分からん。誰だれか助けて！

　狼狽うろたえる俺を哀あわれに思ったのだろうか。

　彼女は気持ちを落ち着けるように大きく深呼吸すると、今度はゆっくりと口を開いた。

「あ、アタシさ」

「うん？」

「……別に、アイツのこと、キライじゃないっていうか」

「…………」

　その言葉に、俺おれの目は夏か南なに釘くぎ付づけになる。

「なんかやたらとテンション高いし、ちょっと距きよ離り近くね？　って思うときもあるけど……、でも、ガッコでアタシにあんな態度で接するヤツ、他にいないし……」

「うん」

「だからなんていうか……、その、最近はガッコでもあんま喋しやべりかけてこねーし、ちびともでも会わねーし。ちょっと、それはそれで……」

　彼女の言葉は要よう領りようを得ないけれど、もしもさよりがこの場にいたら、構わず夏南に抱きついていただろう。それくらい、夏南が伝えようとしている気持ちは素直で、本心がよく透すけて見えた。

「寂さびしい、よね」

「べっ、別に寂しくなんか」

　本当に、分かりやすいひとである。

　俺はなんだか愛いとしさにも似た不ふ思し議ぎな感情を味わいながら、きっぱりと告げた。

「いや、俺が寂しいよ」

「…………」

「だって、ちびともで水みず野のさんと河かわ原はらさんが楽しそうにやり合ってるの、見るの好きだから。それに柚ゆず葉はだって、ふたりのこと、大好きだし」

「そんな、楽しそうじゃ……、ないし」

　──そうかな？　楽しそうに見えるけどな。

　夏南はしばし不ふ服ふくそうに口を尖とがらせていたが、やがてぽつりと言った。

「最近のさ」

「ん？」

「璃り空くの機き嫌げんが悪かったのってさ、体調良くなかったから……、かもしんないんだよな」

「……病院の先生、そう言ってたな」

「アタシ、璃空が河原のこと好きんなって、それで、怒ってばっかのアタシのことキライになって、言うコト聞いてくれなくなったのかな、って思っちゃって」

「……」

　少し拗すねたような顔でそう言う夏南。ホント、璃空のことになると、孤こ高こうの金髪娘もなにもあったものじゃない。普段とのあまりのギャップに、俺の顔にも自然と笑えみが浮かぶ。

「それは、ないだろ」

「……え？」

「璃空が水野さんのこと嫌いになるとか、あり得ないって」

「なんでだよ」

　訝いぶかるような視線を向けてくる夏南に対して、俺は自分のことでもないのに、妙みような自信に裏打ちされて力強く言った。

「だって普段、あれだけ大切にしてるじゃん。あんな裏表のない好意……、ていうか愛？　を向けてくれる相手を、嫌いだと思うわけない」

「…………」

　虚きよをつかれたように、夏か南ながぽかんとしている。

「って、俺おれが璃り空くだったら、思うけどな」

「……バッ、バカじゃん？」

　なんでそこでバカ呼ばわり!?

　内心カクッと崩くずれ落ちそうになった俺を尻しり目めに、夏南が取り成すように言葉を続けた。

「バス遠足んときアイツに……、河かわ原はらにちょっとキツいこと言っちゃって、後悔してる」

「……」

　それを聞いて、俺はハッとする。

　さよりと夏南はちゃんと、お互い向き合おうとしているのだ。ほんの少し微び調ちよう整せいをしてやれば、彼女たちの想いはきっと交まじわる。

「それって……、河原さんに謝あやまりたい、ってこと？」

　俺おれはある程度の反発を覚悟のうえで、勇気を出して夏南にこう訊きいてみた。

「…………」

「ち、違ってたらゴメン」

「……。ま、まぁ……」

　沈ちん黙もくが怖くなりフォローを入れると、意外にも夏南はあっさりと首しゆ肯こうした。

　その瞬しゆん間かん、俺の胸きよう中ちゆうになんだか温かい感情が生まれる。心配しなくても大だい丈じよう夫ぶだ。

　さよりは夏南のことが大好きなんだし、夏南自身も、さよりのことをこんなにも気にかけている。ふたりの間に走った亀き裂れつは、いずれ必ず修しゆう復ふくされる。全すべてが上う手まくいくはずだ。

　そんな確信に背中を押されるようにして、俺はガラにもなく、夏南にこんなことを持ちかけていた。

「あのさ。なにか、俺に手伝えること、ある？　俺だってふたりの役に立てるものなら、立ちたいん……、だけど」

「え？　……ね、ねぇよそんなの。頼めるわけないし。てゆーかアタシ、人と喋しやべんの、あんま得意じゃねーし」

「口じゃ言いにくいなら……、手紙とかは？」

　俯うつむいてモゴモゴ言う彼女を見て、俺はさらに食い下がった。

「手紙？」

「メールより、丁てい寧ねいな感じがするかな、って」

「でも、そんなの……」

「ん？」

「……ま、まぁ、考えとく」

　夏か南なはぽそっと言ったけれど、果たして。

　俺おれはカフェオレを飲み干してカップを床ゆかに置き、窓の向こうに浮かぶ三日月を見上げた。

　青白い光を眺ながめていると、胸の奥に安あん堵どが広がっていることに気付いた。

　うん、大だい丈じよう夫ぶだ。きっと、全すべて上う手まくいくはず。

「……」

　続いてベビーベッドのほうをうかがうと、相変わらず璃り空くの寝息は続いている。

　呼吸を乱すことも、泣いて目め覚ざめることもない。

　よかった。眠りについてからずいぶん経たったし、さすがにもう、大丈夫かな？

「水みず野のさんも、ぼちぼち寝たら？　さすがに疲れて……」

　──って。

　隣となりを見ると、夏南はベッドにもたれた格かつ好こうのまま、首を傾かしげるようにして眠っていた。

　白い月の光に照らされた彼女の横顔は、驚おどろくほど綺き麗れいだ。

　微かすかに開いた口がなんだかあどけなくて、普段の印象とのギャップに思わずどきりとした。

　朝から璃空の子守りをしてたんだろうし、夕方からはずっと付きっきりで看かん病びよう、そして深夜の病院騒ぎだ。疲れないわけがない。

　大切な弟に惜おしみない愛情を注そそぐ『オネエサン』に、俺は心からねぎらいの言葉をかけた。

「……お疲れさま」

　そっと囁ささやいたつもりだったが、彼女がぴくっと反応した。

「う……、ぅん……」

　思うが早いか、夏南の頭がベッドの縁へりからずるりと滑すべり、彼女は横から俺おれにもたれかかってきた。

「……うおっ！」

　思わず声を上げてしまい、慌あわてて口をつぐむ。

　俺の左肩に金髪頭を乗せて、夏南は眠り続けていた。微かすかな寝息が、触ふれそうな耳元から聞こえてくる。

　──こ、こ、これは。

　この状況は、いったいなんだ！

　漂ただよってくるのは、カフェオレの匂いと、ごまかしようがないくらい絶対的な『女子の香り』。

　少し顔を動かして横を見れば、すぐそこに彼女の、金髪のあいだからのぞく白い額ひたいが、伏ふせられた長いまつげが、艶つややかに光る唇くちびるが、ある。

　彼女が触れている部分からその温もりが伝わってきて、いつしか俺の心しん臓ぞうは、冗じよう談だんみたいに高鳴っていた。

　や、ヤバい。どうすりゃいいんだ、これ。

　動くこともできず、声を上げることもできず、当然、眠れるはずなどなく。

　俺おれはまんじりともせず、璃り空くと夏か南なの吐と息いきのリズムを聞きながら、窓の外に浮かぶ三日月を見つめ続けていた。
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　　　　　　　４







　俺おれは犬を飼ったことがないけれども、これまで懐なついていたはずの愛犬に突然牙きばを剝むかれたり、つれない態度を取られたりしたら、飼い主はさぞかしショックに違いない。

「……」

「……」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで俺の隣となりを歩いているのは幼女であって、犬ではない。

　それに、これまで俺に懐いたことだってないし、基本、デフォルトで牙を剝いているようなものだ。

　いつだって上から目線だし。自分勝手でワガママお姫ひめ様さまだし。

　──そんな幼女がいくら俺のことを無視しようが、俺にとっては痛くも痒かゆくもない。

　俺は柚葉を連れて通学路を歩みながら、晴れ渡る空を見上げた。あぁ、新しん緑りよくが眩まぶしいぜ。

　爽さわやかな世界とは裏うら腹はらに、俺たちの間に流れる空気は、相変わらず淀よどんでいる。

　先日のパンツ激げき写しや事件のせいもあって、俺と柚ゆず葉はの関係はますます冷え込んでいた。

　会話そのものがあまりないおかげで、無駄な衝しよう突とつや諍いさかいは減った。おかげでこのところ、朝の支し度たくから家を出るまでは非常にスムーズである。遅刻だ遅刻だと騒ぐこともない。

　いっそ、清すが々すがしいほどだ。なぁ？　だって、頭痛の種が減ったんだぜ？　ようやく平へい穏おんな登下校時間を取り戻したというか。

「おはよーございまーす」

　無言の登園を経へてちびともに到着しても、柚葉は以前のように俺の支度に細かく口を出してこなくなった。

　ちょっと前までは、やれどの服を持ってこいだの、どのタオルをカゴに入れろだの、しつこいダメ出しにイライラさせられたものだが──、最近はもう、到着すると俺なんて用なしと言わんばかり、物も言わずにさっさと隣からいなくなっちまう。

　俺はひとり寂さびしく柚葉の荷物を支度しながら、ふぅとため息をついた。

「…………ん？」

　──寂しい、だと？

　俺が？

　ま、まさか。ははは。

「そんなワケ……、ないに決まってるだろ」

　イヤだなあ。あはは。

「きまてる？」

　足元から無む邪じや気きな声がしたかと思ったら、熱いおててが俺おれの尻しりを──。

「ひぃあっ！　……って。おぉ璃り空くかよ！　いつの間に」

　そこには、土曜日深夜の様子がウソのように元気な璃空が、短い腕でばんばんと俺の脚あしを叩たたいていた。

「もう熱下がったのか？　良かったなぁ」

「よかたっ☆」

　こっちを見上げてにへっと笑った璃空が可愛かわいくて、俺も思わず顔がほころんでしまう。

　いや、本当に、大事にならなくてよかったぜ。

　顔を上げれば、靴くつ箱ばこの向こうに夏か南なの姿があった。

　俺は週末の出来事を思い出して、反射的に姿勢を正す。

「あっ、水野さん。お、おはよう」

「……はよ」

　仏ぶつ頂ちよう面づらでぽそりと言って、すぐにそっぽを向いてしまう。

　──い、いつも通りだ、よな？

　おそるおそる見ていると、璃空が夏南に駆かけ寄った。

　ひょいと抱き上げられた璃空は、いたってご機き嫌げんで、姉に頰ほおをすり寄せて甘えている。

　夏南が璃空に向ける笑顔も優やさしくて、いつの間にやらすっかり元通りのふたりである。

「りくー、おはよう！　柚ゆず葉はが一いつ緒しよに遊んであげるよ！」

「ゆずー。あしょぶ☆」

　俺といるときとは別人のように嬉うれしそうな声を上げて、柚葉が戻ってきた。床ゆかに降おろされた璃空の手を取ると、彼を連れてまた奥のほうへと駆けてゆく。

　俺は柚葉のお食事タオルやガーゼ、バスタオルなんかを所定の場所に準備してから、連絡帳をチホ先生に手渡す。

「えと、それじゃあ、よろしくお願いします」

「はい、行ってらっしゃい♪」

　俺は朝の受入れ当番であるチホ先生に頭を下げて、カバンを抱かかえ直し、玄関で靴くつを履はく。

　ドアを開けようとしたところで、後ろから声をかけられた。

「待って鳩はとヶが谷や。アタシも行く」

「……あ、うん」

　俺と夏南はちびともを出て、並んで学校へと向かう。

「……」

「……」

　しかし。

　やはりというかなんというか。

　──会話がねぇ！

　ど、どうすっか。とりあえず時じ候こうの挨あい拶さつなどで相手の出方を探りつつ、なんて考えていると、

「どっ、土曜の夜さ」

　夏か南ながヘンな声で訊きいてきた。

「はいっ！」

「……え、エロいことした？」

「なぶぶはっ！　……は？　なに、なに言って？」

「ああアタシ、寝ちゃってたじゃん？　だからそんとき、こここっそり、イタズラとか」

　──意味分かんねぇよ！　ていうか、キャラ違ってませんか？

「してない！　してません！」

　できるか！

「……マジで？」

　念を押すように訊いてくる夏南に、俺おれはコクコクと必死で頷うなずく。

　すると彼女は少し安心したような表情になり、

「そっか、良かった。……刺さなくて済んだ」

　と言った。

　──なにを!?　誰だれを!?

「おお、俺はただ、水みず野のさん疲れて寝ちゃったから、起こさないように静かに帰っただけで。璃り空くの寝息とかも……、落ち着いてたし、大だい丈じよう夫ぶかなって」

　──本当のところは、夏南に寄りかかられて動けずに、一時間強は固まっていたのだが。（わざわざそれを言って刺されるわけにもいかない）

　彼女が寝返りを打つみたいにして俺の肩から離はなれたところを見み計はからって脱出し、ベッドの上にあった毛布を夏南の身体からだにかけて、璃空の様子を確認してから、そっと部屋を出たのだ。

　もうほとんど、明け方に近い時間だった。

　おかげで、翌日の日曜日は眠ねむ気けが取れずに、ほとんど寝て過ごすことになったけどな。

「……その、なんかいろいろ、迷めい惑わくかけたし」

「いやでも、璃空が元気になって、良かったよ」

　それは、偽いつわらざる気持ちだ。

「あ、ありがと」

　微かすかな声でそう言って、夏南は照れを隠かくすように咳せき払ばらいをした。

　──そ、そんなふうにストレートにお礼なんか言われると、こっちが照れてしまうぜ。

　俺は頭を搔かきつつ、取り繕つくろうようにして口を開いた。

「璃空、今け朝さはニコニコだったじゃん。やっぱ最近ご機き嫌げん斜ななめだったの、病院の先生が言った通り、体調悪いのが原因だったんだな」

「うん。たぶん、そうだと思う。……いまはもう、いつも通りお利り口こうだし」

　そう言った夏か南なの横顔が心しん底そこ嬉うれしそうで、なんだか俺おれまで、ちょっと嬉しくなった。




　朝、始業前の教室。

　俺は自席に座って、右斜め前方で親友の仲なか町まち未み來くと親しげにお喋しやべりをしている、河かわ原はらさよりをそっと盗ぬすみ見る。

　未來は相変わらず適当に聞き流している、という感じだが、さよりはバッチリ盛り上がっていて、ときおり楽しそうな笑い声も聞こえる。普段通りの、キュートな彼女の姿だ。

　さよりとは、いくら放課後の保育実習をご一いつ緒しよする仲になったとはいえ、教室で会話を交わすことはほとんどない。こうして遠くから眺ながめているだけという点では、一ヶ月前と、なんら変わらないのだ。

　──それに、今はその、彼女との唯ゆい一いつの接点である保育実習についても、開店休業状態が続いている。なので俺は、もう一週間以上、さよりとまともに会話すらしていないのだ。

「……寂さびしすぎる」

　俺は誰だれにも聞こえないようにそう呟つぶやくと、視線をずらし、左斜め前、窓際の席を見た。そこに肘ひじをついて座り、窓の外を眺めているのは、夏か南なだ。

　そもそも、さよりが園に来るのを渋しぶっているのは、十じゆつ中ちゆう八はつ九く、夏南との関係が原因だと思う。

「待ってれば解決するってもんでも、ないよな……」

　俺はほとんど悟さとったような気持ちになって、そう呟いた。

　さよりに、ちびともにまた来て欲しい。

　柚ゆず葉はと遊んでやって欲しい。

　そしてまた、さよりから曇くもりのない好意をぶつけられて、たじろぐ夏南を見てみたい。

　それらは全部、俺の個人的な願いだ。願いを叶えたいなら、行動するしかない。

「エラそうに手紙書けってアドバイスするだけとか、よく考えたら相当ダメな感じだな」

　さよりが園に来てくれなくなったことを夏南のせいにして、彼女を責めるような気持ちが微み塵じんもなかったと言えば、それはウソになる。夏南がさよりに謝あやまりさえすれば万ばん事じ解決するだろきっと！　なんて、なにもせず待っているだけの自分が、ひどく情けなく思えた。

「……よし」

　腹を決めた俺は、放課後を待って、ひとつの行動に出ることにした。

　ホームルームが終わって、一気に賑にぎやかになった教室。

　俺はカバンを摑つかむと、誰よりも早く教室後方の扉とびらから廊ろう下かへと飛び出した。

　中央階段前のスペースまでダッシュして、掃そう除じ用具ロッカーの陰かげに身を隠かくし、さりげなく教室のほうをうかがう。

　──そう、決めたのだ。さよりに直じか談だん判ぱんしよう。面と向かって『一いつ緒しよにちびともに行きませんか？』とお誘いするのだ。彼女がこれまで送ってきたメールは、ある種の牽けん制せい球きゆうだと思っている。ならば、こちらが大きく動いてみて、相手の出方を見てみないと。

　教室でイキナリ話しかけて『一緒に～しませんか？』なんて誘う度ど胸きようはないし、彼女だって気にするだろう。クラスメイトに誤ご解かいされる、とか、そういうの。

　ならばここから様子をうかがい、彼女が教室を出たのを見届けてこっそり尾び行こうし、教室から十分に離はなれたところで声をかけるのだ。──完かん璧ぺき。完璧である。客観的にはストーカーまがいの行動に見えないこともないが、なぁに、許容範囲内だ。『三次元の女の子はいない』などと、公共性を無視した暴言をまき散らす池いけ田だに比べたら、可愛かわいいものだ。

　っと、噂うわさをすればなんとやら、その池田が出てきた。これから部室へ向かうのだろう。教室でまごまごしていたら、彼に声をかけられること必ひつ至しだったので、こうしていち早く退散したわけだ。

　池田はキョロキョロと辺りを見回していたが、やがて諦あきらめたのか、消化不良みたいな顔をして去って行った。──すまんな、池田。許せ。

　その後、何人ものクラスメイトが教室から出て行ったが、さよりの姿はない。

　お、おかしいな。まさか、誰だれもいなくなった教室に残されて、どっかのチャラ男とかに捕まってたりしたらどうしよう──、なんて阿あ呆ほ極きわまりない妄もう想そうを始めたところに、さよりと仲なか町まち未み來くが連れ立って出てきた。よ、よかった。

　ふたりは教室の前でなにやら喋しやべっていたが、やがて手を振って別れる。さよりは向こう側へ、未來はこちら側へ歩いてくるのが見えた。──ヤバい、さよりを追いかけないといけないが、このまま進むと、未來とバッティングだ。しかし、悩んでいる暇ひまはなかった。さよりを見失うわけにはいかない。

　俺は意を決して、ロッカーの陰かげから飛び出した。

　急いでいて未來に気付かないフリをして、さっさとやり過ごすつもりだ。どうせ未來とは、ほとんど会話なんてしたことないし。向こうだって俺にわざわざ声をかけるとは思えない。

「……あっ、はとがやー」

「うひっ！　お、おぅ。なんで、しょうか」

　予想が数秒のうちにひっくり返って、俺は急ブレーキするハメに。

「はとがやってさー、最近、水みず野のさんと遊んでんのー？」

　茶ちや髪ぱつを指先でくりくりやりながら、のぞき込むようにしてこっちを見つめてくる。

「あっ？　遊んでは、いないと思うけど」

「じゃあ、イチャイチャしてんのー？」

「し、してない！」

「えっ、もっと先まで!?　いがーい」

「待て！　なな、なんの話デスカね。急に」

「んー？　いやまぁ」

　未來はそう言って曖あい昧まいに笑うと、

「ふーん。そっかぁ。まぁいいや。じゃっねー」

　勝手に自己完結して、手をひらひら振ると、行ってしまった。

　な、なんなんだあの人。謎なぞすぎる。

　そこで俺おれはハッと気付いて、慌あわてて視線を廊ろう下かの向こうへと投げた。するとさよりが、東階段に消えてゆくところだった。──まずい、見失っちまう！

　そこから猛ダッシュで追いすがるが、東階段に到着するころには当然、さよりの姿はない。

　上と下、どっちだ？

「……くそっ」

　俺はほとんど勘かんだけで、階段を駆かけ下りていた。一階の廊下に飛び出して左右を見ると、少し先を歩くさよりの姿を発見した。よ、よかったぁ。

　俺は息を整え、髪かみや服装を整え、後ろから近付く。

　──よ、よしっ！　こう、自然な感じで声をかけてだなっ！

　などといった一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよこそが運の尽つき。

　気配を察したさよりが、突然こちらを振り返ったのだ。

「……はっ、鳩はとヶが谷やくんっ？」

「あ！　いや、その！　偶ぐう然ぜんここ歩いてて！」

　そりゃーないだろ！　もうちょっとマシなごまかしかたが──って、ごまかしてどうする!?

　俺は一いつ瞬しゆんのうちにセルフ突っ込みやら照れやら後悔やらを振り払って、彼女に向き直った。

　えぇい、細かいことは抜きだ！　勢いきおいを削そがれる前に、先せん手て必ひつ勝しよう！

「河原さん！　き、今日、一いつ緒しよにちびとも行かない？」

　言った！　言ったぞ！

「…………」

　しかし、さよりは動きを止める。

　微び妙みような感じの沈ちん黙もくが、ふたりの間に落ちた。

「え、っと……」

　困り顔の彼女を見て、俺は我われに返る。

　──いくらなんでも、イキナリすぎだ！　もうちょっとこう前置きというか、なんでもない世間話から入って場が暖あたたまってから──、なんて後悔しても、時すでに遅し。

「鳩ヶ谷くんっ、そ、それだとなんか……」

「えっ？」

「そ、そのっ、デートとかじゃ、ないんだからさっ」

　あくまで可愛かわいく、苦く笑しようするさより。

「あそっ、そうだね、ごめん」

　なんて乾かわいた笑えみを返しながら、俺おれはひとり大きなダメージを受けていた。

　個人的な妄もう想そうとはいえ、さよりとの実習を『保育園デート』だなんて浮かれていた自分が、可か哀わい想そうになったのだ。

　すると彼女は落ち着きを取り戻した様子で、一いつ転てんしてぱっと明るく笑った。

「うぅん。こっちこそ、ホントごめんっ！　こないだメールしたけど、美化委員のお仕事、最近忙しくなっちゃってね？　校内美化のポスターとか、何枚も描かなきゃいけないんだ。だから、すっごく残念だけど……、しばらく行けないかも、ちびとも」

「そ、……そうなんだ」

「うん。でもまた、私のほうから、声かけるから」

「あ、あぁ、分かった」

「ごめんね？」

　そう言って、顔の前で両手を合わせるさより。

　俺としてはそれ以上、食い下がることができなかった。

「えと、じゃあ、その、美化委員、がんばって」

「うんっ。園のみんなによろしくね」

「また、明日」

　そんな笑顔でバイバイと手を振られたら、いたたまれなくなってしまう。

　俺はまるで逃げるようにして、背を向けて、その場から離はなれた。

　そして、ひとり寂さびしく下足室で靴くつを履はき替え、園へと向かったのだった。




　　　　　＊　＊　＊




　直球どストレートでぶつかったが、あえなく玉ぎよく砕さい。

　園に行けない理由は同じく、美化委員の仕事が忙しいから。落ち着いて行けるようになったら、こちらから声をかける。──って、やっぱり何度考え直してみても、これって、

『これ以上誘ってくれるな』

　という意味になるんじゃ──。

　ひとしきり絶ぜつ望ぼうした俺の思考は、やがて堂どう々どう巡めぐりに陥おちいる。

　迷めい惑わく、なのかな。

　だとしたら、おとなしく待つしかないのか？

　でも、黙って待っていても、さよりがちびとも園に戻ってきてくれる保証はない。彼女は「また声かけるね」とは言ってくれたけれど、夏か南なとの関係がギクシャクしてこのまま時間が経たってしまえば、戻るに戻れなくなるんじゃないだろうか。

　こんなのは全部、俺おれの勝手なおせっかいで、彼女にとっては嬉うれしいことなんてひとつもなくて、度が過ぎればキモがられてしまうような、ことなのだろうか──？

　そんなことを際さい限げんなくウジウジと考えていたら、あっという間に一週間が過ぎてしまった。




「まだ腑ふ抜ぬけておるのか、軟なん弱じやく者ものめ。貴様など、スカイたんのシャイニーモアレで浄じよう化かされてしまえッ！」

　ある日の放課後。俺は漫まん研けん部室で、池いけ田だのよく分からん戯ざれ言ごとを聞いていた。

「だから俺は幼女に興味はねぇよ。フラワー一いつ択たくだ」

「なにをッ！　大学生プリモアなど、邪じや道どうも邪道、ルール違反も甚はなはだしいッ！」

「小学生低学年のプリモアだって、相当イレギュラーだよ！」

「スカイたんは正義！　小さくて可愛かわいいは正義！」

「浄化されちまえ！」

「ブルッハハァッ！　我わが輩はいはスカイたんの眩まばゆい愛を取り込むことによって、さらに高次元の存在へと登り詰めるのだ！」

「仲良いっスねぇ。鳩はとヶが谷や先輩と池田先輩は」

　岡おか本もとがマイボトルのお茶を飲みながら、他ひ人と事ごとみたいに言う。

「どうした鳩ヶ谷。池田の戯れ言に付き合ってやるなんて。……疲れてるのか？」

　大おお鳥とりが怪け訝げんそうな顔で訊きいてきた。

「あぁ、これくらいしかストレス発散方法がない俺の人生ってどうよ」

「ブハハハァッ！　愚ぐ物ぶつどもめ！　我輩を尊とうとべ！　我輩という至し高こうの存在をなッ！」

「気持ちは分からんでもない。凹へこんでるときって、自分よりもさらに惨みじめで可か哀わい想そうな存在を認識することで、少しは気が晴れたりするもんだ。……そういう、どうしようもなく汚い部分を抱かかえて、人は生きていくんだよな」

「ほんと、むごたらしいよ人の世は。池田みたいな絶望の権ごん化げを生み出すなんて……」

「胸が張り裂さける思いだ」

「せめて俺たちだけも覚えておいてやろう、この哀あわれな現代社会の落とし子を」

「「アーメン」」

「……ちょ、ちょっとひどくないスかふたりとも。さすがに池田先輩が可哀想っス」

　いつも池田にいびられているくせに、岡本は優やさしいヤツだな。

「問題ない。池田の耳は、自分に都合の悪い情報は聞こえないようになってる。すごいんだぞコイツの自己肯こう定てい能力は」

「万が一聞こえても、鉄てつ壁ぺきの防ぼう衛えい機き能のうによって安全な情報に脳のう内ない翻ほん訳やくされてるから、大だい丈じよう夫ぶだ。池田をナメるな」

「……ふたりとも、池いけ田だ先輩のこと好きすぎっスよ。思わず涙なみだっスよ」

　へたくそな泣き真ま似ねをする岡おか本もとと、一連の会話をちっとも意に介かいしていない池田を眺ながめて、俺おれはふと我われに返った。

　──なんて、いつまでも現実逃とう避ひしているわけにもいかんよ、な。

　さよりのこと、もう一度ちゃんと、考え直さなくては。

　俺は藁わらにもすがる思いで、気がつけば池田にこんなことを訊きいていた。

「……なぁ、池田」

「なんだ？」

「お前さ、もしも、もしもだよ？　今そこのドアが開いて、『またボラ』の小さ夜よ子こが入ってきたらどうする？」

「略りやく取しゆする！」

「……お前に訊いた俺が阿あ呆ほだった」

「待て待て、冗じよう談だんだ」

　池田はフンと鼻を鳴らすと、手を振って俺を制した。

「そうだな、我わが輩はい理想のおにゃのこがそこにいるのだ。誰だれよりも早く話しかけ、失礼のないよう完かん璧ぺきなエスコートでもてなし、相手に勘かん付づかれないようさじ加減に注意しながらこちらのことを印象付け、粘ねばり強く関係を保ち……」

　両目を閉じて朗ろう々ろうと語り出した池田を、岡本が呆あつ気けに取られて見ている。

「決して思い余って自己中心的な行動に出ることなく、相手のことを第一に考え、やがて相手との壁かべが低くなり道が見えてきたそのタイミングを逃すことなく、誠意をもって、この溢あふれる愛を伝えるであろう。もちろん、振られたとしても後あと腐くされはナシだ」

「……誰だれだお前？」

　驚きよう愕がくのあまりこぼれた俺の言葉に、大おお鳥とりが続く。

「そのあり得ないほど完璧な対応を、ぜひ現実の女性に対しても適用することを勧すすめる。そうすりゃ池田、ひょっとするとお前も、夢のリア充じゆうかもな」

「ブルハハハッッ！　片かた腹はら痛い！　そこまでする価値のある三次女など存在せず！」

　──お前はもう、全世界の女子に謝あやまれ。

「……さじ加減ったって、そこが難むずかしいんじゃねぇか。良かれと思ってやってることが、相手にとっちゃ迷めい惑わくかもしれないし、場合によっちゃ、それが原因で嫌われちまったら元も子もないし……」

「愚おろか者め！　万ばん事じに通ずる正解などあるか！　そんなものがあれば今ごろ、人類みなリア充なり！」

　そう叫ぶと、いきなり池田は俺に詰め寄ってきた。

「良いか鳩はとヶが谷や、一見、自己中心的に見える行動であっても、それが相手への気き遣づかいに裏打ちされたものであるなら、自信を持って振る舞え！」

「！」

　肉にく薄はくした池いけ田だの顔面に気け圧おされたからではない。

　ヤツの力強い言葉に思わず図ず星ぼしをつかれて、ドキリとしてしまったのだ。

「たとえそれによって汚お名めいを着ることになり、一時的に小さ夜よ子こたんに嫌われようとも、長い目で見て小夜子たんのためになるなら、今ここで、その行動を起こさずしてどうする！　『嫌われるかもしれない』などと、些さ末まつで刹せつ那な的な保身を優ゆう先せんする姿勢こそ、忌いむべき自己中心的な愚ぐ行こうである！」

「……ほ、ホント誰だれだお前」

「思し慮りよ深ぶかい小夜子たんが、その愛に気付かないはずはない。やがて必ず汚名は返上され、感かん極きわまった小夜子たんは、優やさしく広げた我わが輩はいの腕に……、ブフッ、ブフハハァッ！」

　ついに池田は自みずからの熱弁に浮かされ、妄もう想そうの世界へと飛んていってしまった。

　俺おれは頭を搔かいて、ため息をつく。

　一いつ瞬しゆんでも、イイ話かもしれないと思った俺がバカだった。──でも。

「……あ、あのさ。ちょっと俺、用事思い出したんで」

「どうしたんスか鳩はとヶが谷や先輩。まだいつもより早い時間っスよ。……あ、分かった。これからついに、『一見自己中心的に見えるけど相手への気き遣づかいに裏打ちされた行動』を起こすってことっスね！　ドキドキじゃないっスか！」

「なぶっ、え？　バカ言うなよ。あれはただの、池田の戯ざれ言ごとだろ」

「お前も大たい概がいだな鳩ヶ谷。……で、お前の小夜子たんは誰なんだ？　水みず野のか？」

「なんで毎回その名前が出るんだ!?」

「だって俺、お前のクラスで知ってる女子って、水野くらいだし。アイツ可愛かわいいしな」

　さらっと男前なことを言う大おお鳥とり。

　なんなの？　夏か南なに気があるの!?

「ま、まぁアレだ。俺は池田の戯れ言とは全まつたく関係がなく、ただ純じゆん粋すいに、用事があるので失礼するぜ」

　カバンを摑つかみ、慌あわてて椅い子すから立ち上がった。

「ファイトっスよ鳩ヶ谷先輩！　やがて必ず汚名は返上されるっス！」

「……黙だまれ！」

　──と、部室を飛び出してきたものの、我われながら単純すぎるだろ俺。

　しかし、いてもたってもいられなかったのだ。

　座ざする紳士がどれほど尊とうといのか知らないが、今の俺は、立てる農夫でありたかった。

　とりあえず、できそうなことはやろう。後悔するのはそれからでも遅くない。

　さて、具体的にはどうするか。

　前回、いきなり本ほん丸まる突とつ撃げきを敢かん行こうして撃げき破はされてるわけだし、もっとこう、違う角度というか、外そと堀ぼりを埋うめる感じで──、なんて考える俺おれの脳のう裏りに、突然ひとつの考えが浮かんだ。

　夏か南なとのわだかまりが原因になって、さよりがちびともに顔を出しづらいのであれば、その原因を取り除いてあげることが大事なんじゃないか？

「『相手のことを第一に考え……』か」

　俺にできることなんて、限られているけれど。

　俺にしかできないことだって、あるはずだ。

「……こっちからかけるのは初めてだな」

　スマホを取り出して、着信履歴を開くと、その名前はすぐに見つかった。一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしたけれど、意を決して発信をタップ。

　呼び出し音を聞きながら待つこと数秒、電話は繫つながった。

『……は、はい。もしもし』

　どこか慌あわてたような、夏南の声。後ろで、子どもたちの声が弾はじけている。

「ごめん水みず野のさん、いきなり電話して。いま、ちびとも？」

『そうだけど。……なに？』

「ちょっと話したいことあるんだ。待っててくれないか？　三分でそっち行く！」

『え？　ちょ、ちょっと鳩はとヶが谷や』

　時間が惜おしい。なにか言いたそうな夏南の声が聞こえたが、俺は謝あやまりながら通話を終了した。

　カバンを抱かかえ直すと、下足室へと駆かける。




　息を切らせてちびともに到着すると、夏南は園の前に立っていた。その長い脚あしに、璃り空くがまとわりついている。

　こちらに気付くと、夏南が携けい帯たいから顔を上げた。

「……ほんとに三分で来たし」

「き、近年稀まれに見る、全力疾しつ走そうだった……」

　苦しそうな俺を見て、夏南が少しおかしそうに笑った。

「で、なに？」

　俺はなんとか息を整え、彼女に向き直った。

「あの、手紙のことなんだけど……。考えてくれた？」

　そう。璃空発熱事件のときだ。

　さよりに謝あやまりたいと思っている、けれど、人と喋しやべるのが苦手だという夏南に、俺は『手紙を書いてみれば？』とアドバイスしたのだ。

　夏南はちょっとたじろいだ様子だったが、黙ってこくんと頷うなずくと、通学用リュックの紐ひもを右肩から外はずしてなかを探り、なにかを取り出した。

「……これ」

　彼女が差し出しているのは、若わか草くさ色いろの、すっきりとした封ふう筒とうだ。小さくて可愛かわいらしい猫ねこの形をしたシールで、封がされている。

「おお、書いたんだ？」

「まぁ、一応。……けどさ」

「ん？」

「渡せない、っていうか」

「な、なんで？」

　なぜか恥はずかしそうにもじもじしている夏か南なに、俺おれは思わず詰め寄ってしまう。

　だって、ただ手紙を渡すだけじゃないか！

　彼女は逃げるように一歩下がると、今度はちょっと泣きそうな顔で言う。

「下足室でロッカーに入れるとこ、誰だれかに見られたらどうすんだよ……」

「手渡しじゃなく!?」

「はあ？　あ、当ったり前じゃん！　園ならともかく、ガッコで渡すとかそんなの無理！」

　──なぜだ！　女子同士じゃないか！　ロッカー経由とか、なんかおかしくない？

「手紙書いただけでも相当ガンバったのに、直接渡せとかありえねーし！　詐さ欺ぎだし！」

「さじだしっ☆」

　足元から聞こえてくる璃り空くの合いの手を聞き流しながら、俺は叫んでいた。

「別に騙だましてねぇ！」

「なんだよ！　も、もう知らないしっ！」

　顔を赤らめた夏南は負けじと叫んで、璃空を抱きかかえると金髪をひるがえし、俺を置いて早足で去ろうとする。

「ま、待って！　それならホラ、俺が預かって、河かわ原はらさんに渡すとか！」

　ピタリと足を止めた夏南が振り返り、声を張り上げた。

「ダメに決まってるし！　読まれたらアタシ死ぬ！」

　生きろ！　ていうか、

「読まない！　読みません！」

「そ、そんなの分かんねーし！」

　そしてついに、夏南は背を向けて歩き出す。

「ちょ！　ちょっと待って！　せっかく書いたのに渡さないなんて、そんなっ」

　手を伸ばして追いすがる俺をひらりとかわして、彼女はさっさと行ってしまった。

「水みず野のさんってば！」

　──おいおい、マジですか。

　夏南が手紙を書いたことで、せっかくさよりとの関係修復が視野に入ったというのに。

「はぁ～～……」

　俺おれは夏か南なの後ろ姿を見送り、天を仰あおいでから、ため息とともに頭を抱かかえた。

　いや待て、ネタは出で揃そろったのだ。俺がヘンに手を貸さなくても、いずれ夏南がさよりに手紙を渡してくれさえすれば──。

「…………」

　残念ながら、さっきの様子を見る限り、その可能性は限りなくゼロに近そうだ。

　本ほん丸まる突とつ撃げきで、さよりを園に誘うことに失敗。

　それならと、外そと堀ぼり作戦で夏南とさよりの仲を取り持とうとしても、さよりが園に来ないことには、夏南は手紙を渡してくれそうにない。

　──まさに、堂どう々どう巡めぐりの万ばん事じ休きゆうす。

　悔くやしいやら情けないやら、俺はその場でうつむいてしばらく突っ立っていた。

　が、こんなところでいつまでも放心しているわけにはいかない。

　やがて重い足取りで園の玄関に近付き、ドアを開ける。

「おかえりなさい。柚ゆず葉はちゃーん、お迎むかえだよ！」

　俺を出迎え、振り返って奥の柚葉を呼んでくれたのは、エージ先生だった。

「あ、ありがとうございました」

「はいコレ、連絡帳です。……あれ？　今日もさよりちゃんは来ないの？」

　そんな質問に、俺は思わず身を硬かたくする。

「……ちょっと、用事があるみたいで」

「そっか。残念。さよりちゃんと会うの、楽しみだったんだけどな～」

　そう言ってエージ先生は、軽く染そめて自然に流した前まえ髪がみをさっと手で払った。

「な、なんでですか？」

　俺は警けい戒かい心しん丸出しにして、先生を牽けん制せいする。

　いつぞやのエージ先生による『夏南が二番目のお姫ひめ様さま』発言がフラッシュバック。そしておそらく、『一番のお姫様』は他でもないさよりだと俺は予想しているのだが──、以来、俺はこの人と話すとき必要以上に緊きん張ちようするようになってしまった。

「え？　だって彼女、真ま面じ目めだしよく働くし、そのうえ健けな気げで可愛かわいいし。なかなかいないよー、あんなイイ子」

「……そ、そうですね」

「柚葉お兄ちゃんは、さよりちゃんと仲イイよね？　さよりちゃんって、彼氏いるのかな？　……おっと、ふたりが付き合ってるという線もあるか」

「い、いやっ!?　違いますよ？」

　同じように『お兄ちゃん』と呼ばれても、みゆちゃんのときとは全ぜん然ぜん違う。エージ先生から言われると、まるっきり子ども扱あつかいされてる感じしかしない。

「そうなの？　ちょっと前まではふたり、毎日一いつ緒しよに園までお迎むかえに来てたでしょ？　ただの友達じゃ、なかなかそうはならないかなー、って思ってさ」

　──学校だと、ただの友達どころか、面と向かって会話するだけでも大変なんだよ。

　俺おれは自じ嘲ちようとともに昨日の放課後を振り返りながら、曖あい昧まいな笑えみを浮かべるしかない。

「ふうん。じゃ、さよりちゃんはフリーってこと？」

「……いまのところ、たぶん」

　いつだったか、未み來くから「さより彼氏いない」情報を仕入れた夏か南なが、そう言っていたっけ。

　──答えてから、すごく歯は痒がゆいような、悔くやしいような気持ちが湧わき上がってくる。

「よし！」

　なぜガッツポーズをした!?

　この先生、やっぱり女子高生とか狙ねらっちゃうひとなの？

　俺がなす術すべもなく呆ぼう然ぜんと突っ立っていると、突然エージ先生が優やさしげに笑った。

「……そういえばさ、柚ゆず葉はちゃんとは、どう？」

「どう、とは？」

「ケンカしてるんでしょ？」

「……えっ」

　なんでそれを、知ってるんだ!?

　驚きよう愕がくする俺を尻しり目めに、エージ先生はエプロンのポケットに両手を突っ込んで恬てん然ぜんとしている。

「見てれば分かるよー。それに、みんなも言ってるよ？　『柚葉お兄ちゃんはみゆちゃんを妹だって言って、柚葉ちゃんとはケンカしてるんだよ』ってさ」

「そ……、それはっ！」

　──出た。幼女情じよう報ほう網もう、恐るべし。

「柚葉ちゃんはお兄ちゃんのこと大好きなのにさ、あんまり彼女をないがしろにしちゃダメだと思うよ？　よりにもよって『妹』として他のコと比べるとか、そういうのはさ」

　なんて、爽さわやかに言われてしまった。

「アイツが俺のこと大好きとか、そんなワケないっていうか……」

「あーらら。そんなこと言っちゃって。男のツンデレなんて、だーれも喜ばないよ？」

「う……、うぅ」

　俺はもう、呻うめくしかない。

「ちゃーんと、お兄ちゃんからの愛を、柚葉ちゃんに伝えてあげなきゃ」

　ニコニコ笑顔で俺を攻こう撃げきし続けるエージ先生の後ろで、突然賑にぎやかな声が弾はじけた。

「せんせー、なにしてんの！　こっち！」

「まだ宝さがし終わってないでしょ！」

　見れば、双子のえなとゆなが、目にも止まらぬ速さでエージ先生の両腕にぶら下がった。

「うっ、ちょっと……、先生は宝物よりも、美人女子高生の美しい愛を見つけたいかな、って」

「あいならここにあるでしょ！」

「そうだよ！　ふたつも！」

「ううっ、キミたちの愛は、あまりに自己中心的すぎるっていうか……」

　なんて気弱な声を出しつつも、エージ先生はえなゆなの相手をしてやっている。

　このあたりはさすが、男性保育士といったところか。身体からだを使った楽しそうなアトラクションに、ほかの子どもたちが吸い寄せられてきた。驚おどろくべきことに、全員が女の子だ。

「エージ先生に乗る！」

「肩かた車ぐるまして！　ちょっとしゃがんで！」

　なんて叫びながら、後ろや前からよじ上ろうとする子がいるかと思えば、黙だまって絵本を持ってきて、エージ先生の股またの間に座り込んで読み出す子もいる。

　一いつ瞬しゆんのうちに幼女まみれになったエージ先生だが、どうやらよくあることらしい。

　向こうでサキ先生がやれやれと肩をすくめたのが見えた。

「ほらほらっ！　みゆも！」

「やんないのっ？　楽しいよ！」

　えなゆなの勧かん誘ゆうに、少し離はなれたところでおままごとをしていたみゆちゃんは、

「えー、みゆはいいよぉ。……そんな軽くないってゆーか」

　おしとやかに苦く笑しようしているかと思ったら、台詞せりふの後半は黒かった。

　そして半はん眼がんでエージ先生をすがめ見て、ぼそっと一言。

「女の子ウケしてるって分かっててやってるとこが、キラーイ」

　──キツっ！　なんでこんなに容よう赦しやないんだこのコ！

「ははは……、なんか、ゴメンね」

　珍めずらしくエージ先生が、額ひたいに汗を浮かべて狼狽うろたえている。

　す、すごい！　あのエージ先生がものすごくやり辛づらそうに、たじろいでいるではないか。

　対イケメン先生の最終兵器は、一見清せい楚そ系けいの黒少女、みゆちゃんだったのかっ！

　これまで苦手意識のあったエージ先生に、ちょっとだけ親近感を覚えた瞬しゆん間かんであった。

「……っと、いかん。柚ゆず葉ははどこだ？」

　なんのためにここに来たのか、すっかり忘れていた。

　ウチの幼女の姿を探すと──、いた。テーブルで、ひとりお絵描きをしている。

　わざわざ迎むかえに来てやったというのに俺おれのことを完全無視とか、可愛かわいくないヤツだ。

　俺は柚葉の荷物をまとめてから、テーブルに近付いた。

「なに描いてんだ？」

　と訊きくと、柚ゆず葉ははこちらも見ずにぶっきらぼうに答えた。

「……バカイトにはかんけーないでしょ」

　柚葉の手元をのぞきこんで、そこに描かれたものを見て、俺おれは思わずはっとなった。

　髪かみをふたつ結びにした女の子。その隣となりには、ふわふわの髪で、スカートを履はいた女の子。

　大きく口を開けて笑うふたりの周りには、積み木やブロックなのか、四角や三角がたくさん。そして画面のいたるところに、小さなお花が乱れ咲いている。

　──お花？　いや、違う。

　その形をよく見たら、手しゆ裏り剣けんだった。

　こないだ折り紙で量産してたヤツだな。

「…………」

　俺はいつしか、その絵に見入っていた。柚葉がこの紙に再現した光景を、俺は知っていたからだ。

　──そう、ここに描かれているのは、少し前までの日常。

　一いつ緒しよに仲良く遊んでいる、柚葉とさよりの姿だった。

「柚葉。……お前」

　よく見れば、紙の隅すみっこには、小さな針はり金がね人間も描かれている。顔のなかに鼻だけが黒丸で描かれた、柚葉お得意の鳩はとヶが谷や快かい人と像だ。

　なんだか胸に、鈍にぶい痛みが走ったような気がした。

「さよりお姉ちゃんはね」

　突然、ぽつりと柚葉が言った。

「恥はずかしがりやさんだからね……、今度ちびともに来たらね、柚葉が『いっしょに遊ぼ』って誘ってあげるんだ」

　柚葉はクレヨンを持ち替えて、ふたりの女の子が着ている服にピンクと赤で色をつけた。

　そのとき俺の脳のう裏りに、いつか水族館で耳にした、さよりの言葉が甦よみがえった。




『──私は恥ずかしがりやさんだから、自分からアタックとか、できないなぁ──』




　彼女は蒼あおい水すい槽そうを前にして、そう言ったのだ。

　俺は意識を引き戻し、もう一度柚葉の絵を見た。

「そっか」

「……」

　柚葉は、答えない。

　小さな横顔が少し寂さびしそうに見えるのは、俺の勝手な感かん傷しようだろうか。けれども、少し前までの日常を渇かつ望ぼうする彼女の願いが、その絵に透すけて見えるような気がした。

「河かわ原はらさんと……、また遊びたいよな」

「……」

　独ひとり言ごとのように呟つぶやいてみても、柚ゆず葉はは顔を上げなかった。

　やがて彼女はお絵描きに飽あきてしまったのか、その絵を脇わきに置いて立つと、テーブルから離はなれて帰り支じ度たくを始めた。

　俺おれはもう一度、柚葉が描いた絵を眺ながめる。

　絵のなかでさよりと柚葉が浮かべる満面の笑えみを見ていると、なぜだか俺の胸がチクリと痛んだ。




　園を出て、今日も俺たちはダンマリで並んで歩く。

　すると道の向こうから一台のトラックが来たので、柚葉を端はしに寄せて立ち止まった。

「……」

　トラックをやり過ごして歩みを再開しながら、俺は見慣れた通学路を眺めてみた。

　──毎日毎日同じ景け色しきの道に、面白いことなんてあるはずもない。そう思っていたから、かつての俺はいつもイヤホンを両耳に突っ込んで、うつむいて歩いてばかりいた。

　けれども、柚葉が来てからは変わった。コイツはいつでも、俺が気にも留めないようなものを目ざとく見つけた。散歩の犬、夕ゆう餉げの匂い、電線に並んでとまる鳥、すれ違う車のカーステレオ、町内掲けい示じ板ばんの破れたポスター、道みち端ばたに咲いてる小さな花。柚葉の目と耳と鼻は、そこにある全すべてを区別することなく丁てい寧ねいに拾い上げる。そして惜おしげもなく、それを傍かたわらにいる俺に教えてくれたのだ。

　不ふ思し議ぎと、つまらないはずの通学路の印象が、変わったような気がした。

「あ……、つつじがもう、結けつ構こう咲いてるな」

　俺は公園脇わきに植えられたつつじの花を見ながら、ぽつりと言った。

　──これだって、ここにつぼみがあると教えてくれたのは、柚葉だった。

　センサー役の柚葉とケンカをしてから、ふたりで歩く時間、彼女はうんともすんとも言わなくなってしまった。

「…………」

　自分の心を確かめようと、感情の起き伏ふくをなぞり出したら、突然恥はずかしさに襲おそわれた。

『妹』であるはずの柚葉と、まともな会話すらできない今の状況が、ひどく情けないような気持ちになったのだ。

　憧あこがれのさよりとは、学校では相変わらず対等に向き合うこともできず、自分ひとりの力で彼女をちびともに呼ぼうとしても、空から回まわりするばかり。

『うんっ、大好きだよ！　だって水みず野のさん、すごくカッコいいんだもん！』

　さよりの、大陽みたいな笑顔が、目に浮かんだ。

『……別に、アイツのこと、キライじゃないっていうか』

　夏か南なの、少し不ふ本ほん意いそうな表情が、目に浮かんだ。

　──俺おれだけが、彼女たちの気持ちを知ってる。

　でもお互いはお互いの気持ちを、たぶん知らなくて。

　俺は、隣となりを歩く柚ゆず葉はの横顔を見下ろした。

　遠くから眺ながめるだけしかなかったさよりを、こんな俺と引き合わせてくれたのは、間ま違ちがいなく柚葉なのだ。そして今だって柚葉がいなけりゃ、さよりと話すことだってままならないのだ。

　どんなに情けなくても、ちゃんとそれを認めなきゃならない。

「…………そうか」

　俺はこのお子様に対して、少しばかり不ふ誠せい実じつだったのかも、しれない。

『兄』であるはずの俺がヘソ曲げたって、どうにもならんよな。

　自じ嘲ちようとともに、俺は空を仰あおいだ。

　赤く染そまり始めた空に早くも月が浮かび、物言わずこちらを見下ろしている。

　それを見て俺は、いつぞや柚葉が披ひ露ろうしてくれた『おつきさま』のエピソードを思い出す。

　空にひとつしかない月だって、柚葉の目から見れば、それは違う。ふたつだってみっつだって、あってもおかしくないんだ。五歳さいのお子様ならではの発想で、俺の思い込みを鮮あざやかに打ち砕くだいてみせた──。

「……思い込み、か」

　なにかが、胸に引っかかった。

　さよりがちびともに来なくなってしまった、その原因。

　俺が見ていたひとつめの「おつきさま」とは、なんだったのか。

　それは、「さよりが、夏南を怒らせてしまったと勘かん違ちがいしている」ことだ。

　でも、本当に原因は、それだけなのか？

　どこかに、ふたつめの「おつきさま」はないのか？




『……だいたい、なんでアンタがちびともに来てんの？』




　それは、バス遠足の最後、夏南がさよりに向けて放ってしまった言葉。

　あのときからふたりの関係はぎくしゃくして──。




　肩に担かついだ柚葉の荷物を抱かかえ直したとき、トートバッグから飛び出している、丸めた画用紙が俺の胸に当たる。

　それは、柚葉がさきほど、ちびともで描いていた絵だ。

『さよりお姉ちゃんはね、恥はずかしがりやさんだからね……、今度ちびともに来たらね、柚葉が「いっしょに遊ぼ」って誘ってあげるんだ』




「……まて、よ？」

　アイツの言葉を思い出したとき、閃ひらめきは、突然やってきた。

「そうだよな。月はひとつとは、限らない」

　呟つぶやいた俺おれの胸きよう中ちゆうに、微かすかな明かりが、灯ともったような気がした。

「……なぁ」

「……」

「なぁってば。聞いてくれよ、柚ゆず葉は」

「……なに」

　俺は丸めた画用紙を指差して、柚葉に語りかける。

「これ、さっきちびともで描いてた絵だけどさ、俺にくれないか？」

「ダメッ！」

「頼たのむよ。この絵を使えば……」

「ヤダって言ってるでしょ！　なんでバカイトにあげないといけないの？　それはさよりお姉ちゃんにあげるの！」

　柚葉の言葉を聞いて、俺はひとつの確信を持つ。

「俺もこの絵は、河かわ原はらさんにあげたほうがいいと思う。……けどな柚葉、その前にちょっとだけ、俺に貸してくれないか？　そしたらきっと、もっと上う手まいこと河原さんをちびともに誘うことができるかもしれないんだよ」

「……？　バカイトに貸すと、どうなるの？」

「イヤかもしれねぇけど、ちょっとだけ、俺にも描かせてくれ」

　あからさまにイヤそうな顔をする柚葉に、俺はもうちょっとで『お前だって俺の原稿に勝手に色付けたりするじゃねぇか！』と言いそうになったが、ぐっと堪こらえた。

「頼む柚葉！　俺、お前にひどいこと言っちまったって反省してる。許してくれなんて言えないけど……、今だけ！　今だけだからさ、俺に協力してくれないか!?　……悪いようにはしないから」

　──俺なりの誠意を込めたつもりだったが、ちょっと分かりにくかったかもしれない。けれども、必死だった。

　柚葉に向けた言葉に、噓うそはない。

「そしたら、さよりお姉ちゃんがちびともに来てくれるの？」

「おぅ！　きっとな！」

　しばし迷っていたようだったが、やがて彼女は、しぶしぶといった様子で小さく頷うなずいた。

「……汚くしたら、ダメなんだからね」

「分かってる。ありがとうな柚ゆず葉は！」

　俺おれは家に着くと真まっ直すぐリビングに向かい、柚葉の絵を取り出した。

　柚葉が手洗いとうがいをしている間に、俺はテーブルの前に座って、カバンからペンケースを取り出す。

　筆記具や定じよう規ぎ、消しゴムなんかを並べながら、思い描いた構図を頭に焼き付ける。

　そして腕まくりをして大きく息を吸い込むと、俺は作業にとりかかった。

　監かん視し役やくと言わんばかりに、洗面所から戻って来た柚葉は隣となりに座って、俺の手元をじっとのぞき込んでいる。

　とはいえ、なんだかんだ言って結けつ構こう真剣に観察しているところなんて、可愛かわいいもんだ。

「この四角いの、なに？」

「これはホラ、こういうことだよ」

　俺は下書き線用のシャーペンを走らせながら、柚葉に絵の意い図とを解説する。

「……ふぅん？」

「ここにこうして、だな」

「そこに入るよ、ってイミ？」

「そういうことだ。で、このへんに……」

　質問に答えながら、俺は加か筆ひつ修しゆう正せいを続ける。

　そして、三十分後。

　俺は完成した絵を持ち上げて、最終チェック。

「よしっ、いいか柚葉！　明日、俺は勝負を決める！　つまり、決戦だ！」

「……ケッセン？」

「そうだ！　柚葉がくれたこの絵の力で、意地でも河かわ原はらさんをちびともに誘うんだ！」

　しわを伸ばし、大きめのクリアファイルに入れた絵を丁てい寧ねいにカバンにしまって、俺は不ふ敵てきに笑ってやった。










　　　　　　　５







　柚ゆず葉はに対しては強がってみせたものの、決戦前夜のプレッシャーは筆ひつ舌ぜつに尽つくし難がたいものだった。

　──もし、失敗したら。また断られるばかりか、迷めい惑わくそうな顔をされ、嫌われてしまったら。

　想像するだけでも恐ろしい展開から意識を逸らそうと、昨夜ゆうべは闇やみ雲くもに原稿に向かい、限界が訪れたところで倒れるようにして眠ってしまった。

　柚葉をちびともに預けて登校した俺おれは、いつものようにさよりを遠くから眺ながめる。対する彼女の様子も、これまたいつも通りだ。

　──いつ、仕掛けようか。

　人の少ない朝はチャンスだったのかもしれない。けれども、勇気が出なかった。前ぜん述じゆつしたような悪い想像ばかりが頭をよぎって、踏ん切りがつかないうちに、授業が始まってしまう。

　こうなればもう、放課後までは下へ手たに動けなかった。

　俺はひとりプレッシャーと闘いながら、永遠にも思える時間が過ぎ去るのをひたすら耐え忍んだ。




「……か、河かわ原はらさん！」

　そしてようやく訪れた放課後。

　俺はカバンを摑つかむと、帰り支じ度たくをしているさよりのもとへ駆かけ寄り、自分から彼女に話しかけるという偉い業ぎようをやってのけた。教室のなか、クラスメイトたちは減り始めていたとはいえ、俺は緊きん張ちようしっぱなしだ。

　さよりとしても、俺が教室で接せつ触しよくしてくるのが珍めずらしかったのだろう。少しだけ意い表ひようを突かれたような顔をしていたが、すぐにいつもの笑えみを浮かべてくれた。

「鳩はとヶが谷やくん？　どうしたの？」

「あのさ、ちょっといいかな」

　そう言って、彼女を廊ろう下かへと誘い出した。

　俺はそこで意を決して、最終兵器を取り出そうとカバンを開き、

「じつは、見せたいものが……」

　──アレ？

　おかしいな。確かにこのクリアファイルに入れたはずなんだが。

「あっ、ちょ、ちょっと待ってね。……ん？　なんでないんだ」

　少し首を傾かしげたさよりを前にして、俺の心しん臓ぞうが早はや鐘がねのように打つ。

　おかしい。昨日準備したはずの柚ゆず葉はの絵が──、ない！

「…………」

　俺おれは固まった。固まるしか、なかった。

「……鳩はとヶが谷やくん？　ど、どうしたの？」

　さすがに、さよりも俺の異変に気付いたのだろう。所しよ在ざいなげに立って、時とき折おり俺の手元をのぞき込んだりしている。──ど、どうしよう。どうしよう！

「は、はは。ごめん。渡したいものがあったんだけど……、忘れちゃったみたいで」

　なんとかそれだけ言ったが、さよりはますます困った顔をするばかり。そりゃそうだ。俺だって、いきなり呼びつけられて相手がこんな有あり様さまじゃ、途と方ほうに暮れるだろう。

「そ、そっか。……えっと、じゃあ、いいかな？　私、また美化委員のお仕事あるから」

「……あ、うん。ごめん」

　情けなくそれだけ言った俺に向けて、それでもさよりはニッコリと微笑ほほえんでくれた。

　やがて彼女は背を向けて、教室へと戻ってしまう。

　残された俺は、廊下に立ち尽つくした。

　──終わり？　これで終わりなのか？　俺の決戦への意気込みは、こんな残念すぎる結末によって打ち砕くだかれるのかぁっ！

「……ていうか、なんで絵がないんだ？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく俺の耳に、廊ろう下かですれ違った男子生徒たちの会話が届いた。

「なんか裏門とこに、ガキがいるって」

「は？　なに言ってんだ？　ワケ分かんねぇんだけど」

「マジらしいよ。シンゴのやつ、幼女見たって。メールきた」

「またテキトー言ってんじゃねぇの？」

　反射的に、俺は駆かけ出していた。幼女という単語だけで決めつけるのは無理があるけれど、あの幼女ならば、なにをしてもおかしくはない！

　階段を駆け下り、下足室で靴くつを履はき替えて裏門へと向かう。普段から人ひと気けのないこんな場所に幼女がいれば、イヤでも目立つような気がするんだが──。

　そう思いながら裏門を抜けたところで、突然横から、聞き慣れた声が響ひびいた。

「あっ！　バカイトだ！」

「うおぉ！　ビビった！　……お、お前！　なんでこんなとこにいるんだ！」

「お前じゃない！　柚葉！」

　眉まゆを吊つり上げてお決まりの文句を垂たれてくる柚葉の隣となりには、なんとエージ先生がいた。

「ごめんねぇ、お兄ちゃん。柚葉ちゃんが『にぃにぃのとこ行く』って言って聞かなくてさ。まぁ距きよ離りも近いし……、ちょっとお散歩がてら、ってことで。ね？」

　先生は苦く笑しようまじりにそう言うと、柚葉の背中をぽんと優やさしく叩たたいた。

　おそるおそる柚ゆず葉はのことを見下ろした瞬しゆん間かん、彼女はこともなげに、こう言った。

「さよりお姉ちゃんを、呼びに行く！」

『おーっ！』なんて言って、小さな拳こぶしを振り上げている。

「あのなぁ！　……って、えぇ!?　お前、なんでソレ持ってんだよっ！」

　彼女の手に握られているのは、昨夜ゆうべクリアファイルに入れて俺おれのカバンにしまったはずの、柚葉の絵だった。

「だって柚葉が描いたんだもん！　柚葉がさよりお姉ちゃんに渡すの！」

　──こいつ、いつの間にか俺のカバンから抜き取りやがったな！

「さて、と。それじゃあ僕は園に戻らないと。園長に叱られちゃう。……あ、柚葉ちゃんの荷物は園にあるから。お迎え、待ってるね？　連絡帳も渡さないとだし」

「えっ」

「今日、『決戦』なんでしょ？　……なんだか分からないけど、すっごく面おも白しろそうな匂いがするんで、応援しとく。お兄ちゃん頑がん張ばれ！　そして結果は後日、僕にも教えてね」

「いやっ、まぁ、ははっ！」

「いいね、青春！　やっぱりこう、玉ぎよく砕さい覚かく悟ごで！　みたいな？　わくわくだね」

　──柚葉のヤツ、喋しやべりやがったな！

　心底楽しそうな顔をして笑うエージ先生に、俺は乾かわいた笑いを返すばかり。

　そんな俺をひとしきり眺ながめてから、先生は柚葉に向き直った。

「じゃあね柚葉ちゃん、ちびともで待ってるよ？」

「うん、エージ先生、ありがと！」

　えっ、うそ、ホントに行っちゃうの？

　焦あせる俺にはお構いなしで、柚葉はぶんぶんと元気よく手を振っている。

　エージ先生も優やさしく手を振り返して、ついに背を向けると立ち去ってしまった。

「待て待て待て！　いくら放課後とはいえ、幼女を高校に連れ込むとかヤバすぎる！　いいから、その絵貸してくれ！　そんでお前はエージ先生追っかけて、ちびともに戻れって！　今すぐ！」

「イヤッ！　柚葉の絵をあげるんだから、柚葉も一いつ緒しよに行くの！」

「……カンベン、勘かん弁べんしてくれぇっ！」

「ダメッ！」

　俺はほとんど泣きながら柚葉に懇こん願がんするが、このお子様が折れる気配はない。

「柚葉が行けないなら、柚葉の絵も貸してあげない！」

　あまつさえ、脅きよう迫はくまがいのセリフを吐はく始末だ。

　俺はなす術すべなく、がくりと項うな垂だれた。

「……」

　柚ゆず葉はが家に来てから、学校は俺おれにとって唯ゆい一いつ、平へい穏おんな時間を過ごせる場所となった。

　しかし今、最後の聖せい域いきたる学校にまで、このお子様は侵しん略りやくを開始しようとしているのだ。

　──柚葉の絵を見て天てん啓けいを受けてから、約二十四時間後。まさか、こんな展開が待ち受けていようとは。

　俺は泣きたい気持ちをぐっと飲み込み、頭をフル回転させる。しかし、今の俺には他にどんな選せん択たく肢しも残されていないという結論に至いたっただけだった。

「…………。しょうがない。……ど、どうなっても知らないからなッ」

　俺は湧わき上がる葛かつ藤とうと不安とを気合いで吹き飛ばすようにして、そう叫んだ。

「だいじょうぶだよっ！」

　すると、柚葉も叫び返してくる。

　俺たちは一歩を踏み出し、高校の裏門をくぐり抜けた。

　境界線を越えた途と端たん、ごまかしようのない違い和わ感かんが俺を襲おそう。

　チラリと後ろを振り返ると、目を爛らん々らんと光らせた柚葉の視線が俺を射い抜ぬいた。

　──入れちまった。柚葉を。放課後の学校に。

　どうしようもなかったとはいえ、俺はそのことに戦せん慄りつを覚える。

「よしッ！　こうなったらもう、行くしかない！　河かわ原はらさん見つけたら言うんだぞ！」

「……うんっ！」

　この幼女が俺の淀よどんだ生活に暴風を吹き込むなら、俺はそれに翻ほん弄ろうされているだけじゃダメだ。ちっとも言うコトを聞かないその風に乗って、どうせなら高く舞い上がってやる！

　──なんて、カッコつけて言ってみたところで、今俺がやっていることはヤバイ！　間ま違ちがいなく、相当ヤバイよ！

「まずは一階……、と行きたいところだけど、職員室とかあるからパス！　三階の教室チェックするぞ！」

　俺は下足室に飛び込み、再び上うわ履ばきに履はき替えた。滑すべると危ないので、柚葉は靴くつと靴くつ下したを脱いで裸足はだしになった。柚葉の小さな靴を俺の靴のなかに入れて、一いつ緒しよにロッカーに放り込む。

　階段を一気に駆かけ上がりたいところだったが、柚葉のペースに合わせないわけにはいかない。こんなとこで転げ落ちて怪け我がでもしたら、それこそ大問題だ。

　時間をかけて三階まで上る途中、階段ですれ違った生徒は二名。目を丸くして俺たちを見ていたが、幸い知り合いではなかった。──この状況で、いちいちフォローなんかしてられるか！　教師に見つからなければそれでよし！　自みずからの羞しゆう恥ち心しんの回路が焼き切れていることを理解しつつも、俺は不思議な高こう揚よう感かんに包まれていた。

　俺たちは三階の廊ろう下かを駆かけて、教室の前に到着。開いたままのドアからなかをのぞくが、そこにはもう、誰だれもいなかった。俺は少しなかに足を踏み入れて、さよりの机をチェックする。カバンがあるので、どうやらまだ帰ってはいないようだ。

「ひろーい！　机も、あの前のも、でっかいね！」

　歓かん声せいを上げる柚ゆず葉は。いつの間にか教室のなかに入ってきてやがる。

　うおぉ、この絵え面づら！　クラスメイトに見られたら即アウト！　言い訳不能だよ！

　そんな恐怖を感じながら、俺おれは柚葉の指し示す黒板を見た。

　いつも狭せまっ苦くるしいと思っていた教室も机も、柚葉の目線だと『ひろくてでっかい』ワケだ。当たり前と言えば当たり前だけど、これだって柚葉が俺に与えてくれる、立派な気付きだ。

「次行くぞ！」

「ぅんっ！」

　教室を出て、隣となりのクラスをのぞく。二、三人の生徒が残っていたが、さよりの姿はなかった。

　柚葉を見られないようにさっさと通り過ぎ、さらに隣へ。さよりはいない。

　とりあえず三階の教室は一通り見て、それでダメだったら──、なんて頭のなかでプランを練っていると、後ろで柚葉の声がした。

「ねぇバカイト」

「ん、どうした？」

「おしっこ」

「…………は？」

「トイレ行く」

　──なにいぃいいぃいぃいっ!?

「と、トイレったってお前」

「お前じゃない！　早く、もれちゃう！」

「待て待て待て！　わ、分かったから待て！　えっとだな、トイレはあっち、廊ろう下かの端はしっこで」

　俺は柚葉を刺激しないようにゆっくりと歩きながら、必死で考える。

　トイレったって、そんなの、どっちに入ればいいんだよ？

　柚葉はひとりで用を足せるが、なにか不測の事態（紙がないだの）があったときのために、男子トイレの個室を使わせたほうが安全か？　し、しかし誰だれかいたらヤバイし、仮にいなくても、柚葉がモタモタしてる間に入ってこられたら、そこで試合終了だ。『幼女を学校の男子トイレに連れ込んだ変質者』の烙らく印いんを押され、俺のまっとうな学校生活は崩くずれ去るだろう。

　じ、じゃあ女子トイレ？　当然、その選せん択たく肢しは、全すべてを柚葉に任せることを意味する。天地がひっくり返っても、なにかあったときに俺がフォローすることは不可能だ。そもそも、なかに誰だれかいるのかどうか、入る前に確認することさえできない。

「……ど、どうすりゃいいんだ」

　廊下の端、男子トイレと女子トイレ、ふたつ並んだドアの前に立ち尽つくし、俺は頭を抱かかえた。

「バカイト！　もれるってば～！」

　しかし、ぴょんぴょん飛び跳はね出した柚ゆず葉はを見て、悩める時間はほとんどないことを悟さとる。

　──え、えぇい、ままよ！

「よし柚葉、こっちだ。こっち使え」

　そう言って俺おれは、男子トイレのドアを指差す。

「そっち男の子じゃん。柚葉、女の子だよ！」

「いやだから、なにかあったとき、そっちだと、俺は手出しができなくてだな」

　──夏か南なとかさよりがいるならともかく。

「ヤダ！　柚葉こっちがいい！　女の子だもん！」

　叫んだ柚葉が、女子トイレのドアに描かれた赤いマークを指差す。

　ここへ来て駄だ々だをこねるとか、勘かん弁べんしやがれ！

　俺は半泣きになりながら、しかし状況がそれを許さないので、全すべてを柚葉に賭かけることにした。神様お願いします！　俺の学校生活を崩ほう壊かいさせてくれるな！

　女子トイレのドアを開けて、なかへ消えた柚葉が、誰だれにも会わず、なにも問題を起こさず、無事に用を足して出て来れますように！

　俺は祈った。心から。

　しかし冷静に自分を客観視すると、放課後の人ひと気けのない廊ろう下か、女子トイレのドア前で両手を合わせて瞑めい目もくしているのである。これはこれで、十分すぎるほどに怪しい姿じゃねぇか。

　俺は慌あわててドアから離はなれて、反対側の壁かべ際ぎわへと移動する。

　そこには掃そう除じ用よう具ぐを入れるロッカーがふたつ並んでいたので、俺はその隣となりで、壁に背をつけて待機。スマホを取り出して、わざとらしくいじってみたりして。

　──なにも、やましいことなんかしてませんよ？　女子トイレに放った幼女の動向が気になってたり、しませんよ？

『バカイト～！』

　空耳かと思ったが、ドア越しにくぐもった柚葉の声が聞こえた。俺の心しん臓ぞうが跳ね上がる。

「ど、どうした!?」

　俺は青くなって、女子トイレのドアに駆かけ寄った。

『ここのトイレ、音がするヤツついてないよ！　ちょろちょろっていうヤツ！』

　──知らねぇよ！　女子トイレの詳くわしい事情なんて、知るわけねぇだろ！

『ねぇバカイト聞いてるの！』

「う、うるせぇ！　それはあれか？　なんか音をごまかすヤツか？　よく知らんけど、そんなのどうでも」

『あれ～？　うわっ、押したら音出た！　びっくりした』

「いいから、早くして！　早く出てきてお願い！」

『あっ、かみが』

　──ひいぃっ！　まさか紙がないの？　ゲームオーバー!?

『前まえ髪がみが、目に入った』

　──まぎらわしいんだよっ！

「終わったか？　ちゃんと流せよ！　手ぇ洗えよ！」

『分かってるよバカイト。柚ゆず葉ははオネエサンなんだよ』

　女子トイレのドアにぴったりとすがりついて懇こん願がんする俺おれを見て、神も哀あわれに思ったのだろうか。やがて柚葉が、ドアを開けて出てきた。どうやら、なかでは誰だれにも会わなかったようだ。

　──よ、良かったぁ。俺は胸を撫なで下ろした。

「お、おいおい、手ぇびしょびしょじゃねぇか」

　俺は自分のハンカチを出して、柚葉の手を拭ふいてやった。

「さよりお姉ちゃん探そ！」

　すっきりしたのか、晴れやかな顔でそう言う柚葉。

　こ、このやろう。こっちは体重二キロくらい減ったわ。

　俺はなんとか怒りを飲み込んで、気を取り直した。さて、それじゃあ次は、どうするか。

　そう思って歩き始めようとしたときだ。次なる脅きよう威いが、俺たちを襲おそったのは──。

「……ひぃっ！　ま、マズい」

　俺はほとんど声にならない声を上げて、背せ筋すじを震ふるわせた。

　視線の先、中央階段から廊ろう下かに姿を現したのは、口うるさいことで悪あく名みよう高い生活指導の教師だった。彼は廊下に出ると、まっすぐこちらに向かって歩き始める。ちょうど近くにいた生徒たちとなにごとか会話を交わしているようで、まだ俺（と柚葉）のことには気付いていないようだ。

　あれこれ考えている暇ひまはなかった。

　俺は自分でもおそるべき速さで、さっき見つけた壁かべ際ぎわの掃そう除じ用よう具ぐ入れのロッカー、その右側を開けて、なかに柚葉を押し込む。

「ちょっとバカイト、なにすんのっ！」

「うるせぇ静かにしろ！」

　ぴしゃりとそう言って、自みずからもそこへ飛び込む。少々もたつきながらも、内側からドアを閉めて、ロッカーのなかに身を隠かくすことに成功する。

「……く、暗い～！　ヤダぁっ！」

　途と端たんに柚葉が泣き事をのたまう。しかもデカイ声で。

「いいから黙だまれ！　見つかるだろ！」

　俺は囁ささやきながら、ちょうど下か腹ふく部ぶの前にある柚葉の小さな頭を押さえつけた。

「触さわらないで！」

　──ガン！

　拒きよ絶ぜつと同時に柚葉が勢いきおい良く頭を振り、後ろ頭ず突つきが俺おれの急所を直ちよく撃げき。

「ぬおおっ！　…………ぐぐ」

　俺は無ぶ様ざまにも、狭せまい箱のなかで悶もん絶ぜつすることになる。しかし、苦痛を堪こらえてしゃがみ込むことも、ぴょんぴょん飛び跳はねることもできない。

「やめてバカイト！　くっつくな！」

「む、ムリ言うな！　狭いんだからしょうがないだろ！」

「ここなんかくさい！　ぞうきんのニオイする！」

　そりゃするだろうよ。俺の顔の横にぶら下がってるわ。湿しめったヤツが！

　ちっともじっとしていない柚ゆず葉はがしきりに頭を動かすせいで、ツインテールの黒くろ髪かみがわさわさと俺の内ももをくすぐって、非常にこそばゆい。しかし、笑うわけにはいかない。気配で分かる。もうすぐそこまで、生活指導の教師は迫せまっているのだ。

「出る！　出して！　ここから出して！　助けて！」

「聞こえるだろバカッ！」

　誤ご解かいを招くような言い回しをするな！

　俺はドアの空気穴に両目を近付けて、そっと外の様子をうかがう。

　このロッカーはトイレの向かいの壁かべ際ぎわにあるので、俺の微かすかな視界に映っているのは、男子トイレと女子トイレ、ふたつ並んだドアのみだ。

　そこへ横から、サンダルをぺたぺたと鳴らす足音が聞こえてきた。

「……きた」

　さすがに竹刀しないは持っていなかったが、白髪しらがまじりの角かく刈がりにジャージ姿の体育教師が、視界に入る。

　俺は恐怖のあまり、反射的に両手で柚葉の口を塞ふさいだ。

「むぐっ！　…………むーっ、……むーっっ！」

　──ていうか！　もしも今、このロッカーのドアが開いたら、学校生活の崩ほう壊かいどころじゃすまない。俺の人生そのものが爆ばく砕さいすることになるのだ。

　俺は半泣きになりながら祈った。柚葉もたぶん半泣きだろう。けど、許してくれ！　今はこうするしかないんだ！

　薄うすいドアを隔へだてたすぐそこで、教師は訝いぶかるようにして辺りを見回している。その視線が一いつ瞬しゆんロッカーを薙ないで、俺の心しん臓ぞうは止まりそうになった。

　そのまま教師は男子トイレのドアを勢い良く開けると、なかの様子をうかがう。だが、誰だれもいなかったのだろう。首を傾かしげて、ドアから手を離す。

　続けて、女子トイレの前に移動。そのドアに手をかけた。

　──なんだ？　なにを探しているんだ？

「……えー、うそぉ」

「ちょっとマジ？　キモーイ」

　ちょうどそのとき、ふたりの女子生徒がやってきた。女子トイレに入ろうとしている教師を見て、くすくすと笑っている。

　教師は顔だけを動かして、そちらを見た。

「ちょうどイイところに来たな。お前らちょっと、トイレのなか調べろ」

「……はぁ？　なになに、なに言ってんの、せんせー」

「校内で小さな女の子を見たという報告が、生徒からあってな。調べとるんだ」

　──なんてこった！

「えー、それでトイレ？　……てコトは、なに、花はな子こさん的な？」

「おぉ、まだあるのか、トイレの花子さんみたいな話は。ワシが子どものときからあったぞ」

「何百年前～？　あっ、今はあれだよ。トイレには花子さんじゃなくて神様がいるんだって」

「それもちょっと古くね？」

「てゆーか、ちっちゃい女の子ぉ？　んなの、ガッコにいるわけないじゃん」

「クラスも学年も違うふたりから、同じ報告が上がっとるんだ。ただのイタズラとは思えん。いいからホレ、はやく見てこい」

「手伝ってあげたらさ、今度の私物抜き打ちチェックんとき、見逃してくれんの？」

「ばっかもん！　それとこれとは別だ」

　すったもんだの末、女子生徒ふたりがトイレのドアが開けて、なかに入った。

　教師は腕組みをして足を踏み鳴らしていたが、やがてしびれを切らしたのだろう。手持ち無ぶ沙さ汰たに辺りを見回し始めた。

　と、教師の視線が、俺たちが潜ひそむロッカーに向けられる。俺は息を飲んだ。それを察さつ知ちしたのか、柚ゆず葉はの身体からだがびくっと震ふるえた気がした。

「…………」

　教師が一歩、ロッカーに近付く。訝いぶかしげな視線を、こちらに向けながら。

　さらに一歩。──こ、これは明らかにマズい！　なにか違い和わ感かんを感じている顔だ。そうでなくても、ちょっとした空あき時間を使って、掃そう除じ用よう具ぐ入れを開けてなかをチェックするくらい、あの教師なら普通にやりそうなことだ。

　なす術すべもなく怯おびえていると、教師が目にも止まらぬ速さでこちらに近付き、ふたつ並んだロッカーのうち、左側を開けた。

「……っ！」

　ばぁん、という荒っぽい振しん動どうが真横から伝わり、俺と柚葉は震え上がった。

　──ヤバい！　ヤバいヤバいヤバい！

　俺の心しん臓ぞうは破れんばかりに波打つ。も、もうダメだ。おしまいだ！

　教師の手が、右側、俺たちが潜ひそむロッカーに触ふれようとした、そのとき。

「せんせー。誰だれもいなかったよ？」

「花はな子こさんも神様もいねーし」

　女子ふたりが、トイレから出てきた。

「おぉ、そうか」

「なに？　ロッカー？　てゆーか、そんなとこいるわけないじゃん」

「……なんで？」

「だってぇ、ちっちゃい子が自分でなかに入ってドア閉められるわけないし」

「なる～。そっかぁ」

　──そう！　その通り！　だからもう、ここは諦あきらめて他へ行ってくれ！

　女子生徒らのナイスなフォローに必死ですがる俺おれだったが、続く教師の一言によって絶望のどん底にたたき落とされた。

「そんなもん、見てみないと分からん！」

　──ダメだ！　もうおしまいだっ！

　あまりに恐怖に俺の意識が飛びそうになった瞬しゆん間かん、廊ろう下かの向こうから数人の男子生徒の声が響ひびいた。

「あ、いたいた！　おぉい、せんせ～」

「ん？　どうした！」

「なんか、向こうの教室で、ガラス割ったヤツがいるって！」

「いや、花か瓶びんだってよ」

「なんだとっ！　どこのどいつだ！　よし、今行く！」

　間かん一いつ髪ぱつ、割り込んできた通報により、教師はロッカーから興きよう味みを失ってくれたようだ。すぐさま方向転換し、廊下の向こう側へと歩き出すのが見えた。

「ちょっ、せんせ！　ウチらにお礼は？　私物チェックの安あん泰たいは!?」

「だからそれは別だと言っとろうが！」

「せんせー、噓うそつきは泥どろ棒ぼうの始まりだよぉ？」

「約束しとらん！」

　ぎゃあぎゃあ言いながら、三人の気配が遠ざかってゆくのが分かった。

「たすっ……、かったぁ……」

　俺は一気に脱力して、大きく息を吐はき出す。

　もう大だい丈じよう夫ぶだろう、と両手を離はなした途と端たん、

「なにすんのバカイト触さわらないでッ！」

　──ガンッ！

「ぐわあっ！」

　柚葉の鋭するどすぎる頭突きが再び急所を直ちよく撃げきして、俺は思わずもんどりうった。

　その拍ひよう子しに、隣となりにかけてある湿しめりぞうきんに顔から突っ込む。

　──な、なんの罰ばつだよこれは！




　ようやく狭せま苦くるしいロッカーから脱出できたときには、俺おれと柚ゆず葉はの勢いきおいはすっかり削そがれてしまっていた。

　このまま校内をしらみつぶしに探すのも手だが、それだと効こう率りつが悪いし、さっきのように教師に遭そう遇ぐうする可能性が高まってしまう。あんなことを繰くり返していたら、命がいくつあっても足りない。

「……考えろ、考えるんだ！　放課後に河かわ原はらさんが行きそうな場所をっ！」

　唸うなりつつも、足を止めるわけにはいかない。

　柚葉を背中に隠かくしつつ、人ひと気けのないルートを縫ぬうように進み、通りすがった教室から物もの陰かげまで、くまなくさよりの姿を探して回る。

　その姿を思い浮かべながら、走る、走る、走る──。

　次し第だいに焦あせりが広がる頭のなかに、突とつ如じよひとつの考えが浮かんだ。

「そうだ……、ひょっとしたら」

　──一年前、クラスの違う彼女の姿を見つけるために、俺が毎日のように通った場所。

　根こん拠きよはない。けれどもそこに、さよりがいるような気がした。




　数分後、俺たちは図書室の前に到着。

　淡あわい期待を胸に、ドアにそっと手をかけた。

　図書室というのは、当然だが、静かに本を読んだり、勉強をしたりする場所だ。つまり、ところ構わず大声を出す幼女との相性は最悪！

　柚子を部屋の外で待たせておこうかとも思ったが、さすがに目が届かない場所に放置するわけにもいかない。俺は柚葉を引き連れて、図書室のドアをくぐった。

　しん、と静まり返った空間に足を踏み入れ、なかの様子をうかがう。幸い、ほとんど人はいない。俺は冷や汗を流しながら、カウンターのほうをチェック。運良く、そこに教師や司書さんの姿はなかった。

　た、助かった！　とにかく、さよりを探さねば！

　部屋の中央に並べられたテーブルを眺ながめ回すが、そこに彼女の姿はない。

　物もの珍めずらしそうにキョロキョロと辺りを見回す柚葉を引き連れ、書しよ棚だなが並ぶほうへと移動する。

　書しよ架かの間を縫うようにして探し始めたところで、すぐに俺の背せ筋すじに電流が走った。思わず囁ささやく。

「……っ。かわはら、さん」

　──いた。さよりが、いた。

　それは何度も──、何度も見た光景。

　さっきのテーブルに座って、遠くからひとり、そっと眺ながめていた光景。

　写真集や図ず鑑かんの書しよ棚だなに向かい、さよりは高い段にある本を取ろうと背伸びしている。

　その姿を見て、俺おれの胸がどくんと波打った。

　──今なら、できる。

　見えない力で誰かに背中を押されたような気がして、気付けば俺の身体からだは勝手に動いていた。

　爪つま先立ちするさよりの背後に近付き、後ろから手を伸ばして、彼女が取ろうとしている本を摑つかむ。それを本棚から引き抜いたとき、さよりがバランスを崩くずしたように、よろめいた。

「あっ……、ありがとう、ございます」

　そう言って振り返ろうとした彼女の背中と肩が、俺の胸にとん、と触ふれた。

　──こちらを見上げるさよりの目が、刹せつ那なの揺ゆらぎを経へて、ぱっと見開かれた。

「……えっ!?　は、……はとがや、くん？」

「どーぞ」

　驚おどろいてよろけているさよりを支えようと、俺は左手で彼女の肩に触れる。あまりに小さくて、細くて、そして柔やわらかくて温かくて、胸の高鳴りが冗じよう談だんみたいに跳はね上がる。

「あっ、え……、っ、えぇっ？」

　本を両手で受け取ったさよりは頰ほおを染そめて口をぱくぱくしていたが、やがてバッ、と身を翻ひるがえすと、俯うつむいたまま俺の脇わきを通り抜けて、この場から逃げようとする。

「河かわ原はらさん、待って！」

　俺はできるだけ彼女を驚かさないようにそう言うと、その手をそっと摑んだ。

　さすがに彼女はそれを振り払って逃げ出すようなことはしなかったが、もじもじと、どこか所しよ在ざいなげに視線をさまよわせている。

　俺はとっさに自分がしたことを理解して、慌あわてて彼女の白い手を離はなした。

「ご、ごめん！」

「……う、うぅん、大丈夫だよ」

　心なしか、さよりは伏ふし目がちである。俺は心を奮ふるい立たせた。

　まずは、あまり深刻にならないように注意して、こう訊きいてみる。

「あのさ、河原さん。しつこい、って思われるかもしれないけど」

「……」

「また、ちびともに来てくれないか？」

　少しの間を置いて、彼女が視線を合わせてくる。

「そうしたいのはやまやまなんだけど、ね」

　それだけ言って、さよりは微び笑しようを顔に貼り付けている。

　──まぁ、そうだよな。これだけじゃ、今までと同じだ。さよりだって、そう答えるしかないだろう。

　けれども、今の俺おれには奥の手がある。さっき教室の前で呼び止めたときには無ぶ様ざまに失敗してしまったけれど、今度こそ。

　一いつ拍ぱく置いてから、俺は用意しておいた台詞せりふを口にした。

「……美化委員のポスターの仕事、なにか俺に手伝えること、ないかな？」

　さよりは、またしても薄うすく笑うだけだった。

「鳩はとヶが谷やくん絵上手だし、気持ちは嬉うれしいけど……、そんなの悪いよ」

　彼女がそう言うことは分かっていた。狙ねらい通りだ。

　よし、今こそ、秘密兵器を使うときだ──。

　と、思ったら、

「さよりお姉ちゃん！」

　俺の後ろに隠かくれていた柚ゆず葉はが、突然、勢いきおい良く飛び出した。

　──ぬぉっ!?　ビビった！

　いきなりペースを乱されてちょっと慌あわてた俺を尻目に、柚葉は大きな黒いふたつの瞳ひとみで、さよりのことを真まっ直すぐに見上げている。

「……ゆ、柚葉ちゃんっ!?　えっ、なんで？」

　驚おどろきのあまり手にした本を取り落としそうになりながら、さよりは続けて、俺を見た。
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「な、なんでっ!?　どうして柚ゆず葉はちゃんが学コ校コにいるのっ？」

「ごめん河かわ原はらさん、驚おどろかせちゃって。どうしてもついてくるって言って、聞かなくて……」

　ゆっくりと答えるが、さよりは言葉を失って固まっている。そこへ、柚葉が力強く宣言した。

「柚葉、さよりお姉ちゃんとまた遊ぶの！」

「……っ」

　さよりが大きく目を見開いたのが、分かった。

　柚葉は思いの丈たけをぶちまけて、自分の言葉に感かん極きわまったのだろう。

　次し第だいに涙なみだ目めになった彼女は、やがて両目からぽろぽろと大おお粒つぶの涙をこぼし始めた。

「さよりお姉ちゃんがいないのヤダ！　柚葉が、お利り口こうじゃないときも、いっつも、優やさしくて、遊んでくれるの……、お姉ぢゃんっ、だげだっだんだもんっ……！」

　とうとう柚葉は嗚お咽えつを止められなくなって、たどたどしい言葉を紡つむぐ。

　それを真っ正面から受け止めて、さすがにさよりも心が揺ゆらいだのだろうか。彼女は弾はじかれたようにその場にしゃがみ込むと、泣きじゃくる柚葉の背に、そっと手を回した。

「……ごめんね柚葉ちゃん。……お姉ちゃん、ホントはちびともに行って、柚葉ちゃんや、みんなと一いつ緒しよに……」

　そこで一いつ旦たん言葉を切って、さよりはもう一度強く、柚葉を抱き締しめた。

「でも……、やっぱり私、今のままじゃ」

　消え入るような声で囁ささやいて、彼女は俯うつむいてしまう。

「……」

　さよりの言葉を聞いて、俺おれは確信する。

　彼女はわざわざ言葉にしなかったけれど、やっぱり、引け目に感じているのだ。

　夏か南なを──、あれほどストレートに好意をぶつけていた相手を、怒らせてしまったことを。

　俺はそれに半なかば気付いていたのに、これまで、なにも行動を起こそうとはしなかった。

　だから、ここまで話がこじれてしまったのには、俺にも責任がある。

「ごめんな、河原さん」

　俺のそんな呟つぶやきに、彼女が顔を上げた。なにかを問いかけるような目には敢あえて言葉を返さず、代わりに俺は柚葉の頭をぽんと撫なでた。

　──柚葉の割り込みのせいで、俺がシミュレートしてた話の流れがぶった切られちまったけど、しゃあねぇ！　美お味いしいところはコイツに譲ゆずってやろう。

「ほら、柚葉。もう泣くなよ。河原さんにアレ、渡そうぜ？」

「ひっく……。うん」

　柚葉はさよりから身体からだを離はなして、一度大きく洟はなをすすり上げると、手の甲でごしごしと両目をこすった。それから、もう片方の手に持っていた絵を広げて、さよりに差し出した。

「見て！　これ柚葉が描いたの！」

「…………。これって」

　受け取った画用紙をまじまじと見て、さよりの顔に驚おどろきが浮かぶ。

「校内美化のポスターに、使えるかなって思って。……俺おれと柚ゆず葉はの合がつ作さくなんだ」

「さよりお姉ちゃんと、お片付けしてるところだよ！」

　柚葉の手による、『たくさんの積み木やブロックに囲まれて一いつ緒しよに遊ぶ、柚葉とさよりの図』。俺はそこに、少しだけ手を加えさせてもらった。

　ばらまかれたブロックや積み木の収納場所である『お片付けカゴ』を書き込み、ここに片付けなさい、ということが分かるよう、それぞれ違う色の矢印で示したのだ。そして画面上部の余白には、『使ったらきちんと片付けよう！』というレタリング。

　これで、クオリティはともかく、標語付きの立派なポスターになるってわけだ。

　そしてその素材は、柚葉の手による、『さよりと一緒に遊びたい』気持ちを紙いっぱいに表現したクレヨン画だ。

　さよりはその絵を食い入るように見つめ、小さく呟つぶやいた。

「なに……、これ。すごく可愛かわいい」

　お子様柚葉の無む邪じや気きさを利用して、さよりの心に訴えかけようとするこの作戦は、ひょっとすると、少々卑ひ怯きようなのかもしれない。

　けれども、柚葉がその絵を描くときに抱いだいたであろう気持ちと、その絵を見たときに俺が感じた気持ちは、多分きっと、同じだ。

　──さよりと一緒に遊びたい。また、ちびともに来て欲しい。

　そう思えたからこそ、その想いが本物だったからこそ、俺は柚葉に頼たのみ込んでこの絵に手を加えさせてもらった。そればかりか、結果的にこんなところまで柚葉を連れてくるという、暴ぼう挙きよにも出たのだ。

「どうかな？　俺と柚葉の、自信作」

「……」

　さよりは、そんな俺の意図を、少しは汲くんでくれたように見える。心なしか潤うるんだ瞳ひとみで、なにか言いたそうに口を開きかけて、またすぐにそれを閉じてしまう。

「最近さ」俺はなるべく優やさしい声こわ色いろを意識して、先を続けた。

「園に行くといつも訊きかれるんだ。『今日は河かわ原はらさんどうしたの？　次はいつ来るの？』って」

「……！」

　彼女が、驚いたように息を止めた。

「柚葉だけじゃないんだ。……みゆちゃんも、サキ先生も。みんな、俺の顔を見れば、二言目にはそれだよ」

　──本当は、エージ先生もね。

　少し唇くちびるをかんで、うつむきがちな彼女。俺はそっと、台詞せりふを締しめくくった。

「他の誰だれでもない。みんな、河かわ原はらさんに会いたがってる。河原さんがまた園に来てくれるのを、ちゃんと待ってるんだよ」

　俺おれは、さよりがちびともに顔を出せない、その原因が「夏か南なとさよりの関係がぎくしゃくしているから」だと思っていた。だから原そ因れを取り除いてあげればいいと考えたのだが──、上う手まくいかなかった。

　けれども、原因はひとつだけじゃない。他にもあった。




　きっとさよりは、バス遠足のとき夏南から突きつけられた、

『保ほ護ご者しやでもないのに、なぜちびともに来るのか』

　という問いに、自みずから答えを見出みいだすことができなかったのだ。

　──そう。これこそ、ふたつめの「おつきさま」ってわけだ。




　それならば俺が代わりに、答えることができる。声を大にして、伝えることができる。

　だって、知っているから。

　俺は──、柚ゆず葉はが、夏南が、そして園の先生や子どもたちが、どれだけさよりのことを大事に思っているか、ちゃんと知っている。自分で見て、聞いて、感じて、知っている。

　だからそれをさよりに伝えることは、俺ができることであり、俺にしかできないことだ。

　さよりがちびとも園に行く理由。

　そんなの、決まってる。

　決して、さよりのエゴなんかじゃない。




『みんながさよりを、待っているから』だ！




　俺は大きく息を吸い込むと、最後に一番大事なことを、彼女に伝えた。

「河原さん、あのね。……こんなこと、俺の口から言ったってバレたら間ま違ちがいなく怒られるだろうけど、大事なことだから言うね。あのさ、河原さんもよく知ってる、ちょっと不器用なひとのことなんだけど」

　さよりは、真まっ直すぐにこちらを見ている。俺が誰だれのことを話題にしているのか、彼女はしっかりと承知しているようだ。

「学校だとどうしても無ぶ愛あい想そうになっちゃうから、できればちびともで河原さんと会って、ちゃんと話がしたい、って思ってるみたいなんだ」

　それは俺と夏南だけが知る、彼女の気持ちだ。

　俺を見るさよりの大きな瞳ひとみが、抑おさえ切きれない感情の波に揺ゆれている。

「それにね……」

　これも、伝えなくてはならない。

「なによりも俺おれ自身、河かわ原はらさんとまた、ちびともで一いつ緒しよに保育実習がしたいな、って思ってる。柚ゆず葉はや他のコたちの相手してたり、嬉うれしそうに水みず野のさんにアタックしてる河原さん見るのが、俺、好きなんだ。すごく楽しそうで、見てるこっちが幸せになるから。……だからまた、ちびともに来て欲しい」

　これは俺だけが知る、俺自身の気持ちだ。

　──俺は今、どんな顔をしているのだろう。

　いつかさよりが言ったように、ちゃんと『嬉うれしくてニコニコ』できているのだろうか。

「…………」

　俺は自分の言葉が彼女に与えた効果を確かめるように、少し息を止めて、相手の表情をそっとうかがった。

　彼女は少し伏ふし目がちに、言葉を探しているようだ。

　口を開いてなにかを言いかけて、でも言葉にならずに霧む散さんして──。

　やがて彼女は、

「……そっ、か」

　ぽつりと、言った。

　固かった表情が、少しずつ──、雪が溶けるように少しずつ、綻ほころびてゆく。

　さよりはもう一度、手にした柚葉の絵へと視線を落とし、目を細めてそれを見た。

　しばらく、そのまま動かなかった。そして、次に顔を上げたときには、彼女はまるでなにかを吹っ切るようにして、ぱっと明るく微笑ほほえんだ。

「素す敵てきなポスターもらったから、……もう私の仕事、なくなっちゃったね？」

　そこには、いつものさよりがいた。

　誰だれにでも分け隔へだてなく優やさしい、キュートな大陽娘。

　俺おれが恋い焦こがれて止やまない、河かわ原はらさよりの笑顔が、俺と柚葉を眩まばゆく照らしていた。

「河原、さん」

　嬉うれしくて照れくさくて、俺は思わず頭を搔かきながら、視線を逸そらしてしまう。

「……だから、今日は」

　さよりはそこでいったん言葉を切って、少し恥はずかしそうに、はにかんだ。

「またちびともに……お邪じや魔ましようかな！」

「ぅんっ！　さよりお姉ちゃんと一緒に、ちびとも行くっ！」

　嬉うれしさを爆ばく発はつさせた柚葉が叫んで、さよりの胸にダイブした。

　俺だって、負けないくらい嬉しい。でも柚葉みたいに、さよりに抱きつくわけにはいかない。

「おう！　行こうぜ！　今から行こう！」

　だからその感情は、声の大きさに反映された。途と端たんに、図書室じゅうから冷たい視線が飛んで来て、俺おれは両手で口を押さえて縮ちぢこまる。

　その様子を見たさよりが、可お笑かしそうにくすりと笑ってくれたので、俺はお決まりの苦く笑しようを彼女に返す。

　さよりの笑顔が可愛かわいくて、そして、久しぶりに彼女とそんな他た愛あいのないやり取りができたことがとにかく嬉うれしくて、俺の胸は無む闇やみに高鳴った。




　柚ゆず葉はの喜びようは、半はん端ぱじゃなかった。

　ちびともへ向かう道すがら、さよりとずっと手を繫つないで、離はなそうとしない。

　歩きながら時とき折おり彼女の顔を見上げて、にへら～と笑ったりなんかして。

　ちびとも園に到着して、ドアを開けてなかに入る瞬しゆん間かん、さよりがどこか照れくさそうな顔をしているのを見てしまったが、それは俺の心にそっとしまっておくことにした。

　園にはエージ先生ひとりだけで、延長保育のコたちはサキ＆リサ先生と一緒に、近くの公園に遊びに行っているとの事だった。こんな夕方に外遊びに行くこともあるんだな、と思いつつ、園から最も近い『どんぐり公園』へ足を向けると、久々に登場したさよりを見つけて、子どもたちは歓声を上げて大はしゃぎ。

「おー、さよりん！　久しぶりじゃんよ！　どったの最近」

　サキ先生まで駆かけ寄ってきた。ほんと、さよりの愛されっぷりが分かるというものだ。

「す、すみません。……ちょっと学校のほうで」

「やーだ、謝あやまる必要ないって。だってさよりん、あくまで女子高生だもんね！」

　ぱたぱたと手を振ってから、サキ先生は努つとめて明るく言った。

「まぁあれよ、若者は若者らしく、青春やっとれ！　……ぷぷ、でもこれで、おにーちゃんがまたヘタレなハーレム野郎になって、板いた挟ばさみでオロオロ……、ぷくくっ。ウケるー」

「ちょ、ちょっとサキ先生、なに笑ってんですか」

「ぶはっ！」

　人の顔を指差して噴ふくんじゃねぇ！

「ごっめーん！　ちょっともうアタシ、おにーちゃんの顔見ただけで面おも白しろすぎてサー。ぶふっ」

　俺はちっとも面白くねぇよ！

「……パブロフの愛あい憎ぞう劇げき」

「うおっ！」

　リサ先生いつの間に背後に！

　普段は床ゆかにお姉さん座りをしているが、さすがに外で靴くつを履はいているときは立ち上がるのだ。背がすごく高いので、見下ろされる格好になって、ものすごい違い和わ感かんである。

　相変わらず、言ってることはよく分からんけども！

「はいはいは～い。そんじゃあ、おっ始ぱじめてもらいましょーかね？」

　サキ先生が八や重え歯ばを剝むき出しにて、不ふ敵てきすぎる笑みを浮かべる。そして、砂場のほうへ向けて叫んだ。

「おーい夏か南なっち！　さよりん来たよ～！」

「……修しゆ羅ら場ばの果てに」

　意味不明な台詞せりふにビビって振り返ると、リサ先生はもう姿を消していた。いつの間にか、子どもたちと一いつ緒しよにブランコに乗っている。だからいつ移動したんだっ!?

　サキ先生はニヤニヤしながら後ろに下がったけれど、バッチリこちらを観察している。

　──ったく、なんなんだ、あのひとたちは！

　俺おれは憤いきどおりもあらわに大人たちを睨にらんでから、さよりの様子をそっとうかがった。

　彼女は少しだけ緊きん張ちようした面おも持もちで、砂場のほうを見ている。

　どうやらそこでは、夏か南なと璃り空くが遊んでいたようだ。

　すると、こちらに気付いた璃空が、砂場からたたたーっと飛び出してきた。

「だぁだっ☆」

「あっ、璃空くん！　や～ん、もうっ、相変わらず可愛かわいいねっ！」

　さよりは目め尻じりを下げて、駆かけ寄ってきた璃空を抱き上げた。

　少し遅れて、夏南がちょっと俯うつむき加減に、こちらに歩いてくる。

「…………よ」

　夏南はなんとかそれだけを言うと、さよりの前に立った。

「あ。……み、水みず野のさんも公園来てたんだねっ？」

「……あぁ」

　ようやくさよりと目を合わせた夏南、なにかを言いかけて口をぱくぱくしているが、言葉にはならないようだ。

「──」

　視線を外はずしたり、また戻したり、ひとしきりモゾモゾしていたが、やがて意を決したのだろう。まるで気合いを入れるように、夏南は口を結んだまま、キッとさよりのことを見た。

　夏南は右肩からリュックの紐ひもを外はずして、リュックのなかに手を突っ込む。

　──おっ、イキナリ行くか!?　でもまぁ、ある意味、夏南らしい。そもそも口くち下べ手ただから、手紙を書くことを選んだんだしな。

「……」

　よもや武器が出てくるとは思っていないだろうが、やっぱりさよりも緊きん張ちようしているようだ。息を飲んで、夏南の様子を見守っている。

　やがて、夏南が動きを止めた。おそらくその手には、あの若わか草くさ色いろの封ふう筒とうが握られているのだろう。けれどもどういうわけか、夏南はリュックから手を出そうとしない。中ちゆう途と半はん端ぱな体たい勢せいのまま固まり、またしてもさよりを見た。

　──そ、そこで寸すん止どめ!?　怖おじ気けづいたのかっ？

「……」

「……」

　そのまま、数秒が経過。

　俺おれは夏か南なの横顔に向けて、必死で念を送った。

　──今渡さないで、いつ渡すんだ！　行け！　そしてさよりに謝あやまるんだ！

「えと……、なんか、久しぶりだよねっ。璃り空くくん、元気にしてた？」

　長い沈ちん黙もくにさすがにいたたまれなくなったのか、さよりがどこか気き遣づかわしげに、そう訊きいた。

　あぁっ、ホラ、躊ちゆう躇ちよしてるから、タイミングを逃したっ！

「……ちょ、ちょっと、熱出したり」

「えっホントっ？　大丈夫だったの？」

「……あぁ、まぁ」

　ボソボソと会話を続けながら、夏南がこちらを見た。

　さよりからは見えない顔の左半分だけが、泣きそうである。

　──そんな高度な顔面体操してる場合じゃない！　手紙！　手紙を渡すだけじゃないか！

「ねぇ璃空ママ～！　鉄てつ棒ぼうやろうぜ鉄棒！」

　そのとき良りよう平へいがデカイ声を上げながら、こっちに駆かけ寄ってきた。

　──ほら！　こうして邪じや魔まが入るじゃないか！

　俺が苛いら立だたしげに夏南を見ると、彼女はちょっと狼狽うろたえた様子で、俺とさより、そして良平へと視線を滑すべらせた。そして慌あわてて右手をリュックから引っこ抜くと、まるでこの場から逃げ出そうとするかのように、良平のほうに向き直りかけた。

　それを見て、俺は気付けば動いていた。

　静かに夏南の前に立ちはだかり、両手でその肩を摑つかむ。

「…………ひゃっ」

　ぴくっと身体からだを震ふるわせた夏南が、戸と惑まどうような顔で俺を見ている。俺は彼女を見返して、ゆっくりと二回、首を横に振った。表面上落ち着き払った態度を取ってはいるが、俺だって内心緊きん張ちようしている。両手で触ふれた夏南の肩があまりに細く華きや奢しやで、そのことに驚おどろいて、どぎまぎしてしまったのだ。

　俺は照れが顔に出てしまう前に、夏南の身体をくるりと回転させてさよりのほうへ向けると、その背を軽くとん、と押した。

　そしてすぐさま振り返ると、良平の行く手を阻はばむようにして、彼の前に立ちふさがった。

「柚ゆず葉はにーちゃん？」

「璃空ママはちょっと大事な用事があるからな。代わりに俺が遊んでやるよ」

「ええ～、俺、にーちゃんなんかじゃなくて、璃空ママがいいよ～」

　良りよう平へいの相手をしながらも、俺おれは夏か南なとさよりの様子が気になって仕方がない。

　──頼むぞ水みず野のさん、このチャンスを生かして、ちゃんとさよりに謝あやまってくれ！

　そのとき視界の隅すみで、夏南がすっと動いた。

　俺は思わず両目をかっぴらいて、彼女たちのほうをうかがう。

　ついに、夏南が手紙を取り出した。リュックを背せ負おいなおしてから、ちょっとそっぽを向くような格かつ好こうで、左手に持った封ふう筒とうをさよりに向けて差し出す。

「……あの、コレって」

　さよりはそれを受け取っていいものかどうか分からない様子で、両手を胸の前でもぞもぞやっている。

「アタシ、喋しやべんの下へ手ただし。……言いたいこと、ここに書いてきた」

「これ、水野さんが書いて……、え？　も、もらって……、いいの？」

　さよりの声は、微かすかに震ふるえているような気がした。

　夏南は黙だまって、小さく頷うなずく。

「あ、ありがとう」

　両手でそっと受け取った手紙を顔の前に持ち上げて、まじまじと見つめるさよりに、夏南がぽそりと言った。

「あのサ」
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「は、はいっ」

「お、折り紙で」

「え？」

「その……、アタシ、手しゆ裏り剣けん以外のヤツ、折り方覚えたんだ」

　さよりは黙だまって、夏か南なの言葉を待っている。

「だから、次ちびともに来たらさ、教えてやっても……」

「……行っても、いい、の？」

　どこか苦しそうに、そう訊きいたさより。

　夏南は目を見開いて、そしてすぐに、勢いきおい込んで言った。

「！　いいに決まって……」

　でも、それ以上は、無理だったようだ。

　夏南は顔を真まっ赤かにして、もごもごと口ごもると、言葉を続けることを断念した。

　あさってのほうを向いて、長い髪かみを手で梳すいたりしている。

　でも、さよりにはそれで、十分だったようだ。

　じわじわと広がる歓かん喜きの笑えみが、やがて一気に、彼女の顔に花開いた。

「……うんっ！」

　それを見た俺おれは、胸きよう中ちゆうでガッツポーズ。

　──よし、どうやら、上う手まくいったみたいだ！

「なにニヤニヤしてんの？　柚ゆず葉はにーちゃん？」

　良りよう平へいが不ふ思し議ぎそうな顔で、俺のことを見ていた。

「ん？　お、おぅ。まぁ気にすんな」

「あっ、璃り空くママ用事終わった？」

　嬉うれしそうな良平の声が弾はじけるのと同時に、俺の隣となりに夏南が立ったのが分かった。

　隣からふわりと、イイ匂いが漂ただよってきたからだ。

「ごめんね良平。鉄てつ棒ぼうだっけ。練習やろっか？」

「うん！」

　途と端たんに良平の目の輝きが、十倍くらいに増す。

「……どう、だった？」

　バッチリ見ていたけれど、俺は敢あえて、夏南にそっと尋たずねてみる。

　すると彼女は少し恥はずかしそうに、こくんと頷うなずいた。

「渡した」

「そ、そっか」

「うん。……せ、せんきゅ」

　彼女の横顔は、どこか晴れやかだ。こんな表情の夏南を見るのは、ずいぶんと久しぶりのような気がする。

　裏を返せば、このところずっと夏南も、彼女なりに悩んでいた、ということだ。

「こっちこそ……、ありがとう」

　その呟つぶやきが、彼女に聞こえたのかどうか、それは分からない。

　さよりはといえば、両手で若わか草くさ色いろの封ふう筒とうを捧ささげ持つようにして、目を輝かがやかせている。

　俺おれの視線に気付いたさよりが、ニマニマと止まらない笑えみを必死で抑おさえるようにして、こちらに向き直った。

「あっ、鳩はとヶが谷やくん！　あのねあのねっ」

「……うん？」

「みっ、水みず野のさんに、お手紙もらっちゃったっ！」

「おお～。すごい。レア？」

「う、うんっ。や～んどうしよ、すっごい嬉うれしいっ！」

　さよりは心しん底そこ嬉うれしいらしく、今度は手紙を胸に抱くようにして、ぴょんぴょんと小さく飛び跳はねたりしている。

　これで、彼女を悩ませていたもうひとつの「原因」も消え去ったことだろう。

　──夏南に『手紙書いたら？』とアドバイスした手前、さよりの喜びようを見て俺はどこか誇らしげな気持ちになる。（別に俺が手紙を書いたわけでもないのに、現金なもんだ）

「ど、どうしよっ！　すごい嬉しい！　読みたい、早く読みたいよっ！」

　さよりは今にも封を切りそうな勢いきおいで、貰もらった手紙を食い入るように見つめている。

「開けんな！　こんなとこで読むなよ！」

　途と端たんに夏南が、焦あせったような声を飛ばしてくる。

「や～んもう、水野さんのいじわるっ！　早く読みたいのに～っ！」

　さよりが浮かべる苦く悶もんの表情があまりに可愛かわいらしくて、俺は思わず笑ってしまった。

　──そう。だって俺は、嬉しかったのだ。

　さよりと夏南のやり取りから、不自然な「わだかまり」が、すっかり消え去っていたことが。

　やっぱり、思った通りだった。

　さよりは夏南のことが大好きだし、夏南も、さよりのことを気にかけている。

　だから、ふたりの仲が決定的にこじれてしまうなんて、あり得ない。少しの意地と恐怖心を乗り越えてちゃんと向き合えば、きっと元通りの関係に戻れる。

　俺なりのそんな確信が目の前で証明されたことが、たまらなく愉ゆ快かいで、たまらなく愛いとおしかった。

　だから、声を上げて笑った。

　実は、ちょっと泣きそうになりながら。

「も～鳩ヶ谷くんっ、笑い事じゃないよっ」

「なっ、なに笑ってんだよ鳩はとヶが谷や！」

　なぜか二人から、同時に怒られたけどね。




　そわそわしっぱなしだったさよりも、夏か南なから貰もらった手紙を大切そうにカバンにしまうと、少しは気持ちが落ち着いたようだ。いつもの調子で子どもたちの相手をして、保育士のたまごとしての手しゆ腕わんを、久々に遺い憾かんなく発はつ揮きしていた。

　そして皆が園に戻ることになったので、俺おれたちは公園で別れることになった。

　柚ゆず葉はが遊びを切り上げて戻ってくるのをひとり待っていると、さよりが駆かけ寄ってきた。

　彼女はすっと俺の耳元に顔を近付けると、囁ささやくようにして、

「ありがと」

　と言ってくれた。

　驚おどろいて彼女の顔を見ると、さよりは首を傾かしげて、ちょっとだけ照れくさそうに微笑ほほえむ。

「明日からまた、放課後、よろしくね？」

　その様子が可愛かわいすぎて、俺は言葉も返せなかった。ただ黙だまって、頷うなずくのでやっとだ。

　そうしているうちに彼女は「バイバイ」と手を振って、くるりと背を向けて行ってしまった。

　スカートの裾すそを翻ひるがえし、ふわふわ髪かみを揺ゆらす彼女の後ろ姿が、小さくなってゆく。

「…………」

　俺はその場にぼんやりと立ち尽つくし、彼女がくれた言葉を反はん芻すうする。

　そこへ、柚葉が戻ってきた。

「さよりお姉ちゃん、帰っちゃったの？」

「……おぅ」

「……バカイト、なんでニヤニヤしてるの？　気持ちワルい！」

　──なんで？

　んなもん、嬉うれしいからに決まってるだろ！

「やったな！　柚葉！　河かわ原はらさん、これからもまた、ちびともに来てくれるってよ！」

　気付けば俺は、柚葉の小さな肩を摑つかんで、そう叫んでいた。

　彼女は驚おどろいて目を真ん丸に見開いていたが、やがて、俺の言葉の意味を理解したのだろう。

「……うんッ！」

　元気よく頷いて、その顔に眩まばゆい笑顔が弾はじけた。







　エピローグ




　室内に溢あふれかえる、子どもたちの歓声。

　元気よく走り回る彼らの足音が、遠えん慮りよなく響ひびき渡る。

　ここは『ちびとも園』。

　俺おれが通う高校のすぐ裏手にある、小さな保育園だ。

「さよりセンセ、みゆと遊ぼ☆」

　艶つややかな黒くろ髪かみには一本の乱れもなく、お洋服にはシミどころかシワひとつない。

　今日も可愛かわいいみゆちゃんが、ニコリと笑ってさよりの手を引いた。

「なにするなにする？　なにして遊ぼっかっ？」

　さよりもワクワクと楽しそうで、この光景マジ俺おれ得とく。本当は写真撮とってスマホの壁かべ紙がみとかにしたい気分だけど、そういうわけにもいかないから、目に焼き付けておこう。

「さよりお姉ちゃんは、柚ゆず葉はと遊ぶの！」

　そんな美しい光景に、ツインテールを振り乱して割り込んできたのは、ウチの幼女様だ。

　柚葉はみゆちゃんと反対側、後ろからさよりの細い腰に取り付くと、空あいているほうの手を摑つかみ、からだをくねくねさせてお姉さんを困らせる。

「お絵描きがいい～」

「柚葉ちゃん、お絵描きは朝に、チホ先生たちとしたじゃない？　ねぇ、さよりセンセ、おままごとしようよっ☆」

　幼女ふたりに両手を引っ張られて、さよりは嬉うれしい悲鳴を上げる。

「わ、わーっ、そんなに引っ張ったらヤダぁっ！　あははっ！」

　平和な放課後。戻ってきた日常。

　無事に夏か南なとの関係修復を果たしたさよりは、いろいろと気まずかったあの一週間なんて、まるでなかったかのように、自然とちびとも園に溶け込んでいる。

　俺としても、柚葉を連れて学校に突入するという暴ぼう挙きよに出たかいもあったというものだ。

　──今考えると「正気か？」とセルフ突っ込みしたくなるが、あのときは必死だったのだ。

　ちょうどそのとき、ドアを開けてお迎むかえに来た夏南が入ってきた。

　さよりを取り合う幼女たちを見て、クールに笑う。

「……なにしてんの？」

「あっ、夏南お姉ちゃん。お帰り☆」

「夏南姉ちゃんも一いつ緒しよに、お絵描きしようよっ」

「それはいーんだけど、離はなしてやったら？　河かわ原はらちびっこいから、ちぎれちゃうかもよ？」

　悪戯いたずらっぽく八や重え歯ばをのぞかせて笑う夏か南な。

「みっ、水みず野のさん、優やさしいねっ！」

　しかしさよりは彼女に構ってもらったことがよほど嬉うれしいのか、目を輝かがやかせている。

「べっ、別に優しくねーし！　て、ていうか、なんでそこで喜ぶんだよ！」

　対照的に夏南のほうは、たじたじだ。彼女は照れを隠かくすように、なにやら言葉を続けた。

「……ほ、ほら柚ゆず葉はとみゆ、ちぎるんならそっちにしときな。そこに突っ立ってるヤツ。それだったら河かわ原はらよりかは頑がん丈じようだし、まぁ、ちぎれちゃっても問題ないから」

　──それってどれだよ？　と俺は夏南の指差したほうを振り返るが、壁かべしかない。

「ほら、壁見てる間抜けなのがいるじゃん」

　俺おれかよ！

「ちぎれたら問題だろ！」

「……そのうち、くっつくんじゃね？」

「くっつかない！　再生しない！　プラナリア違う！」

「……ぷらなり？　ってなんだよ」

　──通じなかった！

「え～、バカイトなんて、もう飽あきちゃったよ～」

　演技めいた口調で唇くちびるを尖とがらせる柚葉。

　いいからさよりの腰から離はなれろ！　顔押し付けてもぞもぞすんな羨うらやましい！　いや違った、さよりが困ってるだろうが！

「……よくもまぁ、ぬけぬけと、そんなことを」

　俺は怒りを飲み込んで耐え忍ぶが、柚葉は恬てん然ぜんとしてこちらをチラ見してきやがる。

　──く、くぅぅうっ、ムカつくなぁ！

「あっ、じゃあ、みゆはおにーちゃんと遊ぼうかなっ☆」

　ぱっと手のひらを返したように、さよりから俺のもとへ移動するみゆちゃん。

　可愛かわいらしい仕し草ぐさでもって、俺にぴったりとくっついてくる。

「だっ、ダメ！　バカイトも柚葉とお絵描きするのっ」

　慌あわてたのは、柚葉である。つられるようにしてさよりから離れたものの、みゆちゃんの真ま似ねをして俺にくっつくわけにもいかないのだろう。なにやら焦あせった顔で、オロオロしている。

「えー？　でも柚葉ちゃん、おにーちゃんのこと、飽きちゃったんでしょ？」

「あ、飽きたけど、今日はいいの！　お絵描きだけは一いつ緒しよにしてあげるのっ！」

　無む茶ちや苦く茶ちやな理屈を振り回す柚葉に、さすがのみゆちゃんも、ちょっと困り顔だ。

　そのとき脇わきで、「「とつげき～！」」という二に重じゆう奏そうが響ひびいたかと思うと、えなゆなのふたりがエージ先生のもとに駆かけ寄るのが見えた。

「ううっ、またしても自己中心的な愛が両腕に……」

　エージ先生は苦く笑しようしつつも、双ふた子ごをぶら下げてゆっくりとその場で回転したりしている。

　すると瞬またたく間に他の幼女たちがわらわらと寄ってきて、エージ先生に取り付き始めた。

「柚ゆず葉はは行かねぇのか？」

「いっ、行かないもん！　……バカイトのバカ！」

　何なに気げなく訊きいた途と端たんに柚葉は、今度は手近にいた夏か南なに抱きつくと、軽けい蔑べつの眼まな差ざしで俺を睨にらんできた。

「なっ……」

　なんで俺おれが罵ば倒とうされなきゃならないんだ？

　すると夏南が柚葉の頭を撫なでながら、声を出さずに口を動かして「ばーか」と言った。

　──なぜっ!?

　俺は思わず夏南に詰め寄りそうになったが、そのときちょうど、背後からエージ先生の声が聞こえてきた。

「さよりちゃんもどう？　お姫ひめ様さま抱っこ、してあげよっか？」

　──ちょ、ちょっと！

　幼女まみれになりながら爽さわやかな笑顔でナンパしてんじゃねぇよ！

　途と端たんに、記憶の彼方かなたに追いやったはずのエージ先生『お姫様』発言が、俺の脳のう裏りに蘇よみがえった。

　俺はわけの分からぬ焦しよう燥そう感かんに駆かられてやきもきするが、体中に幼女をぶら下げて歩き回る大人を相手に、どう戦ってよいものか少しも分からない。

「え？　そんな、私、重いですよっ？」

「なーに言ってんの。全ぜん然ぜんそんなふうには見えないよ。……それに僕ぼく、さよりちゃんみたいな可愛かわいいコをお姫様抱っこするために、園だけじゃなくて家帰ってからも、娘ぶら下げて鍛きたえてるんだから」

「……えっ!?」

　──ん？

　いま、なんつった？

「娘さん……、いるんですか？」

　目を丸くしたさよりの問いかけに、エージ先生は相変わらず無む邪じや気きに笑う。

「うん。五歳さいのがひとり。とはいえ僕、独身だけどね～。あはは」

　なんだってえぇええっ！

　このひと、子持ちなの!?　しかも独身？　──え、それって、どういうこと？

「……くっ！　なんなんだ、いったい」

　エージ先生のスペックが、どんどん俺の理解範はん疇ちゆうから外はずれてゆく。

　俺は恐れをなし、よろよろと数歩後退した。

「悔くやしいけど可愛いんだよナ、これが。エージんとこの、ユキちゃん」

　なんて補足を、サキ先生が放ってよこしてくれた。

「当然だよ～。だってユキは僕にとって『一番のお姫ひめ様さま』だもん」

「へっ、美しい親子愛だこと！　エージなんて、ユキちゃんがお年頃になって『パパくさーい』とか言われちゃえばいいんだ！」

「え～、ユキはそんなこと言わないよ」

　サキ先生が吐はいた呪じゆ詛そも、エージ先生にはこれっぽっちも効いていないようだ。

「ふ、ふんだ！　そうやって油断してるといいさ！　思春期の娘をナメんなよ！　……もういい、アタシにはリサ先生がいる！　リサ先生の爆ばく乳にゆうがあれば、生きていける！」

　なんて半泣きになりながら、リサ先生に抱きついてその胸に頰ほおずりしているサキ先生。

「……安あん眠みんプリンセス」

　と、それを無表情なままで受け入れているリサ先生。

　俺おれはそんな大人たちを眺ながめながら、ほっと胸を撫なで下ろしていた。

　──エージ先生の『一番』は、さよりじゃなかった。

「よかったぁ……」

　数歩下がって本棚にぶつかったところで、俺は思わずへたり込んだ。

　するとそこへ、さよりがやってきた。

　彼女が俺の隣となりにそっと腰を下ろしたことで、一気に緊きん張ちようが高まり背せ筋すじをぴんと伸ばす。

「鳩はとヶが谷やくん聞いたっ？　エージ先生の……、びっくりだね」

「あ、あぁ。五歳さいって言ってたけど……、それじゃいったい、エージ先生がいくつんときの子どもなんだろう？　ホントあの人、謎なぞすぎる」

　俺たちは本棚を背にして座り、ひとしきり、幼女と戯たわむれるイケメン子持ち独身保育士の様子を眺めていた。

　すると、さよりが気を取り直したように、俺に向き直ったのだ。

　よく見ればその手には、なにか薄うすっぺらいものが握られている。

「ねぇ鳩ヶ谷くんっ。見て見て！　ほらっ」

「こ……、これは、まさか」

「うん！　水みず野のさんがくれたお手紙、ずっと大事に保存しようと思って！」

　嬉うれしそうに笑う彼女が持っているのは、なんと、ラミネート加工された便せんである。

「ぶっ。……か、河かわ原はらさんコレ、どこでラミネートした、の？」

「え？　この透とう明めいの？　これはねっ、しおりに貸してもらったのっ☆」

　嬉しそうに教えてくれるさより。

　な、なるほど、同人作家と思われるしおりならば、持っていてもおかしくはない代しろ物ものだ。

　──けれども、手紙をラミネートするという発想は新しすぎる！

「もうねっ、なんていうかねっ！　水野さんの字って、すごく可愛かわいいのっ！」

「へぇ……。そ、そう、なんだ？」

「文章もね、すごく素す敵てきでね。……例えばほら、ここのところなんてホント良くって」

　そう言うとさよりは目を輝かがやかせて、まるでレストランのメニューを見せるみたいなノリで、ラミネート便せんの一枚をこちらに向けて、ご丁てい寧ねいにも指でなぞりながら、教えてくれる。

「『いまこうして、ちびともですごしてる時間はなにより大事だとおもうし』」

「読むんじゃねぇええっっ！」

　ものすごい勢いきおいで、夏か南ながこっちへすっ飛んできた。

「えっ、だってだって！　ホントに素敵だから、鳩はとヶが谷やくんにもこの感動をおすそ分け……」

「しなくていーし！　つうか、なんだよコレ！　ふつー手紙にこんなんするか？　お、おかしいだろ!?」

　さよりの手からラミネート加工された手紙を一枚もぎ取って、彼女の目もく前ぜんに突きつけた。

「だって、折れ曲がったり汚れたりしたらイヤだもんっ。せっかく水みず野のさんから貰もらったんだし」

「じゃあ家に置いとけよ！　封ふう筒とう入れときゃ汚れねーよ！　持ってくんなよ！」

　金髪娘に声こわ高だかに詰め寄られても、さよりが動じた様子はない。

「だって家でも、何十回と繰くり返して読むときに封筒から出し入れしたら、汚れちゃうもん！」

「一回読めばソレでいいんだよ！　か、返せ！　もうコレ、返せよ！」

「それに、自じ慢まんしたかったんだもん！　嬉うれしすぎて！　……ほらほらっ、鳩ヶ谷くん見てっ！　この水野さんの字の、驚おどろきの可愛かわいさを！　ひらがなとか、特に丸っこくてキュートでねっ」

　嬉しそうに、さよりは俺おれの隣となりにぴったりとくっついて、二枚目の便せんを見せてくれた。

　──う、うおぉおっ！　俺のすぐ隣に、さよりが！　ほぼ密着状態！

　彼女の髪かみの甘い香りが鼻び腔こうをくすぐり、途と端たんに俺の顔に火がついた。

「見せんなバカ！」

　夏南が慌あわててそれを阻そ止ししようとするけれど、俺にはバッチリ見えてしまった。

「……ていうか、ひらがなばっかりのような気が。あ、数少ない漢字が間ま違ちがってる……」

「みっ、見んなバカ！」

　そんな叫びとともに、夏南の鋭するどい手しゆ刀とうが、俺のノドに突き刺さった。

「ぐほぁっ！」

　──な、なぜだっ!?

　俺はもんどりうってから、激しく咳せき込んだ。

「あ、ヤベ、刺さりすぎた」

「……な、げほっ、なにすんのっ！」

　思わず本気で非難すると、夏南はちょっと気け圧おされたようだったが、頰ほおを染そめ口を尖とがらせると、あさってのほうを向いてしまった。

「し、知らねーし。悪いの鳩はとヶが谷やだし」

「なんで！　ねぇ、なんでなの！　一方的に刺されたんですけど!?」

　あまりに理り不ふ尽じんだったので、俺おれは本気で追つい及きゆうしてやろうと決意した。

　俺だっていろいろフォローに尽じん力りよくしたのに！　幼女を連れて学校じゅうを駆かけずり回ったのに！　人生爆ばく砕さいの危機だったのに！

「……うっ」

　その必死さが伝わったのか、夏か南なは口ごもって、視線をさまよわせたりしている。

「別に恩を着せるつもりはないけど、俺だって必死にいろいろ頑がん張ばって……！　それなのに、気き道どう損そん壊かい未み遂すいとか、あんまりでは？」

「う。……うぅ。は、鳩ヶ谷だって」

「ん？」

　何な故ぜか、夏南の顔がみるみる真まっ赤かになってゆく。

「鳩ヶ谷だって、……あっ。あ、アタシにエロいこと、したくせに！」

　そう叫ぶと、夏南は目にも止まらぬ速さで璃り空くを抱き上げると、璃空の荷物と自分のカバンを引っ摑つかんで靴くつを履はき、園を飛び出してしまう。

「な!?　……ちょっ！」

　閉まる玄関ドアに向けて手を伸ばして固まる俺の後ろで、サキ先生の大爆笑が響ひびいたような気がした。

　取り残された俺はただ、呆ぼう然ぜんとするしかない。

　──ていうか！　やっぱり俺のキャラ間ま違ちがってるよあのひと！　わざと？　わざとなのかっ？

「……鳩ヶ谷、くん？」

　後ろで、囁ささやくような声が聞こえた。

　背せ筋すじにぞくりと冷たいものが走る。

　ギギギ、と首を動かして振り返ると、目を輝かがやかせ、頰ほおを染そめたさよりが俺を見ていた。

「あのっ、そ、その！　鳩ヶ谷くんと水みず野のさんって……、やっぱりそのっ！」

　彼女は途と切ぎれ途切れにそう言って、両手を祈るような形で組んで、俺を見上げている。

「違う！　違うから！　そのっ、あれは水野さんが俺にしなだれかかってきてっ！」

「…………っっ！」

　さよりが両手を口に当てて、目を真ん丸に見開く。なぜだかその表情は、とてつもなく嬉うれしそうだ。

「誤ご解かいだ！　俺は、なにもしてない！」

「な……、なにも言わず、水野さんの想いを、受け入れたんだね……っ！」

「ちがう！　……ち・が・う・ん・だ！」

　さっきから後ろでずっとこっちを指差して笑ってるサキ先生、うるせぇよ！




　　　　　＊　＊　＊




　引き留める間もなく園を飛び出してしまった夏か南なは、結局戻ってくることはなかった。

　まぁ、荷物も持っていったわけだし、家に帰ってしまったんだろう。

「それにしても……」

　まさか夏南が、あんな暴走をしでかすとは──。

　すっかり疲れ果てた俺おれはため息をついて、前を歩くさよりと柚ゆず葉はの背中を見た。

　さよりは電車通学なので、ＪＲの駅まで一いつ緒しよに帰ることになったのだ。

「ねぇバカイト」

　さよりと手を繫つないだ柚葉が、突然振り返って言った。

「あんだよ」

「さっきはなんで、あんなにうるさかったの？　『ちがう！』とか『なにもしてない！』とか」

「も、もういいんだよ、それは。……真実はひとつだ！」

　それはさよりに向けて言ったつもりだったのだが、当の彼女は、

「……ふふっ♪」

　なんて笑って、意味ありげな視線をこちらに向ける。

　──ぬおぉっ！　歯は痒がゆい！

「夏南姉ちゃん、さっき、どうして走って行っちゃったの？」

　柚葉が隣となりのさよりを見上げて、そんなことを訊きいた。

「あれはだな、その、俺の追つい及きゆうに追い詰められて、思わず逃げ出した、というか」

「……じゃあバカイトが悪いんじゃん！」

「うっ。……そ、それはそうかもしれないけど」

「あやまりなさい！」

　キッ、と俺を睨にらみ付ける柚葉。

「しっ、しかしだな！　俺だって被害者であるからして……、そ、そうだ！　今度柚葉も一緒に、謝あやまってくれよ！」

「なんで！　柚葉べつに悪くないもん」

「違うんだ、柚葉は大事な緩かん衝しよう剤ざいなんだよ。あるいは防ぼう護ご壁へき。お前がいないと、まず間ま違ちがいなく、俺が大おお怪け我がするだけなんだよ！」

「かんしょーざいってなに？」

「プチプチのこと！」

「……プリン？」

「食いモンじゃねぇ！」

「柚ゆず葉ははプチプチじゃないよっ！」

「……だぁっ、もうっ！」

　頭を抱かかえる俺おれに向けて、べっと舌を出す柚葉。

「…………」

　──ん？

　なんか、遠えん慮りよなくワイワイと言い合う、この感覚。

　──ちょっと、久しぶり？

　すると、俺と柚葉の様子を見てくすくすと笑っていたさよりが、不意に、

「もう、すっかり元通りかなっ？」

　と言って微笑ほほえんだ。

　なるほど、調子を取り戻してみればなんということはない。柚葉とのやり取りに違い和わ感かんなんてこれっぽっちもなくて、気付けばすとんと腑ふに落ちている。あんなに気まずくていがみ合ってたことが、今となっては逆にウソみたいだ。

　昨日、さよりを連れ戻すために一いつ緒しよに校内を走り回って、数々の危機を乗り越えたおかげで、俺と柚葉のわだかまりが、図はからずも解とけてしまったのだろうか。

「……そっか」

　今なら、分かるような気がした。

『きょうだいゲンカは時間が解決してくれる』という、さよりの言葉の意味を。

　それは、ただ時間が経てば良いというわけではない。

　なにしろ、ひとつ屋根の下で暮らしているのだ。

　毎日顔を合わせるなかで、やっぱりまた衝しよう突とつするかもしれないし、今回の俺と柚葉みたいに、ある目的のために協力しなくちゃならないことだって、あるかもしれない。

　──そうやって、ぶつかったり、いがみ合ったり、手を取り合ったりして、いつの間にか、なんとかなってゆくのだ。

『特効薬はない、って割り切るのが大事かも！　仲直りしてみれば分かるよっ、きっと！』

　やっぱり、さよりの言葉は正しかった。

　彼女にお礼のひとつでも言うべきだろうか、なんて言葉を探し始めたところで、柚葉が吸い寄せられるようにして、ある店先でぴたりと立ち止まった。

「ねぇねぇバカイト！　取って！　ピンキー取って！」

　小さなゲーセンの店頭に置かれたＵＦＯキャッチャーの筐きよう体たいに貼り付いて、彼女は叫んだ。

「あのなぁ……、だから、お前のために使う金なんて」

「ヤダッ！　取るの！」

「ワガママばっか言ってると……」

　──そのとき唐とう突とつに、俺おれの胸に、ひとつの考えが生まれる。

　これは、ひょっとすると、ケジメをつけるためには、おあつらえ向きなのかもしれない。

「……ふん。ま、まぁ、しょうがねぇな！　よし柚ゆず葉は、俺がさくっと取ってやる！」

「すごーい、鳩はとヶが谷やくん、自信満々？」

　大口叩たたいた手前、後には退ひけなくなった。もうこうなったら、やるしかない！

「柚葉、あのピンキーがいい！」

　彼女が指差したぬいぐるみの位置を確認して、俺は硬こう貨かを投入口へと落とす。

「おぅ、まかせろ！　プライズハンター（萌もえアイテム限定）の名は伊だ達てじゃねぇぞ！」

　エレクトリカルなＢＧＭが流れ出した筐きよう体たいに向かって、俺は不ふ敵てきに牙きばを剝むいた。

　上う手まくいけば、二～三回で、取れるはずだ！　見てろ！

　──────。

　────。

　──そして、十分後。

　静まり返った筐体に突つっ伏ぷすようにして、俺は力尽きていた。

「バカイト……、下へ手たくそじゃん」

　冷たすぎる柚葉の呟つぶやきが、俺の胸に突き刺さった。

「全ぜん然ぜん取れないじゃん！　すぐ落っこちてばっかじゃん！」

「ち、違うんだ！　これでいいんだよ！　こんなでかいヤツは一気に摑つかめないから、こうやって少しずつ転がして取るんだよ！」

　巨大ピンキーのぬいぐるみは着実に取しゆ得とく穴あなに近付いているし、あとちょっと、ホントにあと一回くらいでゲットできそうなのにっ！

「ほんとに、もうちょっとだねっ」

　と、さよりも一いつ緒しよに悔くやしがってくれる。

　──とはいえ、千円以上を投入して軍資金が尽きた今、なにを言っても負け犬の遠吠えにしかならん。

　俺がガラスにへばりついてギリギリと唸うなっていると、チャリンという音がして、筐体から再びエレクトリカルなＢＧＭが流れ出した。

「えっ？」

　驚おどろいて隣となりを見ると、なぜかそこに、璃り空くを片手で抱っこした夏か南なが立っていた。

「だぁだっ☆」

「……水みず野のさんに璃空くん！　な、なんで？　いつの間に？」

　金髪娘さんの突然すぎる乱入に、さよりが両手を口に当てて驚いている。

「ふ、ふん。……そこのパン屋にいたら、見たことあるヤツがすげぇ顔してぬいぐるみ睨にらんでるの見えたから。ちょっとキモ……、気の毒どくになってさ」

「……き、気の毒どくって。ていうか、帰ってなかったのかよ」

「う、うるせーな！　買い物してたんだよ！」

「……左さ様ようで」

　夏か南なはしばし唇くちびるを尖とがらせていたが、やがて気を取り直したのか、まるで俺おれを挑ちよう発はつするかのように、不ふ敵てきに笑ってみせた。

「途中で諦あきらめんじゃねーよ」

「で、でも悪いよ。こんな……」

　いくら夏南が金髪ピアス娘さんでゲーセンにマッチしてるからって、さすがにゲーム代を女子からおごってもらうわけには──。

　すると夏南は身を退ひきながら、俺の耳元でそっと囁ささやいた。

「タクシー代。……これじゃ全ぜん然ぜん足りねーけど」

「……あ」

「いいから！　柚ゆず葉はに取ってやるんだろ？」

　まごついている俺に喝かつを入れるように、夏南の力強い瞳ひとみが俺を射い抜ぬく。

「……お、おぅ！」

　俺は喝を入れ直し、筐きよう体たいと向き合った。

　アームの軌き道どうを読みながら、慎しん重ちようにボタンを操作する。

　そして、お子様用の台の上で背伸びして、ガラスのなかをのぞき込んでいる柚葉に向けて、

「見てろよ柚葉、次で絶対、ゲットするからな！」

　と言った。

「ピンキー、げっとだぜ！」

「ぴんちー☆」

　柚葉と璃り空くのはしゃぎ声を聞きながら、俺はプレイを開始した。

　──そして。

　巨大ピンキーが『どすん』と取しゆ得とく口ぐちに転がり落ちる重たい音が響ひびいた瞬しゆん間かん、柚葉が目の色を変えて、ものも言わずに台から飛び降おりた。

　取得口に突進して頭を突っ込む勢いきおいで、ぬいぐるみを取り出そうと難なん儀ぎしている。

「待て待て、落ち着け！　べつにピンキー逃げないから大丈夫だよ！」

　俺は柚葉をなだめすかし、ぬいぐるみを取り出して渡してやった。

　柚葉は璃り空くよりも大きいピンキーを両手で抱き締しめると、頰ほおを染そめて、嬉うれしくてたまらないといった風ふ情ぜいでぴょんぴょん飛び跳はねている。

　こういうところは、無む邪じや気きで可愛かわいい五歳さい幼女の姿そのものだ。

「やたっ！　ホンマにとれたっ！　あ、あり、ありがとバカイト！」

　嬉しさのあまり飛び出したのだろうか。柚葉が珍めずらしく関西のイントネーションを口にする。

　その意外さと、必死すぎる様子を見て、俺おれとさよりと夏か南なの三人は、思わず互いに顔を見合わせた。そして、誰だれからともなく、小さく笑い合う。

「いいから落ち着けって。なんか関西弁、出てるぞ」

「柚ゆず葉はちゃん、かわいいっ！　ちょっと新鮮だね！」

　とさよりが屈くつ託たくなく笑うと、

「そっか。柚葉、おうちは大阪なんだ」

　夏南も少し楽しそうに、笑顔を見せていた。

　なんだかんだで、すっかりいつも通りの彼女である。

（……ということは、残った仕上げは、あとひとつ）

　俺は心のなかでそう呟つぶやいて、意を決した。

「だだだって！　嬉うれしいんやもん！」

　頭をぽんぽんと撫なでてやると、ようやく柚葉は飛び跳はねるのをやめる。

　それでも興こう奮ふんは収まらないらしく、小さな鼻からむふー、と息を吐はき出している。

　俺は照れくさい気持ちをぐっと押さえつけ、ここぞとばかりに口を開いた。

「これくらい、……い、イモートのためなら軽いもんだ」

　──は、恥はずかしい！

　結けつ構こう勇気を振り絞った一言だったのに、肝かん心じんの柚葉は聞いてるのか聞いていないのか、よく分からん曖あい昧まいな表情を浮かべたまま、抱き締しめたピンキーにほっぺたをくっつけている。
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　次の瞬しゆん間かん、湧わき出す羞しゆう恥ち心しんに負けて、俺おれは要らんことを口走っていた。

「まっ、まぁちょっと、ウチのイモートはみゆちゃんと違って、お利り口こうさんじゃないときあるけどな！」

「柚ゆず葉は、お利口さんだもんっ！」

　ものすごい反応速度で、柚葉が叫んだ。

　見れば、いつものキツい目付きが俺を突き刺している。

「……うっ」

　──しまった。

「ばーか」

　と、隣となりで夏か南なに苦く笑しようされてしまった。

　俺は観かん念ねんして、その場にしゃがみ込んだ。

　目線を柚葉と同じ高さに合わせて、彼女の大きな瞳ひとみを真まっ直すぐに見る。

「い、いつもお利口じゃない、とは言ってないぞ！」

　──いけっ、俺！　ちゃんと謝あやまるんだ！

　そして、ちゃんと柚葉に、許してもらうんだ！

「柚葉、俺が悪かったよ。お前のこと、みゆちゃんと比べたりしちまって。……ごめんな」

　ありったけの誠意を込めてそう言って、俺は項うな垂だれた。

「……」

　返事はない。

　恐る恐る顔を上げて様子をうかがうと、どこか神しん妙みような顔つきの柚葉。

　なにを言えばいいのか分からない、といった風ふ情ぜいだ。

　いきなり俺がシリアスモードになったから、面食らっているのかもしれない。

　伝えるべきことはきちんと伝えたし、これ以上堅かた苦くるしい態度を取るのは、逆に柚葉が可か哀わい想そうなのかもしれないな──。

　そんなことを考えた途と端たん、脈みやく絡りやくなく思い浮かんだのは、

『おつきさまはね、柚葉がおうちに帰ってもついてくるんだよ』

　という、いつか彼女の口から出た、無む邪じや気きな言葉。

　だから俺は気付けばちょっと笑って、おどけたように、こう付け加えた。

「俺と柚葉がふたりとも怒ってると、ほら、月のヤツ、怖がってウチに泊まりにきてくれなくなるんじゃないか？」

「おつきさま？」

「ああ。……そうなると寂さびしいな、って思ってさ。……だから」

　途と端たんに柚葉の顔が、ぱっとほころんだのが分かった。

「だいじょうぶだよ！　今日もおつきさま、ちゃんとおうちまでついてくるよ！　だってピンキーもいるんだよ！」

　勢いきおい込んで言って、彼女は巨大ぬいぐるみを両手で精せい一いつ杯ぱい持ち上げる。

「ホントか!?　……じゃあ、柚葉は俺おれを、許してくれるか？」

「え？　……う～」

　珍めずらしく照れくさそうに、少しはにかんでから、

「いいよっ！　許したげる！」

　我わが妹は白い歯を剝むき出しにして、満面の笑えみを浮かべてくれたのだった。




　──俺、鳩はとヶが谷や快かい人とに課せられた子守りの相手は、赤ちゃんではない。

　周囲の大人に対してはお澄すまし、お利り口こう顔。

　俺に対してだけ無ぶ愛あい想そう、不ぶ躾しつけ、仏ぶつ頂ちよう面づらの３Ｂを貫つらぬく、五歳さいのツインテール幼女である。

　けれども『所しよ詮せんは子ども』なんて、侮あなどってはいけないのだ。

　そんな上から目線では、すぐに足元をすくわれるだろう。俺のように。

　──それにお月様だって、ついてこなくなっちまうぜ？

『子ども』は生まれついての短距離ランナー。いつだって後先を考えずに全力投球だ。

　彼らのことをよく知りたければ、自分も一いつ緒しよになって本気で走ってみればいい。

　きっと、みっともなく息は上がり、走ろうともしないスカした連中から、哀あわれみの目で見られたりもするだろう。

　──けれども。

　大汗かいて、隣となりを走るみっともない相手にこそ、子どもたちはその澄すんだ心を許すのだ。




　【問い】

　『子守り』をやるにあたって、一番大事なことってなんだ？




　【答え】

　子守りをしてやるのではなくて、子守りをさせてもらっているのだ。

　遊んでやっているのではなくて、遊んでもらっているのだ。




　──それを忘れちゃ、ダメってことだ！










　あとがき




　こんにちは、中なか村むら一はじめです。

『ちびとも！　その２』を手に取っていただき、ありがとうございます。

　本書が書店に並ぶのは晩ばん秋しゆう。朝晩はずいぶんと冷え込んでいることでしょう。

　そしてやってくる、冬～～。

　小さい子どもを持つ共働き家庭にとって、綱つな渡わたりの日々が始まります。例えばこんな感じ。




　朝、いつもの時間になっても起きてこないなー、なんて不ふ思し議ぎに思って様子をうかがうと、なんだか息が荒い！　触さわってみると身体からだが熱い！　昨夜ゆうべまであんなに元気だったのに、なぜ月曜日の朝に突然発熱……？




　外はずせない大事な会議がある日、普段より早く出社して準備も万ばん端たん、いざ会議室へ！　というところで、保育所から子どもの発熱の知らせる電話が……。




　ツマは有休を使い切り、自分も残るはあと三日。一度熱を出してしまえば、最低でも二日は休む必要がある。（平熱に戻ってから二十四時間経たたないうちに無理に登園しても、すぐにぶり返す可能性が高いため）

　使える有休数が補ほ充じゆうされる四月までは、あと三週間！　なにがなんでも、体調を崩くずさせるわけにはいかない。楽しみにしていた週末も、人混みを避さけるために外出を取りやめて、家に引きこもって過ごすことに……。




「有休が足りない！」だなんて、どこかの美人アパレル店長の逆げき鱗りんに触ふれてしまいそうな気もしますが～～、いや、でも、これはこれで死活問題なのです！

　保育所に連絡して、病院に連れて行って、看かん病びようして、溜たまった家事を片付けて……、なんて、他の誰だれにもお願いできません。（将来的には、そういったところに社会的なケアが行き届いて欲しい、というのが本音ではありますが）

　だからこそ、普段から会社ではこんなことに心しん血けつを注そそいでいます。




『仕事の属ぞく人じん化かを排はい除じよする！』

　自分だけができる仕事を極きよく力りよくなくし、常つね日ひ頃ごろから自分が抱かかえているタスク量や進しん捗ちよく状況を周囲に発信して共有します。信頼の置ける「仕事の振り先」を確保することも大切。上う手まく使う、ではなく、持ちつ持たれつの良い関係を築きずいておく、という意味です。




『安やす請うけ合いはしない！』

　自分以外の誰だれかができる仕事なら、誰かに振る。上司の気まぐれな指示は話半分で聞いておき、本当に必要だと思われることを取しゆ捨しや選せん択たくする。

　風当たりは強く、強きよう靭じんな精神力が必要になりますが、大事心構えです。

　業務時間も、自分のリソースも限られています。あれもこれも、と手を出していると、やがてオーバーワークになり、結局中ちゆう途と半はん端ぱな仕事しかできなくなります。




『雑談する暇ひまがあれば頭と手を動かせ！』

　仕事の●割は雑談、みたいなチャッチフレーズを耳にします。僕はその主張の根こん拠きよを詳くわしく知らないのでとやかく言う資格はありませんが、僕の場合は●割雑談をしていると正直仕事になりません。毎日保育園のお迎むかえがあり定時退社を厳げん守しゆしているので、定時内に仕事を終わらせることに必死だからです。

　出世に必要だとか、職場の潤じゆん滑かつ油ゆだとか、そういった側面は否定できませんが、自分でやると決めた仕事をきちんとやり遂とげるためには、残念ながら雑談に割さく時間はない！　というところ。




　もっと細かいことを言い出せばいくらでも挙あげられるような気がしますが、主張やポイントは三つくらいがちょうど良いものです。

　というかこの講こう釈しやく、いったい誰が喜ぶというのか。ついつい熱くなってしましました。

　しかし「なんだか子育てで共働きって大変そうだな……」なんてマイナスイメージばかり持たれてしまうのは望むところではありません。子どもと一いつ緒しよにいて楽しいこと、嬉うれしいこと、成長を感じられる幸せな部分については～～、ちゃんと本編に詰まっておりますので、ぜひどうぞ！




　さて、最後に謝しや辞じを。




　度たび重かさなる改かい稿こう作業に付き合ってくださった湯ゆ浅あさ様、鈴すず木き様に。

　今回も、ソーキュートなキャラたちを描いてくださったcolor様に。

　いつでもパワーを与えてくれる子どもたちに。

　あらゆる面で執しつ筆ぴつの支えとなってくれたツマに。

　そして、本書を手に取ってくださったすべての皆様に。




　心からお礼申し上げます。ありがとうございました。（またお会いしましょう！）


二〇一二年九月　　　中村一
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中なか村むら 一はじめ

二歳の息子は、日々新しい言葉を習得中。奇妙な取り違えも多い。「パトカー」を見て『救急車だ！』と興奮したり、「ショベルカー」を『ベビーカー』と呼称するのはまだ良いとしても、「おにぎり」を指差して『とんかつだよ！』と言い張る理由を父は知りたい。
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イラスト／color

岐阜生まれ千葉在住、ＵＩデザインばかりして迷走しています。ドットばかりうっていたのが懐かしい日々。

甘い物はそろそろ自重しないといけない今日この頃。
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